


【
巻
頭
言
】

巻

頭

言郷土
研
究
会
の
存
在
意
義

郷
土
研
究
会
会
長

宮
川

進

私
た
ち
は
五
十
年
前
か
ら
「
郷
土
研
究
会
」
で
す
。
世
間
に
は
「
郷
土
史
研
究
会
」
と
い
う
団
体

も
あ
り
、
そ
ち
ら
を
名
乗
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
私
た
ち
の
先
輩
は
「
史
」
の
入
ら
な

い
方
を
選
ん
だ
の
か
。
民
俗
学
者
・
柳
田
國
男
が
新
た
な
学
問
の
場
を
作
ろ
う
と
し
た
、
そ
の
名
は

「
郷
土
研
究
」
。
明
治
末
に
開
い
た
会
は
「
郷
土
研
究
会
」
。
そ
の
流
れ
で
「
郷
土
研
究
会
」
と
な
っ

た
の
か
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
初
の
こ
と
を
ご
存
知
の
高
崎
力
常
任
顧
問
に
お
聞
き
し
た
の
で

す
が
、
特
別
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
当
然
の
よ
う
に
会
の
名

前
が
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
あ
、
当
初
の
い
き
さ
つ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
感
じ
と
し
て
も
「
史
」

と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
な
い
方
が
会
の
テ
ー
マ
が
「
歴
史
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
広
が
る
よ
う
で
よ
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
日
、
越
谷
生
ま
れ
の
女
性
の
方
に
お
聞
き
し
た
の
は
「
生
ま
れ
て
か
ら
、
越
谷
に
は
何
も
な
い

と
言
わ
れ
て
育
っ
て
き
た
。
い
ま
、
郷
土
研
究
会
で
越
谷
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
教
え
て
も
ら
っ
て

う
れ
し
い
」
と
の
こ
と
。
親
の
世
代
は
郷
里
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
の
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
が
自

慢
で
き
る
。
し
か
し
、
何
も
な
い
越
谷
に
育
っ
て
、
ひ
と
に
話
せ
る
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
。
そ

れ
は
淋
し
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
た
ち
に
テ
ー
マ
の
境
界
を
越
え
て
「
面
白
い
、
興
味
深
い
」
も

の
を
提
供
す
る
。
（
ヒ
ト
に
と
っ
て
何
が
面
白
い
か
の
感
覚
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
絶
対
必
要
で
す

が
）
そ
し
て
、
越
谷
を
、
人
生
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。
そ
こ
に
こ
そ
、
今
後
の
五
十
年
に
つ
な
が

る
郷
土
研
究
会
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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【
郷
土
研
究
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
】

五
十
年
の
あ
ゆ
み

五
十
年
間
、
郷
土
研
究
会
は
何
を
し
て
き
た
か
。
詳
細
は
こ
の
会
報
の
次

の
項
目
記
事
を
ご
ら
ん
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
れ
は
私
の
感
覚
的
、
個
人
的
、

雑
談
的
な
「
あ
ゆ
み
の
記
憶
」
で
す
。
御
許
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
一
期

（
発
足
・
昭
和
四
十
年
～
四
十
九
年
の
十
年
間
）

地
元
の
歴
史
好
き
な
方
、
郷
土
の
歴
史
を
も
っ
と
研
究
し
た
い
と
い
う
方

が
集
ま
っ
て
で
き
た
「
郷
土
研
究
会
」
は
、
最
初
か
ら
「
真
面
目
」
な
団
体

で
し
た
。
八
回
つ
づ
い
て
の
会
員
の
研
究
発
表
が
最
初
の
行
事
。
四
十
年
四

月
の
会
長
・
大
野
伊
右
衛
門
氏
の
「
方
言
に
つ
い
て
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
翌

年
一
月
の
高
崎
力
氏
の
「
大
相
模
の
古
代
住
居
跡
に
つ
い
て
」
ま
で
、
八
月

と
十
二
月
だ
け
が
お
休
み
で
毎
月
の
研
究
発
表
連
発
。
そ
し
て
、
次
の
二
月

に
は
第
一
回
の
史
跡
め
ぐ
り
と
し
て
「
大
相
模
不
動
尊
」
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

三
月
か
ら
は
市
内
の
史
跡
を
め
ぐ
り
、
翌
四
十
二
年
の
六
月
に
、
初
め
て

の
市
外
史
跡
め
ぐ
り
「
岩
槻
・
末
田
の
金
剛
院
、
大
戸
の
第
六
天
」
に
行
っ

て
い
ま
す
。
都
内
へ
最
初
に
出
か
け
た
の
は
四
十
三
年
の
「
神
田
明
神
」
で

し
た
。
ま
た
、
四
十
四
年
三
月
に
は
埼
玉
会
館
で
行
わ
れ
た
、
越
谷
出
身
の

画
家
・
斎
藤
豊
作
の
展
覧
会
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。

四
十
四
年
度
に
は
、
大
相
模
不
動
尊
へ
二
度
目
の
訪
問
。
久
伊
豆
神
社
例

大
祭
の
見
学
も
あ
り
ま
し
た
。

四
十
五
年
度
に
は
、
埼
玉
会
館
の
「
日
光
街
道
展
」
へ
の
目
配
り
も
忘
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
ろ
の
会
員
百
二
十
六
名
の
う
ち
、
約
一
割
の
十
二
名
が
女
性
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

四
十
七
年
に
第
一
号
を
発
行
し
た
会
報
「
古
志
賀
谷
」
は
、
い
ま
十
八
号
。

執
筆
者
、
編
集
者
、
み
ん
な
の
熱
意
が
発
行
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

四
十
八
年
度
に
は
、「
越
谷
御
殿
の
所
在
地
」
に
つ
い
て
、
三
人
の
会
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
自
説
を
発
表
す
る
公
開
討
論
会
と
い
う
お
そ
ろ
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
し
た
。（
乱
闘
に
な
ら
な
か
っ
た
か
な
？
）

こ
の
最
初
の
十
年
を
通
し
て
、
毎
年
十
回
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
、
後
輩
の
私
た
ち
が
受
け
継
い

だ
も
の
で
あ
り
、
次
世
代
に
渡
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
伝
統
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

第
二
期

（
昭
和
五
十
年
～
五
十
九
年
の
十
年
間
）

イ
ベ
ン
ト
の
回
数
的
に
は
多
く
て
一
年
に
十
一
回
、
少
な
く
て
八
回
と
、

少
し
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
史
跡
め
ぐ
り
は
、

茨
城
県
の
将
門
遺
跡
を
め
ぐ
っ
た
り
、
川
越
市
、
千
葉
県
関
宿
町
、
栃
木
県

結
城
市
、
古
河
市
、
下
妻
市
、
神
奈
川
県
三
浦
市
な
ど
と
、
バ
ス
も
利
用
し

な
い
で
、
よ
く
も
、
そ
ん
な
遠
く
ま
で
行
っ
た
か
と
感
心
す
る
と
こ
ろ
へ
出

か
け
て
い
ま
す
。

郷
土
研
究
会
会
長

宮
川

進



ま
た
、
こ
の
時
期
に
、
現
・
江
戸
東
京
博
物
館
の
竹
内
誠
館
長
を
お
招
き

し
て
「
江
戸
と
越
谷
」、
元
・
埼
玉
県
立
博
物
館
の
林
宏
一
館
長
に
は
「
越
谷

の
仏
像
」
と
い
っ
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
三
期

（
昭
和
六
十
年
～
平
成
６
年
）

昭
和
六
十
年
度
に
は
、
越
谷
で
一
番
多
い
「
姓
」（
当
時
の
市
内
電
話
帳
で

二
百
四
十
軒
ほ
ど
あ
っ
た
）
で
あ
る
「
会
田
氏
」
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
長
野

県
四
賀
村
へ
一
泊
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
会
創
立
二
十
周
年

記
念
事
業
で
し
た
。
先
方
で
は
会
田
氏
の
菩
提
寺
の
広
田
寺
を
訪
ね
、「
会
田

系
図
」
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
史
跡
め
ぐ
り
も
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
に
ー
山
崎
善
司
氏
の
情
熱
の
ツ
ア
ー
で
し
た
。

こ
の
頃
は
、
会
員
数
は
八
十
名
台
に
落
ち
た
よ
う
で
、
毎
月
の
史
跡
め
ぐ

り
の
参
加
者
も
三
十
名
く
ら
い
に
な
っ
て
、
四
十
人
来
ら
れ
れ
ば
、「
今
日
は

よ
く
集
ま
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
一
月
に
は
七
福
神
め
ぐ
り
の
最
初
と
し
て
、「
隅
田
川
七
福

神
」
へ
出
か
け
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
は
、「
日
光
御
成
道
を
訪
ね
て
」
と
い
う
史
跡
め
ぐ
り
シ

リ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
元
年
度
を
通
じ
て
都
合
十
回
で
本
郷
か
ら

幸
手
ま
で
を
歩
き
ま
し
た
。
千
葉
氏
、
豊
島
氏
な
ど
、
中
世
の
氏
族
の
本
拠

地
を
訪
ね
て
の
シ
リ
ー
ズ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
か
ら
は
お
正
月
の
七
福
神
め
ぐ
り
が
定
例
化
し
ま
し
た
。
最

初
は
「
谷
中
七
福
神
」
で
し
た
。

以
前
に
山
崎
善
司
氏
が
行
わ
れ
て
好
評
だ
っ
た
鎌
倉
め
ぐ
り
を
再
現
し
て

新
入
会
員
を
集
め
よ
う
と
、
鎌
倉
を
細
分
化
し
て
の
史
跡
め
ぐ
り
も
始
ま
り

ま
し
た
。
当
時
、
土
曜
・
日
曜
に
一
本
ず
つ
あ
っ
た
鎌
倉
発
・
大
宮
行
き
の

列
車
に
乗
れ
ば
、
帰
り
が
楽
な
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
の
ツ
ア
ー
で
し
た
。

新
聞
の
催
し
欄
に
掲
載
し
て
も
ら
っ
て
会
員
外
の
ご
参
加
を
求
め
て
、
会
員

増
加
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
（
Ｐ
Ｒ
＝
広
報
）
の
活
用
と
い
う

当
会
の
得
意
技
も
始
ま
り
ま
し
た
。

忠
臣
蔵
を
一
日
で
ま
わ
る
コ
ー
ス
を
作
り
、
築
地
の
浅
野
家
上
屋
敷
か
ら

始
ま
り
、
三
田
の
三
河
岡
崎
藩
邸
跡
（
義
士
の
一
部
が
切
腹
）
ま
で
、
電
車
・

都
バ
ス
で
め
ぐ
る
必
死
の
史
跡
め
ぐ
り
も
あ
り
ま
し
た
。

第
四
期

（
平
成
七
年
～
平
成
十
六
年
）

平
成
七
年
度
は
、
創
立
三
十
周
年
で
、
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
高

橋
一
夫
氏
に
「
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
と
東
国
」
、
森
田
悌
氏
に
「
武
蔵
・
下
総
間

の
駅
路
」
と
い
う
題
名
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
に
は
、
見
田
方
遺
跡
発
掘
三
十
周
年
記
念
講
演
会
と
し
て
高

崎
力
氏
の
「
見
田
方
遺
跡
の
発
掘
」
、
橋
本
充
史
氏
の
「
見
田
方
遺
跡
の
時
代
」

と
い
う
お
話
を
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
か
ら
翌
年
度
に
か
け
て
は
、
建
長
板
碑
七
百
五
十
年
記
念
講

演
会
を
三
回
実
施
。
諸
岡
勝
氏
「
中
世
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
建
長
板
碑
か

ら
七
百
五
十
年
」、
大
村
進
氏
「
武
蔵
武
士
の
活
躍
と
馬
」
、
馬
渕
和
雄
氏
「
鉢

ノ
木
・
板
碑
・
鎌
倉
大
仏
」
で
し
た
。

平
成
九
年
度
に
は
、
は
じ
め
て
の
バ
ス
史
跡
め
ぐ
り
で
「
香
取
・
鹿
島
」

に
行
き
ま
し
た
。
事
故
が
起
こ
れ
ば
大
変
だ
と
か
、
人
数
が
集
ま
ら
な
く
て

赤
字
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
？
と
か
、
理
事
会
で
の
喧
々
諤
々
の
議
論
の

末
、
よ
う
や
く
お
許
し
が
出
た
も
の
で
す
。

当
時
は
、
ゆ
っ
く
り
し
た
時
代
で
、
い
ま
は
な
き
「
シ
ャ
ノ
ア
ー
ル
（
黒

い
猫
）」
と
い
う
越
谷
駅
か
ら
元
の
ヨ
ー
カ
ド
ー
へ
向
か
う
左
側
の
喫
茶
店
の



会
議
室
で
理
事
会
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
会
と
し
て
は
初
め
て
の
遺
跡
発
掘
を
現
場
で
見
る
史
跡
め
ぐ
り
を
大
道

遺
跡
で
行
っ
た
の
は
、
平
成
十
三
年
度
で
し
た
。
こ
の
年
度
に
は
奥
州
街
道

四
百
年
の
記
念
史
跡
め
ぐ
り
を
五
回
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
に
は
、
創
立
三
十
五
周
年
記
念
講
演
会
「
悲
運
の
武
将
・

大
田
資
正
」（
講
演
者
大
村
進
氏
）
を
開
催
。
ま
だ
珍
し
か
っ
た
太
郎
兵
衛
も

ち
を
お
配
り
し
た
の
も
楽
し
い
思
い
出
。

平
成
十
五
年
度
に
は
、
三
野
宮
卯
之
助
没
後
百
五
十
年
記
念
講
演
会
を
四

日
市
大
学
の
高
島
慎
助
氏
を
招
い
て
行
い
ま
し
た
。
翌
年
に
は
高
崎
力
氏
を

講
師
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
十
六
年
五
月
に
、
当
会
は
埼
玉
県
か
ら
認
証
を
受
け
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
当
会
は
創
立
以
来
、
単
な
る
郷
土
史
研
究
者
の

団
体
で
は
な
く
、
越
谷
の
市
民
と
し
て
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
み
ん
な
で
郷

土
の
歴
史
を
楽
し
も
う
と
い
う
方
向
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

そ
の
方
向
で
歩
む
な
ら
、
新
し
く
で
き
た
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
い

う
制
度
に
の
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。

第
五
期

（
平
成
十
七
年
～
平
成
二
十
七
年
）

平
成
十
七
年
度
に
は
、
創
立
四
十
周
年
記
念
講
演
会
と
し
て
、
発
足
時
の

会
員
で
あ
る
竹
内
誠
氏
（
東
京
江
戸
博
・
館
長
）
を
お
招
き
し
「
江
戸
時
代

の
越
谷
に
学
ぶ
ー
私
と
越
谷
の
思
い
出
」
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
の
年
か
ら
、
市
内
の
道
端
に
あ
っ
て
、「
文
化
財
」
と
し
て
指
定
の
な
い

石
仏
な
ど
も
文
化
財
で
あ
る
と
い
う
思
い
で
、
そ
の
見
回
り
を
行
う
文
化
財

パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
、
す
で
に
九
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
越
谷
市
保
存
民
家
・
大
間
野
旧
中
村
家
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
歴

史
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る
場
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
平
成
十
七
年
の
開

館
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
か
ら
始
ま
り
、
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い

行
事
を
教
委
と
の
連
携
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
に
は
、
産
業
フ
ェ
ス
タ
に
東
京
・
深
川
の
睦
会
を
お
招
き

し
（
観
光
協
会
共
催
）、
卯
之
助
の
時
代
か
ら
伝
わ
る
力
持
ち
の
技
ー
舟
の
上

の
三
人
と
俵
三
俵
を
体
に
乗
せ
る
ー
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
じ
十
九
年
度
に
は
、
姫
路
や
大
阪
に
あ
る
卯
之
助
の
力
石
を
訪
ね
、
つ

い
で
に
飛
鳥
、
山
辺
の
道
を
訪
ね
る
二
泊
の
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
二

十
三
年
度
に
は
奈
良
へ
お
水
取
り
と
仏
像
拝
観
に
も
出
か
け
ま
し
た
）

私
た
ち
郷
土
の
母
体
で
あ
る
日
光
街
道
越
谷
宿
の
歴
史
的
な
建
物
の
維
持

は
ゼ
ッ
タ
イ
に
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
観
光
資
源
と
し
て
も
役
立
つ
も
の
で

あ
る
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の

越
谷
の
町
並
み
の
素
晴
ら
し
さ
に
共
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
平
成
二
十

年
一
月
の
日
本
工
業
大
学
・
黒
津
高
行
教
授
の
「
旧
・
越
谷
宿
の
町
並
み
を

考
え
る
」
と
い
う
講
演
を
初
め
と
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
機
会
あ
る

ご
と
に
、
講
演
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
最
近
は
文
教
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
内
・
市
外
の
公
民
館
、
小
学
校
、
地
域
団
体
な
ど
か
ら

の
お
声
掛
け
が
あ
っ
て
、
講
師
を
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
こ
そ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
と
し
て
絶
好
の
も
の
で
あ
り
、
越
谷
の
皆
さ
ん
に
、「
越
谷

は
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
、
財
政
基
盤
拡
充
に
努

力
い
た
だ
い
て
い
る
役
員
、
も
と
役
員
の
方
々
に
お
礼
申
上
げ
ま
す
。



【
郷
土
研
究
会
五
十
年
の
歴
史
】

年

表

編
集
委
員
会

年
・
月
・
日

出

来

事

昭
29
・
11

越
谷
町
誕
生
（
越
谷
地
区
２
町
８
ヶ
村
が
合
併
）

昭
33
・
11

越
谷
市
制
施
行

昭
40
・
2
・
27

「
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
則
」
施
行

昭
40
・
3

越
谷
市
郷
土
研
究
会
創
立
（
文
化
財
調
査
委
員
、
そ
の

他
数
名
を
発
起
人
と
し
て
発
足
）

初
代
会
長
に
大
野
伊
右
衛
門
が
就
任

事
務
所
を
越
谷
市
立
図
書
館
（
越
ヶ
谷
小
学
校

校
地
内
）

に
置
く
。
会
費
５
０
０
円

昭
40
・
4

越
谷
市
立
図
書
館
の
福
祉
会
館
２
階
へ
の
移
転
に
伴
い

当
会
事
務
所
も
移
転

昭
40
・
4
・
24

第
１
回
研
究
発
表
会
「
方
言
に
つ
い
て
」（
大
野

伊
右
衛
門
）

昭
41
・
1
・
8

初
め
て
の
新
年
会
。
第
８
回
研
究
発
表
会
「
大
相
模

古
代
住
居
に
つ
い
て
」（
高
崎
力
）
の
後
、
実
施

昭
41
・
2
・
27

第
１
回
史
跡
め
ぐ
り
「
大
相
模
不
動
尊
」

昭
41
・
12

見
田
方
遺
跡

第
一
次
発
掘
調
査

昭
42
・
3

見
田
方
遺
跡

第
二
次
発
掘
調
査

昭
42
・
5
・
28

役
員
会
・
総
会
（
当
会
最
初
の
総
会
）

昭
43
・
4

越
谷
市
史
編
纂
事
業
が
始
ま
る

昭
44
・
1
・
26

第
23
回
史
跡
め
ぐ
り
「
神
田
明
神

将
門
首
塚
」。
正

月
と
し
て
初
め
て
の
史
跡
め
ぐ
り

昭
46
・
5
・
23

「
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
則
」
改
訂
、
会
費
を
千
円
に

改
め
る

昭
47
・
3
・
31

「
会
報

創
刊
号
」
発
行

昭
47
・
5
・
28

史
跡
め
ぐ
り
と
研
究
発
表
は
原
則
と
し
て
毎
月
第
四

日
曜
日
に
行
う
（
総
会
に
て
決
定
）

昭
50
・
3

越
谷
市
郷
土
研
究
会

創
立
十
周
年

昭
52
・
5
・
22

「
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
則
」
改
訂
、
会
費
を
千
円
か

ら
二
千
円
に
改
め
る

昭
53
・
5

会
報
第
２
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

山
崎
善
司
・
理
事
「
古
志
賀
谷
氏
に
つ
い
て
」
を
会
報

第
２
号
に
発
表
。
以
降
「
古
志
賀
谷
」
を
当
会
会
報
の

題
名
に
採
用

昭
55
・
3
・
23

第
１
０
０
回
史
跡
め
ぐ
り
「
日
光
街
道

千
住
宿
」

以
降
、
史
跡
め
ぐ
り
１
０
０
回
記
念
「
日
光
街
道
宿
駅

シ
リ
ー
ズ
」
を
企
画
・
実
施

「
草
加
宿
」
、「
越
ヶ
谷
宿
」
、「
粕
壁
宿
」
、「
杉
戸
宿
」

昭
55
・
5

会
報
第
３
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

昭
57
・
2

「
会
報

創
刊
号
」
再
発
行
（
木
村
信
次
幹
事
に

よ
っ
て
再
発
行
さ
れ
る
）



年
・
月
・
日

出

来

事

昭
58
・
3

会
報
第
４
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

昭
58
・
11
・
3

越
谷
市
「
文
化
都
市
宣
言
」
制
定

昭
60
・
3

越
谷
市
郷
土
研
究
会

創
立
二
十
周
年

昭
60
・
4
・
28

「
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
則
」
改
訂
、
事
務
所
を
「
越

谷
市
立
図
書
館
内
」
か
ら
「
幹
事
宅
」
に
、
副
会
長
を

一
名
か
ら
二
名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更

昭
60
・
5

越
谷
市
立
図
書
館
を
離
れ
、
副
会
長

山
崎
善
司
氏
宅
を

事
務
所
と
す
る
。

越
谷
市
文
化
連
盟
に
加
入

昭
60
・
10
・
6

創
立
20
周
年
記
念
・
第
１
４
２
回
史
跡
め
ぐ
り
「
会
田

～
7

氏
の
ル
ー
ツ
」
。
市
内
の
会
田
氏
に
呼
び
か
け
会
田
家
の

菩
提
寺

信
州
四
賀
村
会
田
地
区
の
広
田
寺
を
訪
問

昭
60
・
11
・
21

第
１
７
回
越
谷
市
民
文
化
祭
に
初
め
て
参
加

昭
61
・
4

信
州
四
賀
村
史
談
会
３
５
名
が
越
谷
市
に
来
訪
。
昭
和

60
年
10
月
、
当
会
が
同
村
を
訪
れ
た
際
の
約
束
を
果
た

さ
れ
た
。
会
田
家
の
墓
所

天
獄
寺
を
は
じ
め
久
伊
豆
神

社
、
越
ヶ
谷
御
殿
跡
お
よ
び
大
聖
寺
を
見
学
さ
れ
た
。

昭
61
・
5

会
報
第
５
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

昭
61
・
10

第
１
２
回
越
谷
市
交
通
安
全
市
民
ま
つ
り
に
初
め
て
参

加

昭
62
・
1
・
3

第
１
５
０
回
史
跡
め
ぐ
り
「
隅
田
川
七
福
神
め
ぐ
り
」

（
初
め
て
の
新
年

七
福
神
め
ぐ
り
）

昭
62
・
7
・
26

第
１
５
４
回
史
跡
め
ぐ
り
「
日
光
御
成
街
道
を
訪
ね
て

１
．
本
郷
・
白
山
地
区
」
。
以
降
１
０
回
に
わ
た
り
史
跡

め
ぐ
り
「
日
光
御
成
街
道
を
訪
ね
て
」
シ
リ
ー
ズ
実
施

昭
62
・
8
・
23

第
８
９
回
研
究
発
表
会
「
岩
槻
に
つ
い
て
」（
岩
槻
地
方

史
研
究
会
理
事

飯
山
実
氏
）。
史
跡
め
ぐ
り
「
日
光
御

成
街
道
を
訪
ね
て
」
シ
リ
ー
ズ
と
連
動
し
て
実
施

昭
63
・
11
・
10

会
報
第
６
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行
（
表
紙
は
昭
和
63
年

8
月
刊
で
あ
る
が
実
際
の
発
行
は
こ
の
日
）

昭
63
・
11
・
23

第
２
０
回
文
化
発
表
会
参
加
（
昭
和
天
皇
崩
御
の
た
め

～
27

こ
の
年
に
限
り
「
文
化
祭
」
で
は
な
く
「
文
化
発
表
会
」

と
呼
称
）

平
元
・
4
・
16

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
記
念
行

～
23

事
に
出
展

平
2
・
7

講
師
派
遣

け
や
き
学
校
「
郷
土
史
教
室
」（
全
13
回
）

～
平
3
・
2

平
3
・
5
・
1

「
古
文
書
ク
ラ
ブ
」
設
立
、
学
習
会
を
開
始

（
第
１
・
３
土
曜
日

於
・
北
越
谷
公
民
館
、
後
に
中

央
市
民
会
館

講
師

鈴
木
秀
俊
・
吉
田
敏
子
）

平
3
・
6
・
30

「
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
則
」
改
訂
、
幹
事
２
名
か
ら

幹
事
長
・
幹
事
各
1
名
体
制
に
、
常
任
顧
問
新
設

平
3
・
7
・
24

第
１
８
４
回
史
跡
め
ぐ
り
「
古
利
根
水
郷
と
虫
追
い
の

川
崎
神
社
」（
案
内
者

鈴
木
秀
俊
。
郷
土
の
文
化
財
保

存
の
一
助
と
す
る
た
め
に
民
俗
行
事
の
探
訪
を
を
企
画
）



年
・
月
・
日

出

来

事

平
4
・
6

会
報
第
７
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
5
・
4
・
25

第
２
０
０
回
史
跡
め
ぐ
り
「
大
相
模

大
聖
寺

不
動

道
の
庚
申
塔
」

平
5
・
7
・
18

講
師
派
遣
（
山
崎
善
司
）
於
・
南
越
谷
公
民
館

平
5
・
8
・
29

講
師
派
遣
（
加
藤
幸
一
）
於
・
南
越
谷
公
民
館

平
5
・
10
・
24

講
師
派
遣
（
鈴
木
秀
俊
）
於
・
南
越
谷
公
民
館

平
6
・
6
・
26

平
成
６
年
度
総
会
に
於
い
て
第
２
代
会
長
・
小
島
誠
が

退
任
、
第
３
代
会
長
・
谷
岡
隆
夫
が
就
任

平
6
・
9
・
21

役
員
懇
親
会
「
見
田
方
遺
跡
」
於
・
市
民
会
館
第
２
会

議
室

平
7
・
3

越
谷
市
郷
土
研
究
会

創
立
三
十
周
年

平
7
・
6

会
報
第
８
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
7
・
8
・
27

創
立
30
周
年
記
念
・
第
１
１
４
回
講
演
会

(1)
「
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
と
東
国
」

（
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

高
橋
一
夫
氏
）

(2)
「
武
蔵
・
下
総
間
の
駅
路
」

（
群
馬
大
学
教
授

森
田
悌
氏
）

平
8
・
11

市
内
の
文
化
活
動
代
表
者
と
市
長
と
の
懇
談
会
開
催
。

当
会
の
谷
岡
会
長
が
郷
土
史
料
館
の
早
期
設
置
と
文
化

財
の
保
存
に
つ
い
て
発
言

平
8
・
12

越
谷
市
の
人
口
30
万
人
を
超
え
る

平
9
・
6

会
報
第
９
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

こ
の
頃
ま
で
に
創
立
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
研
究
発

表
会
と
史
跡
め
ぐ
り
に
加
え
て
、
古
文
書
勉
強
会
・
展

示
会
へ
の
出
展
・
講
師
派
遣
な
ど
幅
広
い
活
動
が
定
着

平
9
・
8
・
24

建
長
板
碑
造
立
７
５
０
年
記
念
・
第
１
２
０
回
講
演
会

「
中
世
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

建
長
板
碑
か
ら
７
５
０

年
」
（
埼
玉
県
平
和
資
料
館

諸
岡
勝
氏
）

平
10
・
6
・
14

建
長
板
碑
造
立
７
５
０
年
記
念
・
第
１
２
２
回
講
演
会

「
武
蔵
武
士
の
活
躍
と
馬
」（
元
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資

料
館
長

大
村
進
氏
）

平
10
・
9

こ
の
頃
か
ら
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
地
元
新
聞
社
に
講
演

会
等
の
案
内
記
事
掲
載
を
依
頼

平
10
・
9
・
13

建
長
板
碑
造
立
７
５
０
年
記
念
供
養
（
大
聖
寺
、
観
照

院
、
迎
摂
院
、
浄
山
寺
、
天
獄
寺

各
住
職
ご
回
向
）

建
長
板
碑
造
立
７
５
０
年
記
念
・
第
１
２
３
回
講
演
会

「
鉢
ノ
木
・
板
碑
・
鎌
倉
大
仏
‐
越
谷
・
建
長
板
碑
と

そ
の
時
代
‐
」

（
鎌
倉
考
古
学
研
究
所

主
任
研
究
員

馬
淵
和
雄
氏
）

平
10
・
11
・
20

第
３
０
回
市
民
文
化
祭
参
加

～
23

平
11
・
2
・
6

第
２
３
回
埼
玉
県
文
化
振
興
会
議
参
加

於
・
上
尾
福
祉
会
館

平
11
・
3
・
7

越
谷
市
文
化
連
盟
30
周
年
記
念
・
こ
し
が
や
文
化
芸
術

祭
参
加

於
・
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー



年
・
月
・
日

出

来

事

平
11
・
6

会
報
第
１
０
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
12
・
6
・
25

「
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
則
」
改
訂
。
会
友
・
常
任
理

事
・
常
任
幹
事
の
規
定
を
追
加

平
12
・
7
・
6

当
会
最
初
の
常
任
理
事
会

平
12
・
8
・
8

「
旧
日
光
街
道

座
談
会
」
於
・
越
谷
市
産
業
会
館

会
報
第
１
１
号
「
古
志
賀
谷
」
に
掲
載
（「
旧
日
光
街
道

き
き
書
き
」）

平
12
・
9
・
2

三
宅
島
噴
火
・
避
難
村
民
の
た
め
の
カ
ン
パ
（
２
３
，

９
０
０
円
）

平
12
・
12
・
1

「
古
文
書
ク
ラ
ブ
」
は
越
谷
市
郷
土
研
究
会
よ
り
独
立

し
単
独
で
継
続

平
13
・
1
・
21

会
員
新
年
懇
親
会

於
・
越
谷
市
産
業
会
館

新
年
懇
親
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
２
，
５
０
０
円
を
越
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

平
13
・
1

徳
川
家
康
に
よ
る
五
街
道
の
宿
駅
制
度
設
置
か
ら

４
０
０
年

平
13
・
3
・
4

こ
し
が
や
文
化
芸
術
祭
に
未
公
開
の
「
円
空
仏
」（
増
林
）

を
出
展
（
所
有
者
の
ご
好
意
に
よ
り
実
現
）

平
13
・
6

会
報
第
１
１
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
13
・
8

大
道
遺
跡
発
掘
調
査
（
越
谷
市
教
育
委
員
会
）

平
13
・
9
・
24

奥
州
街
道
４
０
０
年
記
念
・
史
跡
め
ぐ
り
（
全
４
回
）

(1)
蒲
生
～
南
越
谷

(2)
南
越
谷
～
北
越
谷

(3)
北
越
谷
～
せ
ん
げ
ん
台

(4)
〈
番
外
編
〉
大
沢
宿

平
14
・
3
・
24

第
３
０
０
回
史
跡
め
ぐ
り
「
諏
訪
大
社

卯
之
助
力
石

を
訪
ね
る
」
信
濃
毎
日
な
ど
地
元
３
紙
が
報
道

平
14
・
6
・
30

「
会
報
『
古
志
賀
谷
』
掲
載
基
準
」
施
行

平
14
・
9
・
11

史
跡
め
ぐ
り
「
秩
父
札
所
34
ヶ
所
ご
開
帳
め
ぐ
り
」

シ
リ
ー
ズ
（
全
３
回
）

平
14
・
10
・
23

「
荻
島
地
区

座
談
会
」
於
・
野
島

浄
山
寺

会
報
第
１
２
号
「
古
志
賀
谷
」
に
掲
載
（「
荻
島
地
区
き

き
書
き
」
）

平
15
・
3
・
31

会
員
数
３
０
０
名
を
超
え
る
（
県
関
連
の
一
団
体
を
除

く
県
内
の
郷
土
史
会
で
会
員
数
ト
ッ
プ
＝
当
時
）

平
15
・
8

会
報
第
１
２
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
16
・
4
・
12

文
化
財
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
検
討
会

平
16
・
4
・
18

下
間
久
里
の
獅
子
舞
４
１
０
年
大
祭
。
谷
岡
会
長
ほ
か

希
望
者
参
加

平
16
・
4
・
20

越
谷
市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ほ
っ
と
越
谷
）

登
録
団
体
の
承
認
を
受
け
る

平
16
・
4
・
28

講
師
派
遣

北
越
谷
小
学
校
「
昔
の
越
谷
の
地
図
を
見

て
み
よ
う
」

平
16
・
5
・
14

埼
玉
県
知
事
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
）
の
認
証
を
受
け
る

平
16
・
5
・
27

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
越
谷
支
局
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設

立
登
記
完
了
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

越
谷
市
郷
土



年
・
月
・
日

出

来

事

研
究
会
」
と
な
る

平
16
・
6
・
25

講
師
派
遣

北
越
谷
小
学
校
「
越
谷
の
歴
史
」

平
16
・
8
・
29

三
ノ
宮
卯
之
助
没
後
１
５
０
年
記
念
・
第
１
３
９
回
講

演
会
「
日
本
一
の
力
持
・
三
ノ
宮
卯
之
助
の
生
涯
」

（
高
崎
力
）

平
16
・
10
・
29

理
事
・
実
行
委
員
研
修
（
講
師

高
崎
力
）

第
１
回
「
葛
西
用
水
に
つ
い
て
」

平
16
・
11
・
14

三
ノ
宮
卯
之
助
没
後
１
５
０
年
記
念
展
示

（
第
30
回
越
谷
市
民
ま
つ
り
）

平
16
・
11
・
18

三
ノ
宮
卯
之
助
没
後
１
５
０
年
記
念
展
示

～
21

（
第
36
回
越
谷
市
民
文
化
祭
）

平
16
・
12
・
1

三
ノ
宮
卯
之
助
没
後
１
５
０
年
記
念
展
示

～
19

（
越
谷
市
立
図
書
館
）

平
17
・
2
・
19

理
事
・
実
行
委
員
研
修
（
講
師

高
崎
力
）

第
２
回
「
越
谷
の
川
に
つ
い
て
」

平
17
・
2
・
27

越
谷
市
文
化
連
盟
発
足
35
周
年
に
あ
た
り
谷
岡
会
長

が
感
謝
状
を
受
け
る

平
17
・
3
・
19

理
事
・
実
行
委
員
研
修
（
講
師

高
崎
力
）

第
３
回
「
越
谷
の
道
に
つ
い
て
」

平
17
・
3

越
谷
市
郷
土
研
究
会

創
立
四
十
周
年

平
17
・
4
・
8

史
跡
め
ぐ
り
を
主
体
に
グ
ル
ー
プ
制
を
と
る

平
17
・
5

第
1
回
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
（
荻
島
地
区
石
仏
）

以
降
、
毎
年
１
回
実
施

平
17
・
6
・
18

第
３
代
会
長
・
谷
岡
隆
夫
が
退
任
し
、
第
４
代
会
長
・

宮
川
進
が
就
任

平
17
・
8
・
20

子
供
史
跡
め
ぐ
り
「
越
谷
歴
史
た
ん
け
ん
隊
」（
参
加
９

名
）

平
17
・
8
・
27

越
谷
市
郷
土
研
究
会
創
立
40
周
年
記
念
・
第
１
４
２
回

講
演
会
「
江
戸
時
代
の
越
谷
に
学
ぶ
‐
私
と
越
谷
の
思

い
出
」（
江
戸
東
京
博
物
館
長

竹
内
誠
氏
）

平
17
・
9
・
3

子
供
史
跡
め
ぐ
り
「
埼
玉
古
墳
た
ん
け
ん
隊
」（
参
加
２

名
）

平
17
・
9

会
報
第
１
３
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
17
・
10
・
16

「
埼
玉
県
郷
土
文
化
会
」
５
２
名
が
越
谷
市
に
来
訪
、

当
会
（
19
名
）
が
接
待
（
案
内
・
講
演

高
崎
力
）

平
17
・
11
・
1

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
夢
空
感
」（
越
谷
市
越
ヶ
谷
本

町
８
‐
３
）
に
事
務
所
を
移
転

平
17
・
11
・
14

県
民
の
日

大
間
野
町
・
旧
中
村
家
住
宅
開
館
１
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
越
谷
市
教
育
委
員
会
・
越
谷
市
郷
土

研
究
会
共
催
）
以
降
、
毎
年
県
民
の
日
に
開
催

平
18
・
5
・
24

大
間
野
町
・
旧
中
村
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト
「
江
戸
あ
ね
さ

ま
人
形
」
（
講
師

宮
内
和
代
）

平
18
・
7
・
29

大
間
野
町
・
旧
中
村
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
の
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
教
室
」（
講
師

黒
澤
利
恵
子
）



年
・
月
・
日

出

来

事

平
18
・
8
・
26

見
田
方
遺
跡
発
掘
４
０
周
年
記
念
・
第
１
４
５
回
講
演

会
（
高
崎
力
）
於
・
越
谷
市
中
央
市
民
会
館

平
18
・
9
・
17

「
天
獄
寺
前
『
寺
橋
』
由
来
の
碑
」
建
立
記
念
式
典

お
よ
び
記
念
講
演
（
高
崎
力
）

平
19
・
2
・
17

大
間
野
町
・
旧
中
村
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
で
作
ろ

う
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
」（
講
師

岩
瀬
静
江
）

平
19
・
8
・
25

三
ノ
宮
卯
之
助

生
誕
２
０
０
年
記
念
・
第
１
４
８
回

講
演
会
（
高
崎
力
）

平
19
・
11

会
報
第
１
４
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
19
・
12
・
2

こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
に
て
「
深
川
の
力

持
ち
・
睦
会
」
公
演

平
20
・
3
・
23

第
３
７
７
回
史
跡
め
ぐ
り
「
三
ノ
宮
卯
之
助
の
力
石
を

～
25

訪
ね
る

飛
鳥
・
山
の
辺
の
道
め
ぐ
り
」

姫
路
市
魚
吹
八
幡
神
社
見
学
の
様
子
を
神
戸
新
聞
が

報
道

平
20
・
4
・
9

講
師
派
遣
「
庚
申
塔
と
シ
ョ
ケ
ラ
」
於
・
ほ
っ
と
越
谷

平
20
・
6
・
22

越
谷
市
制
施
行
５
０
周
年
・
第
１
５
０
回
講
演
会

「
旧
・
越
ヶ
谷
宿
と
街
づ
く
り
」（
大
妻
女
子
大
非
常
勤

講
師

根
岸
俊
雄
氏
）

平
20
・
11
・
3

越
谷
市
制
施
行
５
０
周
年

平
21
・
1
・
25

越
谷
市
制
施
行
５
０
周
年
・
第
１
５
２
回
講
演
会

「
旧
・
越
ヶ
谷
宿
の
良
さ
を
発
見
し
よ
う
」（
㈱
文
化
財

保
存
計
画
協
会

津
村
泰
範
氏
）

平
21
・
3
・
1

第
３
８
８
回
史
跡
め
ぐ
り
「
案
外
知
ら
な
か
っ
た
越
谷

を
歩
く
」
参
加
者
１
３
４
名
は
史
跡
め
ぐ
り
最
多
記
録

平
21
・
3
・
21

大
間
野
町
・
旧
中
村
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト
「
お
手
玉
作
り
」

平
21
・
7

会
報
第
１
５
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
22
・
2
・
28

第
４
０
０
回
史
跡
め
ぐ
り
「
案
外
知
ら
な
か
っ
た
越
谷

を
歩
く

新
田
か
ら
蒲
生
へ
」

午
後
か
ら

史
跡
め
ぐ
り
４
０
０
回
記
念
お
茶
会

（
於
・
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
南
越
谷
自
治
会
会
議
室
）

平
22
・
6
・
5

わ
ん
ぱ
く
相
撲
越
谷
場
所
へ
講
師
派
遣
し
、
三
ノ
宮
卯

之
助
を
Ｐ
Ｒ
（
於
・
越
谷
市
立
西
体
育
館
）

平
22
・
6

越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
充
実
す
る

平
22
・
6
・
27

第
１
５
６
回
講
演
会

「
父
・
大
塚
伴
鹿
を
、
祖
父
・
大
野
伊
右
衛
門
を
語
る
」

（
越
谷
市
初
代
市
長
の
ご
子
息

大
塚
善
人
氏
、

越
谷
市
郷
土
研
究
会
初
代
会
長
の
孫

大
野
光
政
氏

２
人
の
初
代
の
ご
子
孫
が
偉
大
な
父
、
祖
父
を
語
る
）

平
23
・
3
・
11

東
日
本
大
震
災
発
生

平
23
・
3
・
15

越
谷
市
立
図
書
館
に
お
い
て
予
定
し
て
い
た
当
会
の
展

～
20

示
が
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
計
画
停
電
の
た
め
中
止



年
・
月
・
日

出

来

事

平
23
・
3
・
26

3
月
26
日
に
予
定
し
て
い
た
史
跡
め
ぐ
り
「
早
春
の
鎌

倉
を
歩
く
」
が
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
計
画
停
電
の

た
め
中
止

平
23
・
6

「
一
歩
会
」（
福
島
県
か
ら
越
谷
市
へ
避
難
し
た
東
日
本

大
震
災
被
災
者
団
体
）
へ
義
捐
金
３
万
円
を
贈
る

平
23
・
9

歴
史
ミ
ニ
講
座
ス
タ
ー
ト
（
月
１
回
開
催
）

平
23
・
12

会
報
第
１
６
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
24
・
4

講
師
派
遣
先
が
さ
ら
に
増
加
し
24
か
所
に
（
一
昨
年

～
平
25
・
3

8
ヶ
所
、
昨
年
14
ヶ
所
）

平
24
・
6
・
1

越
谷
駅
東
口
の
越
谷
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
Ｂ
シ
テ
ィ
に
「
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
。
会
議
等
、
当
会

活
動
の
新
た
な
一
拠
点
と
な
る

平
24
・
7
・
7

「
第
１
回
日
光
街
道
宿
場
町
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催

(1)
基
調
講
演
（
徳
川
宗
家
第
十
八
代

徳
川
恒
孝
氏
）

(2)
５
市
町
（
草
加
、
春
日
部
、
杉
戸
、
古
河
、
小
山
）

担
当
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

(3)
宮
川
会
長
の
講
演
な
ど

平
24
・
10
・
18

「
越
谷
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」（
講
師

高
崎
力
）
第
１
期

～
平
25
・
3
・
21

（
全
６
回
）

平
25
・
2
・
10

ク
ラ
ブ
活
動
第
１
号
「
河
川
史
研
究
倶
楽
部
」
発
足

（
代
表

秦
野
秀
明
）
原
則
月
２
回
開
催
、
平
成
24
年

度
（
全
４
回
）

平
25
・
2
・
19

「
市
長
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
高
橋
努
・
越
谷
市
長
と
の

懇
談
会
に
役
員
お
よ
び
会
員
十
数
名
出
席
。
当
会
の

活
動
を
説
明
し
、
市
政
に
対
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
行
な
う

平
25
・
3

「
第
１
回
越
ヶ
谷
宿
の
雛
め
ぐ
り
」
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

講
師
派
遣
。
以
降
、
講
師
派
遣
を
毎
年
実
施

平
25
・
3
・
29

市
内
に
あ
る
「
三
ノ
宮
卯
之
助
」
の
力
石
６
個
を
越
谷

市
の
文
化
財
に
指
定

平
25
・
4

「
河
川
史
研
究
倶
楽
部
」
平
成
25
年
度
（
全
11
回
）

～
平
26
・
2

平
25
・
4
・
11

「
越
谷
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
第
２
期
（
全
６
回
）

～
平
25
・
9
・
12

平
25
・
5

「
第
１
回
越
ヶ
谷
宿

甲
冑
め
ぐ
り
」
に
案
内
担
当

講
師
派
遣
。
以
降
、
講
師
派
遣
を
毎
年
実
施

平
25
・
5
・
26

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
展
示
部
門
に
出
展

～
28

平
25
・
6
・
23

「
越
谷
七
不
思
議
」
選
定
、
平
成
25
年
度
総
会
に
て

発
表

平
25
・
11
・
3

「
第
１
回
日
光
街
道
越
ヶ
谷
宿

宿
場
ま
つ
り
」
参
加

段
ボ
ー
ル
で
「
江
戸
時
代
の
『
中
屋
』
を
つ
く
ろ
う
」

を
企
画
・
実
施

平
25
・
11
・
18

「
越
谷
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
第
３
期
（
全
６
回
）
ア
ン

～
平
26
・
5
・
15

コ
ー
ル
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
高
崎
先
生
の
過
去
の
講
演
を

再
演



年
・
月
・
日

出

来

事

平
26
・
3
・
15

三
ノ
宮
卯
之
助
銘
の
力
石

文
化
財
指
定
記
念

第
１
７
１
回
講
演
会
「
日
本
一
の
力
持
ち

三
ノ
宮
卯

之
助
と
私
」（
高
崎
力
）

平
26
・
3

会
報
第
１
７
号
「
古
志
賀
谷
」
発
行

平
26
・
4

「
河
川
史
研
究
倶
楽
部
」
平
成
26
年
度
（
全
10
回
）

～
平
27
・
3

平
26
・
11
・
16

「
第
２
回
日
光
街
道
越
ヶ
谷
宿

宿
場
ま
つ
り
」
参
加

平
27
・
3

越
谷
市
郷
土
研
究
会

創
立
五
十
周
年

平
27
・
5

「
第
３
回
越
ヶ
谷
宿

甲
冑
め
ぐ
り
」
参
加

徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年
に
合
わ
せ
て
徳
川
家
康
の
巨

大
絵
を
展
示

越谷市郷土研究会 会員数の推移



【郷土研究会50年の記録：史跡めぐり】(空欄は不明)
【第1回】昭和41年2月27日～【第461回】平成26年7月16日
＊以下のリストの資料は「夢空感」にて閲覧可能

及び「NPO法人越谷市郷土研究会ホームページ」内にて閲覧可能
回 年月日 行き先 案内者 人数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47

昭和41年2月27日
3月27日
4月24日
5月29日
6月16日
7月24日
9月4日
10月2日
10月23日
11月20日
12月18日

昭和42年3月26日
4月28日
6月25日
12月3日

昭和43年3月31日
4月28日
6月23日
7月28日
9月29日
10月27日
11月24日

昭和44年1月26日
2月23日
3月16日
4月27日
6月22日
7月27日
9月26日
10月26日

昭和45年3月22日
4月26日
6月28日
7月26日
9月27日
10月11日
11月29日

昭和46年2月28日
3月28日
4月25日
6月27日
7月25日
10月17日
11月28日

昭和47年2月27日
3月26日
4月23日

大相模不動尊
野島 浄山寺
大房 浄光寺
大泊 安国寺
増林 林泉寺 二十一仏板碑
蒲生 清蔵院 地蔵院 中野邸
越ヶ谷 久伊豆神社
四丁野 迎攝院
下間久里獅子舞 袋山久伊豆神社
新方 清浄院 聖徳寺
越ヶ谷 天嶽寺 久伊豆神社
瓦曾根 照蓮院 見田方 古代住居跡
平方 林西寺
末田 金剛院 大戸 第六天
松伏 静栖寺 宝珠院
大川戸 光厳院 杉浦家
一ノ割・武里 呑龍上人生誕の地 円福寺
赤山城址 西福寺三重塔 植物見本園
岩槻旧跡 芳林寺 浄国寺 洞雲寺 浄安寺
草加 東福寺 松並木 札場河岸
春日部 玉蔵院 最勝院
春日部 梅若塚 山口孝宅
神田明神 将門首塚
岩槻 慈恩寺観音 十三重の塔
浦和 斎藤豊作展 美術館 玉蔵院
大相模不動尊
石川新太郎氏宅 熊野神社 定勝寺
幸手 宝持寺 図書館 正福寺
記録映画 下間久里の獅子舞 久伊豆神社大祭見学
八条社殿 和井田塚 清勝院
栗橋 静御前の墓 栗橋城址 東昌寺
姫宮 宝生院 西光院 内牧薬師
増林 林泉院 二十一仏板碑
浦和 日光街道展 氷川女体神社
野島 浄山寺 金剛院
桜井 安国寺
行田 埼玉古墳群 資料館 前玉神社
蒲生 地蔵院 清蔵院・瓦曽根 照蓮院
吉川 道庭の百庚申塔 密蔵院
大門 会田本陣・脇本陣 大門神社 大興寺
天嶽寺 久伊豆神社 有滝アーボレータム
一ノ割呑龍上人 武里 東福寺 円福寺
久喜 戸賀錬武場跡 甘裳院
大宮 県立博物館 楽天会館 盆栽村
新方 聖徳寺 清浄院
増林 林泉寺 勝林寺 宝生院
平方 林西寺と呑龍上人

本間清利
岩井 茂
原口扁舟
原口扁舟
佐藤久夫・岩井

岩井 茂
岩井 茂
大野伊右衛門

大野伊右衛門

大村 進

岩井 茂
三原善太郎

三原善太郎



48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

6月25日
7月23日
9月24日
10月22日
11月26日

昭和48年2月25日
3月25日
4月22日
6月24日
7月22日
9月16日
10月21日
11月18日

昭和49年3月24日
4月28日
6月23日
7月28日
9月27日
10月21日

昭和50年3月30日
4月29日
6月22日
7月27日
10月27日

昭和51年2月22日
4月25日
7月25日
10月24日
11月28日

昭和52年2月27日
4月24日
6月26日
7月24日
9月18日
10月23日
11月27日

昭和53年2月19日
3月19日
4月30日
6月18日
7月23日
9月24日
10月22日
11月26日

昭和54年2月25日
3月25日
4月22日
6月17日
7月22日
9月23日
10月28日
11月25日

大房 浄光寺 薬師堂 五智堂
古河 光了寺他
金沢文庫 称名寺
蒲生 普請供養塔 清蔵院 藤助河岸
羽生 田舎教師の墓 羽生城址
大泊 安国寺 上間久里 地蔵尊・不動尊
平将門を訪ねて国王神社 安念寺 延命寺
行田 埼玉古墳群と前玉神社 資料館
野島浄山寺 末田金剛院 大戸第六天神社
大相模大聖寺 見田方遺跡 宇田家長屋門
大松清浄院 川崎聖徳寺
国府台城址 里見公園 安寧寺 弘法寺
大房浄光寺 神明七左衛門の墓 迎攝院
大宮 県立博物館 楽天漫画会館 盆栽村
国府台城址 真間の手児奈堂 柴又帝釈天
騎西 私市城址
春日部 小渕観音 不二山 最勝院
野火止宿平林寺
見田方遺跡 千疋二十一仏板碑
不明
野与党を訪ねて
見沼通船堀 清奈寺 見性院の墓
大宮県立博物館 浦和市立博物館
野島浄山寺 末田金剛院 大戸第六天神社
行田 埼玉古墳群 前玉神社
将門を訪ねる 国玉神社 安念寺・延命寺
川崎聖徳寺 大松清浄院 開山塚
取手 染谷家 長禅寺 三仏堂 桔梗塚
朝霞 東円寺 本仙寺
竹ノ塚 塩原多助の墓 炎天寺
野田博物館 金乗院 岩名洞窟(古墳)
野島浄山寺 末田金剛院 大戸第六天神社
神明会田七左衛門の墓 迎攝院 大房浄光寺
七左衛門 出羽観照院 大沼大明神
増林 林泉寺 勝林寺 増森本田二十一仏
岩槻城址 浄安寺 竜門寺 時の鐘
県立埼玉会館 県立文書館
県立博物館(はにわ展・郷土人物展) 大宮盆栽村
国府台城址 真間の手児奈堂 帝釈天
川越 喜多院 川越城跡
流山 東福寺 近藤勇陣屋跡
行田 埼玉古墳 資料館 前玉神社
関宿 実相寺 関宿関所跡記念碑 関宿城址
結城 称名寺 弘経寺 慈眼院
国分寺 薬師堂 文化財保存館
大相模不動尊 飯島八塚 観音寺
鎌倉 源頼朝の墓 鶴岡八幡宮 宝物館
新方 北川崎聖徳寺 向畑陣屋
将門首塚 皇居東御苑
栗橋・古河 静御前の墓碑 栗橋宿
吉川 県無形文化財手造り藍染島田宅
西新井大師 中曽根城址 関原不動院

佐々木資郎
岩井 茂

羽生市郷土研究会

今井隆助
日置・三原

本間清利

山崎善司

日置宗一

山崎善司

日置宗一

山崎善司
日置宗一
三原善太郎

日置宗一

日置宗一

木原徹也

石塚吉男

日置・山崎

日置宗一
木原徹也
山崎善司
日置宗一
山崎善司
山崎善司
石塚吉男
日置宗一
山崎善司
中村・鈴木
日置宗一

【郷土研究会50年の記録：史跡めぐり】



100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151

昭和55年3月23日
4月29日
6月29日
7月27日
9月28日
10月19日
11月16日

昭和56年2月23日
3月22日
4月29日
6月28日
7月26日
9月27日
11月29日

昭和57年2月28日
3月28日
4月29日
6月27日
7月25日
9月26日
10月17日

昭和58年2月27日
3月27日
4月29日
6月26日
7月24日
9月25日
10月23日
11月27日

昭和59年2月26日
3月25日
4月29日
6月24日
7月22日
9月30日
11月11日

昭和60年2月24日
3月24日
4月29日
6月23日
7月28日
9月22日
10月6～7日

昭和61年2月23日
4月29日
6月22日
7月27日
9月27日
10月26日
11月30日

昭和62年1月3日
3月29日

千住宿 橋戸町 河原町 千住本宿
市川 国府台城址 柴又帝釈天
草加宿 大和屋跡 札場河岸 東福寺 松並木
越ヶ谷宿 新町薬師堂 天嶽寺 高札場跡
粕壁宿 山中観音 梅若塚
大宮 県立博物館 楽天漫画会館
下妻 大宝八幡宮 多宝塔
杉戸宿 芭蕉句碑 河原稲荷 宝性院
目黒 正覚寺 祐天寺 目黒不動尊
三浦半島 衣笠城址 油壺 新井城跡
栗橋 静御前の墓 柿沼氏の墓 光了寺
岩槻 民族文化センター 遷喬館 時の鐘
幸手 幸手城址 田宮雷電社 宝持寺
大袋 大房薬師堂 五智如来堂 荒陽の墓
末田金剛院 野島浄山寺 荻島玉泉院
巣鴨・板橋 真性寺 とげぬき地蔵 縁切榎
板橋・赤塚 大堂の鐘 松月堂 赤塚城址
松戸 本土寺 東漸寺 萬満寺
新方(強風雨のため中止)
日光・今市 今市市立杉並木資料館
新方 向畑華光院 川崎神社 大松清浄院
深川 富岡八幡宮 深川不動 隅田川大橋
市川 真間の継橋 手児奈霊堂 矢切の渡
佐倉 臼井城址 佐倉城址
文京 湯島天神 神田明神 小石川後楽園
新座・所沢・三芳町 平林寺 野火止用水
栃木 大平山神社 蔵の町塚田記念館
北鎌倉 円覚寺 東慶寺 浄智寺 建長寺
隅田川の辺りと伝説を訪ねて 隅田川神社
目黒 大丹寺・行人寺・行人坂・羅漢寺
川越 常楽寺 喜多院
東松山 菅谷館跡 県立歴史資料館
日光街道の一里塚 藤助河岸 松原松並木
千葉 千葉寺 猪鼻城址 妙見菩薩祠跡
古刹を訪ねて 大聖寺 天嶽寺
豊嶋氏の遺跡を訪ねて 平塚城址 飛鳥山 王子
野田 愛宕神社 芭蕉句碑 西光院
上野と六義園歴史散歩 下町風俗資料館
鎌倉Ⅲ 宝戒寺 東勝寺跡 腹切やぐら 妙本寺
千葉氏Ⅲ 勝胤寺 本佐倉城址 将門城址
都電荒川線の史跡 回向院 延命寺 円通寺
銀座・日本橋 三越本店 十軒店 日本銀行
会田氏のルーツ 諏訪神社 松本城址 上田城址
川越街道 北朝霞 氷川神社 上板橋宿
谷中 伊勢長 大名時計博物館
練馬石神井 豊嶋氏の遺跡を訪ねて 長命寺
四谷 江戸城外堀跡 四谷見附橋 須賀神社
志村城址 延命寺墓地 熊野神社 志村一里塚
三郷 万葉遺跡 光福院 円明院 迎攝院
草加宿 浅間神社 善福寺 火あぶり地蔵
隅田川七福神
吉川 定勝寺 密厳寺 清浄寺 芳川神社

山崎善司
日置・山崎

石塚吉男

山崎善司
石塚吉男
鈴木種雄
山崎善司
中村忠夫

中村忠夫

中村忠夫
加藤幸一

山崎善司

加藤幸一

山崎善司
中村忠夫
丸田・山田
石塚吉男
山崎善司
山田政信
鈴木種雄
丸田冨夫
山崎善司
木原徹也
中村忠夫
石塚吉男
山田政信
木原徹也
丸田冨夫
山崎善司
丸田・中村
山田政信
加藤幸一
山崎善司
丸田冨夫
加藤幸一
山田政信
加藤幸一
丸田冨夫
石川新太郎
須賀源蔵
山田政信
中村忠夫

44
32
34
60
72
74
38
49
59
33
43
27
29

47
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152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
203

4月26日
5月24日
7月26日
9月23日
10月25日
11月29日

昭和63年3月27日
4月24日
5月22日
7月24日
10月30日
12月4日

平成元年2月26日
3月26日
4月30日
5月28日
7月23日
9月24日
10月22日
12月3日

平成2年2月25日
3月25日
4月22日
5月27日
7月22日
9月30日
10月28日
12月2日

平成3年1月3日
3月24日
4月28日
5月26日
7月24日
9月22日
10月27日
12月1日

平成4年1月3日
2月23日
3月29日
4月26日
5月24日
7月15日
9月27日
11月1日
12月6日

平成5年1月3日
2月28日
3月28日
4月25日
5月23日
7月25日
9月26日

小金井 近藤勇の墓と生家跡 武蔵野公園
関東の石舞台 八幡山古墳に古代埼玉の謎を追う
日光御成道を訪ねて1 本郷 大円寺
早稲田・目白台(新宿区・文京区・豊島区)
日光御成道を訪ねて2 本駒込 西ヶ原・王子
都幾川村 慈光寺 国宝一品法華経
日光御成道を訪ねて3 赤羽 岩淵 稲付
竹ノ塚・伊興 東岳寺 氷川神社
多摩川台古墳に古代武蔵の盟主を想う
日光御成道を訪ねて4 川口 鳩ヶ谷
鉢形城跡 善導寺 正龍寺
日高 聖天院 高麗神社
古志賀谷館跡 太郎館跡 四郎館跡
日光御成道を訪ねて5 大門 浦和
庄和町の文化財と牛島の藤
日光御成道を訪ねて6 岩槻加倉
日光御成道を訪ねる7 本郷 加賀屋敷跡
日光御成道を訪ねる8 岩槻北部
江ノ島 西鎌倉
日光御成道を訪ねる9 和戸と鷲宮
妻沼聖天 太田天神山古墳 朝子塚
日光御成道を訪ねる10 幸手宿
新宿 歴史博物館 新宿御苑
日光 含満ケ淵 東照宮 輪王寺
関宿 光岳寺 鈴木貫太郎記念館 関宿城址
栗橋 静御前の墓 宝治戸沼 本陣跡
栃木 出流山満願寺 本堂 奥の院
大宮 盆栽村 漫画会館 博物館
谷中七福神めぐり
春日部 梅若塚 八幡神社 最勝院
古河 古河公方館跡 歴史博物館
鎌倉 極楽寺 長谷寺 大仏
古利根水郷と虫追いの川崎神社
騎西町 龍興寺 大福寺 私市城址
東海道品川宿を訪ねて1 東海寺
足利学校 館林茂林寺
下谷七福神めぐり
東松山 黒岩横穴群 吉見観音
玉川上水緑道 武蔵野の面影残る緑の散歩道
世良田 長楽寺 総持寺 東照宮
東海道品川宿を訪ねて2 品川寺
桜井 安国寺 下間久里獅子舞
白岡 久伊豆神社 興善寺 八幡宮
鎌倉 鶴岡八幡宮 浄光明寺 海蔵寺
醤油の町野田市を訪ねて
深川七福神 富岡八幡宮 弁天堂
第六天 一乗院 浄山寺
武蔵野国分寺 江戸東京たてもの園
大相模 大聖寺 不動道の庚申塔
坂戸 住吉神社 資料館 休台寺
金沢称名寺 金沢文庫 戦艦三笠
大森 西光寺 鹿島神社 大森貝塚

加藤幸一
宮川 進
山田政信
加藤幸一
山田政信
宮川 進
山田政信
加藤幸一
宮川 進
山田・鈴木
丸田冨夫
宮川 進
山崎善司
山田政信
丸田冨夫
鈴木秀俊
山田政信
鈴木秀俊
宮川 進
鈴木秀俊
宮川 進
鈴木秀俊
山田政信
山田政信
鈴木秀俊
山崎善司
山田政信
鈴木秀俊
山田政信
鈴木秀俊
山崎善司
宮川 進
鈴木秀俊
山崎善司
山田政信
鈴木秀俊
山田政信
宮川 進
加藤幸一
鈴木秀俊
山田政信
鈴木秀俊
山崎善司
宮川 進
鈴木秀俊
山田政信
鈴木秀俊
宮川 進
加藤幸一
小原勘三郎
宮川 進
小原勘三郎

28
41
31
33
36
28
35
29
66
36
33
49
33
35
69
43
68
31
81
55
44
36
44
58
37
33
44
54
47
46
61
109
44
32
27
53
66
41
36
71
48
38
54
122
75
113
44
77
50
33
29
54
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204
205
206
207
208
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248

249
250
251
252
253
254

10月31日
11月28日

平成6年1月3日
2月27日
3月27日
4月24日
5月22日
7月24日
9月25日
10月23日
11月27日
12月11日

平成7年1月3日
4月9日
4月30日
5月21日
5月27日
7月23日
9月24日
10月8日
10月22日
12月3日

平成8年1月3日
2月25日
3月24日
4月7日
4月28日
5月19日
7月6日
7月28日
10月20日
11月4日
12月1日

平成9年1月3日
2月23日
3月1日
3月30日
4月27日
6月1日
7月27日
9月10日
9月28日
10月26日
11月9日
11月30日
12月 7日

平成10年1月3日
2月22日
3月11日
3月29日
4月5日
4月26日

太田 内田郷土博物館 大光院
鎌倉 頼朝の墓 覚園寺 瑞泉寺
亀戸七福神 常光寺 亀戸天神
高坂 諏訪山古墳 正法寺 資料館
与野 長伝寺 正円寺 円乗院
古河西部 宗願寺 雀神社 永井寺
麻布 心光院 善福寺 泉岳寺
隅田川川下り 葛西臨海公園 水族館
江戸川を渡り流山市を訪ねる
和光 東林寺 壱艦寺 吹上観音
晩秋の鎌倉 材木座海岸 大町
忠臣蔵 内匠頭邸跡 吉良邸跡
日本橋七福神 小網神社 水天宮
北武蔵謎の旅 塩古墳群 嘉禄板碑 穴八幡古墳群

川越 時の鐘 本丸御殿 喜多院
平方の石仏めぐり
目黒美術館と恵比寿ガーデンプレス
宮代 西光院 資料館 姫宮神社
小川 八宮神社 伝統工芸会館
房総風土記の丘 岩屋古墳 龍角寺
三鷹 禅林寺 深大寺 大国魂神社
北鎌倉 円覚寺 東慶寺 浄智寺 建長寺
北千住七福神めぐり 千住神社
東松山・吉見町・大里町古墳めぐり
市川 考古博物館 下総国分寺
明治寺から江古田原合戦跡を訪ねて
岩槻 芳林寺 資料館 遷喬館
大泊の石仏めぐり 安国寺
赤坂サントリーホール 秀吉展
ゆりかもめ べイエリア 船の科学館
吉川橋から中川水管橋まで
成田山新勝寺
鎌倉 十二所神社 浄妙寺 杉本寺
新宿・山の手七福神めぐり
川本 鹿島古墳群 畠山重忠
興福寺展と毛利元就展 上野寛永寺
大船・藤沢 田谷洞窟 大船観音 龍宝寺 遊行寺

水と花のみやこ 館林市を訪ねる
間久里・大里の石仏
東京ウォーターフロント 築地
バスで香取-鹿島
世田谷 松陰神社 豪徳寺
護国寺より小石川寺町をあるく
川口 安行 赤山陣屋跡 西福寺
鎌倉 佐助稲荷・銭洗・長谷観音・大仏(1班)
鎌倉 佐助稲荷・銭洗・長谷観音・大仏(2班)
柴又七福神めぐり 題経寺 医王寺
さきたま古墳群を見直す
水戸 偕楽園 旧弘道館
船渡 大松 大杉 北川崎
名園めぐり 飛鳥山 古河庭園 六義園
加須 鷲宮

鈴木秀俊
宮川 進
山田政信
宮川 進
小原勘三郎
鈴木秀俊
山田政信
宮川 進
鈴木秀俊
小原勘三郎
宮川 進
宮川 進
山田政信
宮川 進
西田 茂
加藤幸一
宮川 進
鈴木秀俊
小原勘三郎
宮川 進
野村勝八
宮川 進
山田政信
宮川 進
小原勘三郎
山田政信
鈴木秀俊
加藤幸一
宮川 進
宮川 進
池田・鈴木
野村勝八
宮川 進
山田政信
宮川 進
小原勘三郎
水上 清
鈴木秀俊
加藤幸一
宮川 進
宮川 進
野村勝八
山田政信
平川・堤竹
宮川 進
宮川 進
山田政信
宮川 進
水上 清
加藤幸一
山田政信
鈴木秀俊

86
69
120
57
67
57
66
56
70
60
92
60
114

90
57

78
72
95
118
110
51
48
56
96
64
72
49
81
98
64
54

120
52
106
64
94
53

【郷土研究会50年の記録：史跡めぐり】



255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265
266
267
268
269
270

271
272
273
274
275
276
277
278
279
280
281
282
283
284
285
286
287
288
289
290
291
292
293

294
295
296
297
298
299
300
301
302
303
304

5月24日
7月26日
9月27日
11月8日
12月5日

平成11年1月3日
2月28日
3月11日
3月13日
4月4日
4月25日
5月4日
5月23日
7月25日
9月26日
10月31日
11月 7日
11月28日
12月11日

平成12年1月3日
2月27日
3月26日
4月2日
4月23日
5月5日
5月28日
7月23日
9月20日
10月14日
11月19日
12月3日

平成13年1月3日
2月25日
3月25日
4月8日
4月29日
5月27日
7月19日
9月24日
10月8日
10月13日
10月27日
10月29日
11月18日
12月2日

平成14年1月3日
2月17日
3月24日
4月14日
4月29日
5月26日
9月11日

蕨 戸田
船で海ほたる・横浜へ 開港資料館
NHK放送センター 明治神宮 東郷神社
越谷 建長板碑 天嶽寺 久伊豆神社
鎌倉 円覚寺 建長寺 明月院
東海七福神めぐり 品川寺
鶴見総持寺 川崎大師
益子 笠間
江戸東京博物館 元禄繚乱展
石仏めぐり 旧向畑村・大吉村・弥十郎村
秩父神社 西光寺 慈眼寺
さいたまの鉄道展 県立博物館 氷川神社
御岳渓谷と玉堂美術館
称名寺 金沢文庫 八景島シーパラダイス
瓦曽根溜井 大相模大聖寺
鎌倉 源頼朝の墓 瑞泉寺(第1班)
鎌倉 源頼朝の墓 瑞泉寺(第2班)
湯島聖堂 湯島天神 東大 根津神社
忠臣蔵めぐり 東御苑 吉良邸 泉岳寺
浅草七福神めぐり
深谷周辺の史跡めぐり
石仏めぐり 旧増林村
花に誘われて内濠を歩く
岩槻 芳林寺 遷喬館 時の鐘 龍門寺
葛飾区郷土と天文の博物館 怪物伝説
田園調布 上野毛の古墳めぐり
長瀞ラインと懐かしのSL
日光 大猷院 大谷観音
北条時宗の鎌倉
日蓮の足跡を市川にたどる
蒲生・茶屋通りとその周辺
隅田川七福神めぐり
鎌倉 円覚寺 東慶寺 建長寺 八幡宮
増林・中島地区の石仏めぐり
池上本門寺
横浜 ラーメン博物館 横浜市立博物館
氷川神社の参道から大宮公園
寄居 さいたま川の博物館
街道記念 蒲生～南越谷
街道記念 南越谷～北越谷(第1班)
街道記念 南越谷～北越谷(第2班)
東京都庭園美術館 目黒不動尊
大道遺跡
街道記念 北越谷～せんげん台
街道記念 大沢宿
谷中七福神めぐり
鎌倉 長谷周辺
300回記念 諏訪 卯之助力石
浜離宮恩賜庭園を訪ねて
野島・三野宮・大竹の石仏めぐり
陽光の鎌倉 材木座海岸・大町周辺
秩父札所めぐり 1回目

小原勘三郎
宮川 進
野村勝八
鈴木秀俊
宮川 進
山田政信
水上 清
宮川 進
宮川 進
加藤幸一
野村勝八
宮川 進
平川陽三
宮川 進
高崎 力
宮川 進
宮川 進
野村勝八
宮川 進
山田政信
平川陽三
加藤幸一
山田政信
大村 進
高崎 力
宮川 進
宮川 進
野村勝八
宮川 進
小原勘三郎
高橋正澄
山田政信
宮川 進
加藤幸一
山田政信
宮川 進
大村 進
水上 清
高橋正澄
加藤 幸一
加藤幸一
菅波昌夫
橋本充史
高崎 力
鈴木徳治
山田政信
宮川 進
高崎 力
山田政信
加藤幸一
宮川 進

72
100
88
48
86
99
112
45
34
69
45
15
74
82
81
68

84
82
116
69
67
78
75
38
80
81
66
25
59
81
121
53
50
73
53
55
51
78

44
64
44
75
77
101
71
66
60
84
52
98
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305
306
307
308
309
310
311
312
313
314
315
316
317
318
319
320
321
322
323
324
325
326
327
328
329
330
331
332
333
334
335
336
337
338
339
340
341
342
343
344
345
346
347
348
349
350
351
352
353
354
355
356

9月19日
10月11日
10月19日
11月12日
12月1日

平成15年1月3日
2月23日
3月2日
3月30日
4月27日
5月25日
7月11日
8月18日
9月28日
10月19日
11月4日
11月9日
11月16日
12月21日

平成16年1月3日
2月29日
3月25日
3月28日
4月13日
4月24日
5月30日
6月20日
7月16日
10月24日
11月9日
11月28日
12月16日

平成17年1月3日
2月26日
4月2日
4月12日
4月28日
5月29日
7月22日
9月6日
9月24日
10月23日
11月11日
12月17日

平成18年1月3日
2月11日
3月5日
3月18日
4月24日
4月26日
5月9日
6月14日

東京都美術館 飛鳥・藤原京展
秩父札所めぐり 2回目
大泊安国寺の円空仏と観音堂の額絵馬
秩父札所めぐり 3回目
葛飾区郷土と天文の博物館
北千住七福神めぐり
杉並妙法寺 大宮八幡宮 井の頭公園
元荒川沿いの石仏と梅林公園
小田原城
横浜三渓園とカレーミュージアム
八王子 天皇陵
千姫ゆかりのある弘経寺
越谷・大道遺跡
越ヶ谷・出羽の石仏
川柳
紅葉の甲斐路
平林寺特別展
野火止用水 平林寺
新撰組と高幡不動
深川七福神めぐり
江ノ島・鎌倉
古河 桃の里
大袋
越谷・埼玉鴨場1
松戸・戸定邸
横須賀
岩槻・土俵の民族芸能
横浜・川崎 卯之助力石
足利
佐倉民博・平田国学
桶川宿と力石 桶川地域文化研究会
房総の城と卯之助力石
下谷七福神めぐり
霞ヶ関界隈 増上寺
自然が残る春日部の古利根川土手道散策
越谷・埼玉鴨場2
佐野界隈
大相模不動尊 鎮守三社
武蔵国府・古戦場・宿場の町・府中を訪ねる
「遣唐使と唐の美術」見学と岩崎邸
越谷・六阿弥陀めぐり
つくばエクスプレスで宇宙へ行こう
渡良瀬に沿って
師走～品川史跡めぐり
亀戸七福神と亀戸天神初詣
日本橋周辺散策
秩父路と長瀞をめぐる
越谷六阿弥陀めぐり
越谷・埼玉鴨場
千葉 加曽利貝塚 御殿跡
歴史のまち・太田を訪ねる
本土寺と小金宿界隈

宮川 進

高崎 力

高崎 力
西村 功
宮川 進
加藤幸一
水上 清
宮川 進
菅波昌夫
西村 功
橋本充史
加藤幸一
池田 仁
宮川 進

古澤 孝
水上 清
西村 功
宮川 進
水上 清
加藤幸一
増岡武司
西村 功
宮川 進

水上 清
菅波昌夫
宮川 進

西村 功
西村 功
宮川 進
加藤幸一
増岡武司
水上 清
池田 仁
水上 清
籔 高道
加藤・菅波
増岡武司
川崎衿子
菅波昌夫
西村 功
藤川吉洋
古澤 孝
加藤・菅波
増岡武司
宮川 進
水上 清
中村幸夫

28

80

24
73
60
59
71
78
105
100
37
103
70
76
27
61
84
97
95
68
95
40
92
81
45
80
51
38
51
73
84
72
80
40
91
93
81
49

98
89
60
85
100
103
49
40
74
67
83
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357
358
359
360
361
362
363
364
365
366
367
368
369
370
371
372
373
374
375
376
377
378
379
380
381
382
383
384
385
386
387
388
389
390
391
392
393
394
395
396
397
398
399
400
401
402
403
404
405
406
407
408

7月22日
9月30日
10月28日
11月5日
11月28日
2月11日

平成19年1月3日
2月10日
3月30日
4月24日
4月27日
5月19日
6月9日
7月24日
9月29日
10月24日
11月18日
12月15日

平成20年1月3日
2月27日

3月23日～25日
4月9日
4月22日
5月24日
6月4日
7月23日
9月27日
10月22日
11月18日
12月12日

平成21年1月3日
3月1日
3月25日
4月25日
5月20日
7月24日
8月27日
9月11日
10月3日
11月11日
12月5日

平成22年1月3日
2月8日
2月28日
3月26日
4月24日
5月15日
5月30日
7月15日
7月29日
9月25日
10月13日

中川船番所と荒川ロックゲート
鹿沼彫刻屋台と川上澄生美術館
日本が二つ、写楽も田園風景も
さいたま芸術劇場「埼玉お神楽」公演
伊勢原と大山参り
北鎌倉・建長寺で座禅体験
日本橋七福神めぐり
春を待つ市内神明・西新井
赤城山麓ゆめ紀行
埼玉鴨場見学
醤油が作った野田の文化と歴史
蒲生～市役所 歴史散歩
江戸情緒を残す佃島周辺と 文化開花の源流築地
川口SKIPシティ 懐かしの越谷の映像を見る
秋風に歴史のロマン漂う行田
秋麗の碓氷峠と鉄道文化むらを訪ねて
江戸東京たてもの園を見に行く
50年前の越谷さがし
伊興七福神めぐり
都内 新国立美術館・六本木ヒルズ・麻布十番
関西の卯之助力石・飛鳥・山之辺の道
宮内庁埼玉鴨場 越谷と鴨場
県北は埼玉の歴史のふるさと
陽春の岩槻道と旧中島村
地下神殿と江戸川散策
小江戸川越の歴史を歩く
織部 桐生を訪ねる
鉄道博物館・県立歴史と民族の博物館・大宮公園
横浜総持寺と横浜中華街を訪ねて
結城 つむぎと蔵と歴史のまち
谷中七福神めぐり
案外知らなかった越谷を歩く(越ケ谷～北越谷)
南総八犬伝のふるさと内房を訪ねて
植木の里・安行と伊奈家の足跡を訪ねる
榛名神社 小栗上野介 伊香保 水沢
大沢うどんやの鰻と北川崎の虫追い
東武博物館と足立区立郷土博物館

横浜開港150年目のお祝い<開国博Y150>
甲府にもあった三ノ宮卯之助の力石 県立博物館
つくばみらい・牛久・土浦
駒場の文化を訪ねる
隅田川七福神めぐり
話題の龍Q館(地下神殿)と江戸川堤
案外知らなかった越谷をあるく 新田から蒲生へ
隣の町を歩こう「日光道中・草加宿・松原並木」
案外知らなかった越谷をあるく 久伊豆神社
新緑の恵比寿・目黒を訪ねる
越谷入門「日光道中・裏道めぐり」
下間久里の獅子舞と越谷だるま
坂の上の雲も龍馬伝もある横須賀
秋の国分寺から椿山荘庭園を訪ねる
コシガヤホシクサを見に行こう

加藤幸一
菅波昌夫
古澤 孝
不明
水上 清
宮川 進
加藤幸一
山口美津江
水上 清
籔 高道
木原徹也
藤川吉洋
古澤 孝
水上 清
菅波昌夫
中村幸夫
宮川 進
北川義男
加藤幸一
宮川 進
宮川 進
増岡武司
宮川 進
加藤幸一
渡辺和照
中村幸夫
菅波昌夫
藤川吉洋
渡辺和照
水上・篠原
加藤幸一
宮川・加藤
水上 清
篠原陸郎
渡辺和照
宮川・加藤
宮川 進
渡辺和照
安西利夫
篠原陸郎
安西利夫
加藤幸一
渡辺和照
安西利夫
篠原陸郎
渡辺和照
安西利夫
幹事グループ

篠原陸郎
渡辺和照
安西利夫
宮川 進

61
74
55
63
87
48
75
71
90
30
93
55
125
50
63
62
66
56
72
132
29
20
56
85
49
85
77
84
63
62
79
134
71
73
61
45
41
84
44
51
80
97
48
75
81
105
87
86
79
76
67
33
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409
410
411
412
413
414
415
416
417
418
419
420
421
422
423
424
425
426
427
428
429
430
431
432
433
434
435
436
437
438
439
440
441
442
443
444
445
446
447
448
448
449
450
451
452
453
454
455
456
457
458
460

10月28日
11月25日
12月10日

平成23年1月3日
2月24日
4月30日
5月24日
6月23日
7月24日
9月24日
10月14日
11月22日
12月16日

平成24年1月3日
3月4日～6日
3月26日
4月27日
5月15日
5月30日
7月29日
9月8日
9月29日
10月28日
11月27日
12月8日

平成25年1月3日
2月23日
3月27日
3月30日
4月27日
5月28日
7月28日
9月13日
10月20日
11月30日
12月15日

平成26年1月5日
2月28日
3月28日
4月15日
4月25日
5月28日
7月24日
9月12日
10月10日
11月22日
12月20日

平成27年1月4日
2月8日
3月8日
4月12日
5月10日

富岡製糸場と甘楽の歴史散策
隅田川・十二橋めぐり 将軍家庭園 汐留
常陸まほろば路の悠々探訪
小石川七福神めぐり
蘭学で知られる城下町「佐倉」の歴史散策
案外知らなかった越谷を歩く スナッカラ地蔵
水子貝塚 福岡河岸 権現山古墳 難波田城址 平林寺

あじさいの大平山と蔵の小江戸・栃木
夏の湘南・鎌倉の海と史跡
彼岸花咲く渡来人ゆかりの地 巾着田・高麗神社
初秋の水郷こしがや コスモスと新方川岸を辿る
県立博物館「円空」の秘仏・大宮盆栽美術館
白洲次郎・正子の武相荘 香山園 日本民家園
亀戸七福神めぐり
お水取りと仏像ベスト7
代々木周辺と明治の森を散策
案外知らなかった越谷を歩く ポケットパーク
市民の誇りの鴨場・行政の現場 見学会
世田谷・玉電・サザエさん・吉田松陰・井伊直弼
上野・湯島・根岸方面 あなたの東大を散策
大道遺跡 第3次発掘調査見学会
秩父夜祭・日本最大の板碑
野島浄山寺の秘仏・お地蔵さまの特別拝観
真壁・心温まる104棟と雨引観音
九段 皇居 東京駅
七福神めぐり 新宿・山手
畠山重忠の故郷と菅谷館跡・鉢形城址
あと6年みられない陽明門を見る
越谷の知らなかった道を歩く 林西寺・安国寺
「逆川探検」逆川緑道を歩く
玉川上水緑道(取水口) 福生 青梅
開国・開港の地 みなとヨコハマ
「聖天人」「荻野吟子」「渋沢栄一」
越谷の原点・半日すてき旅 越ケ谷・柳町・御殿町

晩秋の名城・八王子城址と多摩御陵
「国分寺」「湧水群」「江戸東京の建物」
千寿七福神めぐり
早春の三浦半島 史跡と風景を楽しむ
春の城下町いわつき 日光御成道
県内最大の円空仏・ご開帳 八潮市
新緑の増林・花田方面を散策
バラの花さく旧古河庭園と記念館めぐり
深山幽谷・古峰神社、屋台の鹿沼、石の大谷
狐と紙と山の街「王子」周辺
バスで行く越谷七不思議
将軍の舟で東京湾遊覧
「水戸家」の歴史・「袋田の滝」「竜神大吊橋」
深川七福神をめぐる
川口御成道を歩く
千疋 別府 四条 南百
<川はこんなところを流れていた・①大袋編>
三鷹・井の頭公園

篠原陸郎
渡辺和照
大谷達人
加藤幸一
篠原陸郎
加藤幸一
篠原陸郎
渡辺和照
宮川 進
宮川 進
渡辺和照
篠原陸郎
宮川 進
加藤幸一
宮川 進
渡辺和照
田端功政
増岡武司
篠原陸郎
渡辺和照
宮川 進
田端功政
篠原陸郎
渡辺和照
田端功政
加藤幸一
篠原陸郎
宮川 進
渡辺和照
篠原陸郎
田端功政
渡辺和照
篠原陸郎
田端功政
渡辺和照
篠原陸郎
加藤幸一
田端功政
渡辺和照
宮川 進
篠原陸郎
田端功政
渡辺和照
篠原陸郎
田端功政
渡辺和照
篠原陸郎
加藤幸一
田端功政
加藤幸一
加藤・秦野秀明・篠原

田端功政

64
72
48
89
62
102
85
64
58
67
56
53
41
91
28
66
72
39
73
93
50
68
68
61
65
91
68
48
100
78
57
63
81
36
66
37
115
80
97
45
64
49
61
64
44
114
44
63
74
84
90
70
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史跡めぐり 行き先別の回数 第1回から第460回までの集計（行き先不明の1回を除く）

※越谷市外（埼玉県内）の内訳

※ 東京都には七福神めぐり２６回を含む。

案内者の案内回数 （第１回から第４６０回までの案内者５０人の上位１０傑）

① 宮川 進 70回 ② 加藤幸一 41回 ③ 山田政信 36回

④ 山崎善司 24回 ⑤ 鈴木秀俊 22回 ⑥ 渡辺和照 20回

⑦ 篠原陸郎 19回 ⑧ 水上 清 17回 ⑨ 日置宗一 13回

⑩ 田端功政 10回

（敬称略）

関西（奈良県、兵庫県）

各

２
長野県

山梨県

栃木県 7

群馬県 9

茨城県 13

越谷市内 106

越谷市外（埼玉県内）※

135

千葉県 30

神奈川県 39

東京都 ※ 115

(i) 隣接市町（草加・春日部・三郷・八潮・松伏・さいたま市岩槻区など） 36

(ii) 埼玉県（東武沿線） 34

(iii) 埼玉県（京浜東北、東北、高崎 沿線） 34

(iv) 埼玉県（東上、武蔵野 沿線） 31

(i)

(ii)

(iv) (iii)
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【郷土研究会50年の記録：越谷市民文化祭 展示作品一覧】
【第17回】昭和60年(1985)11月～【第46回】平成26年(2014)11月21～24日

＊以下のリストの資料は「夢空感」にて閲覧可能
及び「NPO法人越谷市郷土研究会ホームページ」内にて閲覧可能

1
2
3
4
5
6

7
8
9
10
11
12
13

14
15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30

a
b
c
d
e
f
g
h
i
j

第17回 昭和60年11月
「相扶共済」の碑、順正会の旗
大絵馬、熊谷直実挙扇図
蒲生の一里塚
御殿番 小杉藤左衛門の墓
椿割塚と斉藤家について
寛政五年三月廻国供養塔、元文五年十月六十六部供養塔、元文五年庚申塔

第18回 昭和61年11月
建長板石塔婆
越谷を中心に分布する山王二十一仏板碑について
伝承民族行事・北川崎坂巻家の御歩射(おびしゃ)について
高札(明和七年四月奉行、吉川町旧戸張 清家の所蔵)
蒲生の石宮(三宝大荒神・山王大権現)
大聖寺の天保十年の庚申塔
迅速測図でみる越谷

第19回昭和62年11月
北川崎の虫追い(川崎神社)
大相模不動明王瑞像記(真大山大聖寺)
江戸時代の越ヶ谷宿
享保六年御鷹場高札(越谷市郷土資料収納館)
板碑二題
蒲生清蔵院山門の龍
光明真言塔(玉泉院)
奈良・平安時代の越谷
和讃地蔵(清蔵院)

第20回昭和63年11月
「天下泰平御百姓」の掛軸
西方大聖寺保管の板碑紹介
迅速図に見る明治初期の越谷
大宮氷川神社の奉納された越谷ゆかりの額
堂面渡しの架橋
別府金剛寺蔵の聖徳太子像
寛政五年三月の諸国廻国供養塔など
「越ヶ谷八景」の今昔
越谷コミュニティセンター会館十周年記念事業 越谷市民ギャラリー

平成元年四月
北川崎・坂巻家の御歩射について
「ばとかん」(屋号)脇の不動道の道しるべ
日光街道の一里塚
「相互共済」の碑、順正会の旗
妙音寺と石川民部
越谷の梅園
大絵馬、熊谷直実挙扇図(大泊観音堂)
砂利道供養塔(蒲生)
越谷を中心に分布する山王二十一仏板碑
建長板碑

木村 信次
谷岡 隆夫
木原 徹也
石塚 吉男
大久保知子
宮川 進

丸太 富夫
星野 昌治
石塚 吉男
中村 忠夫
日置 宗一
加藤 幸一
宮川 進

石塚 吉男
加藤 幸一
木原 徹也
中村 忠夫
星野 昌治
本間 清利
丸太 富夫
宮川 進
山田 政信

石塚 吉男
加藤 幸一
木原 徹也
鈴木 秀俊
高碕 力
丸太 富夫
宮川 進
山田 政信

石塚 吉男
加藤 幸一
木原 徹也
木村 信次
鈴木 秀俊
高碕 力
谷岡 隆夫
日置 宗一
星野 昌治
丸太 富夫



k
l
m
n

31
32
33
34
35
36
37
38

39
40
41
42
43
44
45
46

47
48
49
50
51
52
53
54
55

56
57
58
59
60
61
62
63
64
65

66
67
68
69
70
71

恩間の馬頭観世音
中川水系の低地における古代遺跡(別紙)
道標 交通案内板
野島浄山寺の大鰐口

第21回平成元年11月
元荒川(南荻島)出土の板碑群
江戸時代の上まくり村の茶屋
林泉寺の三田崎氏五輪塔
神仏混淆時代の祭祀体
七左町観照院の山門について
十九夜塔
県立浦和図書館暁霞文庫所蔵の越ヶ谷名所絵葉書
建長元年板碑

第22回平成2年11月
武州大相模不動明王瑞像記
綾瀬川通り藤助河岸
学校草創期の卒業証書
引越しされた五智如来
明治23年大洪水に於ける新川町(旧大字越巻)の水防活動状況
永光山満蔵院地蔵尊の由来
明治時代の地図における越谷
椿割塚

第23回平成3年11月
鳥文斎細田栄之の瓦曽根溜井図
綾瀬川の船鑑札
綾瀬川今・昔
南百(なんど)の水神社
国家神道の軌跡 その時代に於ける神社立木伐採許認可
妙観照の由来
明治大正期・東京からの行楽地越谷桃林
赤山街道と陸羽街道の道しるべ
相定め申す一季奉公人請状の事

第24回平成4年11月
増林の地蔵尊
旧西方村に散在する庚申塔めぐり
越谷にある三角点と水準点
船渡の不動院
「おびしゃ」語源の検証
越巻学校の跡
元荒川の源流
明治十五年の東京區分全圖
古文書「入置申一札之事」
中町浅間神社の御手洗石

第25回平成5年11月
越谷宿富士講中の寄進灯篭
越谷に落ちた隕石
旧平方村の石仏類
明治天皇田植御覧の処
仏像の理解と鑑賞
旧出羽村の文化活動

三浦 実
宮川 進
山田 政信
丸太 富夫

加藤 幸一
小島 誠
鈴木 秀俊
高橋 清
名倉 さわ
丸太 富夫
宮川 進
山崎 善司

加藤 幸一
木原 徹也
小島 誠
鈴木 秀俊
高橋 清
名倉 さわ
宮川 進
山崎 善司

加藤 幸一
木原 徹也
小島 誠
鈴木 秀俊
高橋 清
名倉 さわ
宮川 進
山崎 善司
吉田 敏子

小原勘三郎
加藤 幸一
小島 誠
鈴木 秀俊
高橋 清
名倉 さわ
宮川 進
村田 留吉
吉田 敏子
山崎 善司

小原勘三郎
小島 誠
加藤 幸一
鈴木 秀俊
高橋 清
名倉 さわ
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綾瀬川の源流
市神神社
一ノ網土橋架け替えについて

第26回平成6年11月
旧平方村を除く桜井地区の石仏めぐり
野島地蔵尊の江戸開帳
林泉寺のご朱印帳
越谷吾山の碑
長寿と健康の光頭会
新川町での「煙草・醤油・砂糖」使いはじめ
観照寺創建時の本尊発見について
明治三十二年の流星群
古利根川の源流

第27回平成7年11月
芭蕉の句碑
旧船渡・大松・大杉村の石仏
越谷の道しるべ
越ヶ谷駅の開業
七左町の本山修検宗三明院
赤山陣屋と赤山街道
消えた木造校舎
越谷上空で散華した飛行兵
昭和10年の越ヶ谷電話番号簿
新方川(千間堀)の源流

第28回平成8年11月
旧川崎・向畑・大吉・弥十郎村の石仏
地券(明治初年の土地所有証券)
大沢の鎮守 香取神社
明治初期の越ヶ谷の村落
火消ポンプ 竜吐水
東京周辺の飛行場群と幻の越ヶ谷飛行場
疫病と鬼子母神
大松の清浄院
近藤勇 越ヶ谷宿にて逮捕
越谷市内の火の見やぐら

第29回平成9年11月
旧三野宮・大道・大竹村の石仏類
滝口土橋架け替え訴訟の内済
御殿町の建長の板碑
越谷出身の江戸力持 三野宮卯之助
普門品供養の碑
荒川・熊谷築堤へ越谷の寄進
大沢の照光院
追跡・将軍家光の霊柩日光へ葬送
越谷市内の狛犬

第30回平成10年11月
斎藤先生の碑
旧恩間・袋山・大林・大房村の石仏
越谷市内の六地蔵
越谷で基督教を広めた吉田兼三郎翁

宮川 進
山崎 善司
吉田 敏子

加藤 幸一
小原勘三郎
小島 誠
鈴木 秀俊
高碕 力
高橋 清
名倉 さわ
西田 茂
宮川 進

小原勘三郎
加藤 幸一
加治 正則
小島 誠
鈴木 秀俊
鈴木 種雄
高碕 力
高橋 清
谷岡 隆夫
宮川 進

加藤 幸一
小島 誠
鈴木 秀俊
菅波 昌夫
谷岡 隆夫
高橋 清
名倉 さわ
西田 茂
堀切 祥民
調査グループ

加藤 幸一
鈴木 秀俊
鈴木 種雄
高碕 力
高橋 清
谷岡 隆夫
堤竹 宏吉
堀切 祥民
調査グループ

池田 仁
加藤 幸一
菅波 昌夫
高橋 清
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150
151
152
153
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明治初期・蒲生村の高齢者表彰
元荒川の四季
野島地蔵尊の不思議な伝承
中町・浅間神社の懸仏
越谷市内にある指定文化財の板碑

第31回平成11年11月
旧増林村の石仏
日光道中分間延絵図
増林河岸の跡
越巻出身(現・新川町)の力士「荒井山大蔵」
「廣徳君行状」に見る蒲生の幕末
「迅速図原図」とその原図に見る弥十郎
大沢小学校の「青い目の人形」
越谷の古いお風呂屋さん

第32回平成12年11月
旧増森・中島・花田・小林村の石仏
越谷吾山とその時代
越谷市内寺院の見所
越谷出身・日本橋千疋屋総本店
昭和三十年代の農事風景
越谷歌人の歌会始め
越谷と御猟場の印象
武蔵国増林村の変遷

第33回平成13年11月
旧大沢町・越ヶ谷町の石仏
越谷の「とうかんや」
前波神社のクンチ太鼓
国防献金感謝状と動員兵士の写真
蒲生一丁目の神明社
大沢の地蔵橋地蔵尊
天嶽寺の稚児行列
増林の茶の栽培

第34回平成14年11月
荻島地区内の江戸時代の石仏
大吉の徳蔵寺と筆子中
藁の文化、とうかんやのわらでっぽう
越谷市内の寺院の梵鐘－銘文－
蒲生尋常高等小学校の「幻の応援歌」
昔の大竹地区の田園風景
新町八幡神社由緒
増林の古代蓮

第35回平成15年11月21～24日
三ノ宮卯之助力持ち番付
三ノ宮卯之助の力石(横浜市都筑区)
会田七左衛門家の墓碑銘
武蔵国新西国観音霊場めぐり
出羽地区の石仏
越谷の六阿弥陀
近藤勇－逮捕か任意同行か－
増林のねんね河岸の河童

高橋 正澄
平井 五六
堀切 祥民
水上 清
調査グループ

加藤 幸一
菅波 昌夫
鈴木 進志
高橋 清
高橋 正澄
原田 民自
水上 清
宮川 進

加藤 幸一
金岡由紀子
菅波 昌夫
高碕 力
高橋 清
高山 かつ
平井 五六
山本 泰秀

加藤 幸一
金岡由紀子
鈴木 進志
高橋 清
高橋 正澄
中山 公三
平井 五六
山本 泰秀

加藤 幸一
鈴木 進志
金岡由紀子
菅波 昌夫
高橋 正澄
谷岡 隆夫
水上 清
山本 泰秀

高碕 力
谷岡 隆夫
会田 俊
岩瀬 静江
加藤 幸一
菅波 昌夫
宮川 進
山本 泰秀
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第36回平成16年11月18～21日
旧西方・東方・見田方村の石仏
林泉寺の開創当初のご本尊
蒲生の忠魂碑
関東大震災と越谷
桶川の卯之助力石

木更津の卯之助力石
綱島の卯之助力
川崎の卯之助力石

第37回平成17年11月17～20日
大袋駅・その周辺の今昔
戦後六十年の幻の荻島飛行場
旧南百・四条・別府・千疋村の石仏
越ヶ谷宿の大澤に泊まった伊能忠敬
越ヶ谷音頭
大沢の天神前土橋
〆切橋の名前の由来
大昔の越谷は海だったか

第38回平成18年11月23～26日
旧瓦曽根・登戸・蒲生村の石仏
越ヶ谷・三鷹屋嘉兵衛奉納の石灯籠
謎の絵師「写楽」と三野宮の法光寺
大沢の七ツ池
市内、西新井の椿割り塚の由来
越谷吾山と越谷の方言
日光街道に鉄道馬車が走った
増林の横井堀・掘削残土採集記 飛鳥・平安から中世・近世に至る遺物

第39回平成19年11月22～25日
大沢の娯楽の殿堂「東武劇場」
「東武劇場」の再現図始末記
見田方の土手道決壊と人柱伝説
川柳地区の石仏
東武鉄道と北越谷
越ヶ谷久伊豆神社の例大祭
昔ながらの味・越谷の郷土料理
増森特産の固定種「増森ミツバ」

第40回平成20年11月21～24日
越谷市制50周年 50年前の越谷を訪ねる
越谷地域の町村の変遷－市制50周年を迎えて－
川口市お女郎と大沢
新発見！越谷在住の絵馬師たち
越谷市内の渡し場
越谷市内の草創期の小学校
花田のスナッカラ地蔵
越谷市民がほこれる「中島の鷺山」

第41回平成21年11月20～23日
大沢の饂飩屋さんにある一枚の画
綾瀬川の河岸場跡を訪ねて
越谷周辺の六阿弥陀めぐりと新発見のご詠歌

加藤 幸一
木村 惠俊
菅波 昌夫
原田 民自
須賀 弘・
小泉平一郎
西村 功
石林 和江
古澤 孝

青山 栄吉
磯野 知子
加藤 幸一
金岡由紀子
高碕 力
谷岡 隆夫
増岡 武司
宮川 進

加藤 幸一
木原 徹也
菅波 昌夫
高碕 力
田村のぶ子
増岡 武司
三浦 栄市
山本 泰秀

原田 民自
三浦 栄市
池田 仁
加藤 幸一
高碕 力
田熊 吉弘
増岡 武司
山本 泰秀

原田 民自
加藤 幸一
岩瀬 静江
木原 徹也
篠原 陸郎
菅波 昌夫
秦野 秀明
山本 泰秀

金子 寛
鈴木 恒雄
加藤 幸一
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越谷市内の消えゆく歌

越谷市内を流れる元荒川は元・利根川で、北越谷地区は乱流していた
越谷と人気投票
越谷の「焼き米」の方が草加の煎餅より古い
増林の勝林寺本尊と岩槻城主渋江氏

第42回平成22年11月20～23日
越谷のわらべ歌
越谷宿を通った弥次さん、喜多さん
画家・斎藤豊作、フランスのシャトーと墓
明治になって越谷に鷹狩に来た徳川慶喜
越谷市内の明治の水準点「高低測量几号」
明治の大袋村観音山の捕り物一件
下間久里の獅子舞と辻切り
越谷の江戸時代の名物は焼き米(煎餅)と鰻

第43回平成23年11月17～20日
修験宗三明院の実像
大吉村の稲荷社
初めての西洋人
解体された中町の染谷家土蔵
大相模地区にあった元荒川の古川
越谷市内三例目の高低測量几号
東武鉄道唱歌と越ヶ谷駅のなぞ
寛政の改革の松平定信と間久里のうなぎ

第44回平成24年11月22～25日
ぎょうだい様建碑の経緯について
知られざるB29の綾瀬川周辺墜落
宝永の富士山噴火、その時越谷は
越谷の張子
越谷型青面金剛像庚申塔
はとバスが越谷市内を走る
二百年前の越谷、俳画の世界

第45回平成25年11月21～24日
越ケ谷の一里塚考
野島の浄山寺周辺のかつての川筋
瓦曽根溜井の変遷
越谷での関東大震災体験者の記録
四本圦(しほんいり)
越谷町百万円事件
越ケ谷久伊豆神社の一本幟旗の秘話
平田篤胤への山崎長右衛門さんからの一札

第46回平成26年11月21～24日
「花田苑」のお庭をつくったのは～
旧増林村の埋堀(うめぼり)
越ヶ谷宿にもいたキリシタン
越谷のデザインについて
越谷市に残されている富士塚
越谷とその周辺の「通い徳利」
越谷における元気な高齢者を訪ねる
初期の増林小学校沿革史

高碕 力
秦野 秀明
原田 民自
宮川 進
山本 泰秀

岩瀬 静江
篠原 陸郎
竹村 克男
田中 利正
秦野 秀明
原田 民自
増岡 武司
宮川 進

大谷 達人
加藤 幸一
金子 寛
篠原 陸郎
高碕 力
秦野 秀明
原田 民自
宮川 進

大谷 達人
加藤 幸一
金子 寛
高崎 力
秦野 秀明
原田 民自
宮川 進

大谷 達人
加藤 幸一
篠原 陸郎
田中 利昌
秦野 秀明
原田 民自
松村 宏司
宮川 進

宮川 進
秦野 秀明
加藤 幸一
渡辺 和照
田部井久能
渋谷 正芳
原田 民自
山本 泰秀
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越谷市交通安全市民まつり 第12回 昭和61年10月

砂利供養塔(ぎょうだいさま)

道標

越谷市交通安全市民まつり 第13回 昭和62年10月

越谷新町の道陸神

日光街道

越谷市交通安全市民まつり 第14回 昭和63年10月

昭和天皇崩御により開催が中止

第15回 平成元年10月

越ヶ谷停車場開設記念写真

81年まえの埼玉県の交通規則スピード制限は16キロ

第16回 平成2年10月21日

建長板碑(古志賀谷氏終焉についての一考察)

良弁塚の碑文紹介

第17回 平成3年10月20日

大聖寺の天保十年の庚申塚

赤山街道と陸羽街道の道しるべ

第18回 平成4年10月18日

増林の地蔵尊

旧西方村に散在する庚申塔めぐり

第19回 平成5年8月8日

市神神社(越ヶ谷本町)

明治天皇田植御覧の処

第20回 平成6年8月7日

越谷吾山の碑

長寿と健康の光頭会

第21回 平成7年8月5日

消えた木造校舎

鳥文斎栄之『瓦曽根溜井図』の説明

第22回 平成8年10月27日

火消ポンプ 竜吐水

大松の清浄院

第23回 平成9年10月5日

越谷出身の江戸力持ち 三野宮卯之助

御殿町の建長の板碑

第24回 平成10年10月25日

越谷市内の六地蔵

越谷市内にある指定文化財の板碑

第25回 平成11年10月24日

釈迦堂再建無尽連名帳

大沢小学校の青い目の人形

第26回 平成12年10月22日

日置 宗一

山田 政信

山田 政信

木原 徹也

小嶋 誠

宮川 進

山崎 善司

加藤 幸一

加藤 幸一

山崎 善司

小原勘三郎

加藤 幸一

山崎 善司

鈴木 秀俊

鈴木 秀俊

高碕 力

高碕 力

加藤 幸一

谷岡 隆夫

西田 茂

高碕 力

鈴木 種雄

菅波 昌夫

調査グループ

加藤 幸一

水上 清



27

28

29

30

31

32

33

34

35

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

越谷八景

増林地区の江戸時代の寺社

第27回 平成13年9月30日

間久里のウナギは旨かった？

砂利供養塔(蒲生一丁目)

第28回 平成14年10月27日

戦後の中学生の田植実習

烏八臼の石仏

第29回 平成15年11月23日

力石 三ノ宮卯之助

諏訪大社の卯之助 力石

江ノ島奥津の宮の力石

第30回 平成16年11月14日

久伊豆神社の卯之助力石

三野宮神社の卯之助力石

三ノ宮卯之助の力持ち番付

第31回 平成17年9月25日

越谷・六阿弥陀めぐり

第32回 平成18年10月22日

東武鉄道 越ヶ谷駅のはなし

寺橋の由来

第33回 平成19年10月21日

増林の御茶屋御殿

大正時代 越ヶ谷久伊豆神社の絵葉書

第34回 平成20年10月19日

渋谷コレクション 「なつかし・50年前！くらしと遊び」展

第35回 平成21年9月27日

武蔵国三十三箇所観音霊場巡りと越谷

江戸明治の越ヶ谷町・大沢町の大火

よみがえる90年前の越谷 大正時代の国産卓上電話機と越ヶ谷電話番号簿

第36回 平成22年10月24日

古絵図に見る四ヶ村用水と谷古田用水

越谷・春日部周辺の農作物の屎尿の供給

東武線のてまり唄

越谷市内の逆川の水量減少

渋谷コレクション 「昔なつかし あの日あのころ」展

第37回 平成23年10月23日

渋谷コレクション 「学びの舎の思い出～明治・大正・昭和の教室から～」展

第38回 平成24年10月21日

「日光街道・1万円博物館」展

第39回 平成25年9月29日

「ゲームも携帯もなかった時代の～ボクの遊び、ワタシの楽しみ」展

第40回 平成26年10月26日

「古民家スケッチ画」展

加藤 幸一

山本 泰秀

高碕 力

高橋 正澄

高碕 力

加藤 幸一

水上 清

小林 重蔵

水上 清

山口 美津枝

磯谷 知子

高碕 力

菅波 昌夫

加藤 幸一

原田 民自

加藤 幸一

加藤 幸一

原田 民自

渋谷 正芳

加藤 幸一

高碕 力

原田 民自

加藤 幸一

高碕 力

原田 民自

山本 泰秀

渋谷 正芳

渋谷 正芳

宮川 進

渋谷 正芳

竹村 克男

【郷土研究会50年の記録：越谷市民まつり 展示作品一覧】



【郷土研究会50年の記録：越谷文化芸術祭 展示作品一覧】
平成11年3月7日～平成27年2月15日

＊以下のリストの資料は「夢空感」にて閲覧可能
及び「NPO法人越谷市郷土研究会ホームページ」内にて閲覧可能

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

越谷市文化連盟設立30周年記念 平成11年3月7日

大聖寺(大相模不動尊)の板碑

安国寺の古文書

250年前の大相模不動尊全景図

越谷の養鶏と鶏魂碑

平成11年度 平成12年3月5日

市内・元荒川北部流域の古代遺跡

古利根川の「ばば渡し」

増林の草創期とその後の歴史

平成12年度 平成13年3月4日

増林の円空仏

平成13年度 平成14年3月3日

大道遺跡(仮称)

掘立柱建物跡は、「帰命院」と呼ばれる寺院跡

平成14年度 平成15年3月9日

長島村の高札

清浄院開山塔とその板碑

フルーツパーラー千疋屋のルーツ

平成15年度 平成16年2月22日

甲府で新発見・卯之助の力石「文殊の石」

長島村の絵地図

増森本田の肥船

平成16年度 平成17年2月27日

新発見！林泉寺の「新六阿弥陀」扁額

浅間山の噴火と越谷

越谷周辺の近代交通のあけぼの

平成17年度 平成18年2月26日

元荒川の桜の変遷

西新井・西組の観音堂

桃が咲き乱れた往時の越谷

平成18年度 平成19年2月25日

大里の人も加わった下間久里の獅子舞

越谷出身の画家斎藤豊作

増林での草競馬

平成19年度 平成20年2月24日 『道』

新川と岩槻古道 新川は古綾瀬川だった

今はなき不動道

越谷市内の不動道の道標

平成20年度 平成21年2月22日 『橋』

葛西用水に架かる平和橋(旧称・瓦曽根橋)

江戸時代の増林村の千間堀に架かる橋

加藤 幸一

鈴木 秀俊

高碕 力

森屋 英龍

宮川 進

加藤 幸一

山本 泰秀

加藤 幸一

宮川 進

加藤 幸一

谷岡 隆夫

加藤 幸一

増岡 武司

高碕 力

谷岡 隆夫

加藤 幸一

加藤 幸一

金岡 由紀子

山本 泰秀

高碕 力

斉木 一征

原田 民自

加藤 幸一

高碕 力

山本 泰秀

加藤 幸一

加藤 幸一

加藤 幸一

高碕 力

加藤 幸一



【郷土研究会50年の記録：文化財パトロール】
平成17年度(平成17年5～6月)～平成26年度(平成27年4～5月)

回 年月日 地区名(旧村名) 基数 班数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

平成17年度

平成17年5～6月

平成18年度

平成19年2～3月

平成20年度

平成21年2～3月

平成21年度

平成22年3月

平成22年度

平成23年3月

平成23年度

平成24年3月

平成24年度

平成25年5月

平成25年度

平成26年4～5月

平成26年度

平成27年4～5月

荻島地区(野島・小曽川・砂原・荻島・後谷・西新井・長島)

出羽地区(四丁野・谷中・神明下・七左衛門・越巻・大間野)

大相模地区(西方・東方・見田方・南百・四条・別府・千疋)

桜井地区(平方・大泊・上間久里・下間久里・大里)

大袋地区南部(三野宮・大道・大竹)

大袋地区北部(恩間・袋山・大林・大房)

大沢・越ヶ谷地区

旧増林村地区その1(増林)

旧増林村地区その2(増森・中島・花田・小林)

113

103

136

125

92

89

71

95

78

10

7

7

7

6

8

6

5

5

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

絵図と地図と写真たどる大沢橋

平成21年度 平成22年2月26日 『宇宙』

越谷星

越谷に落ちた隕石

庚申塔と日月

平成22年度 平成23年2月20日 『森』

市民の憩い、越谷の森

越谷市の森 越谷アリタキ植物園 市民のオアシス 世界の樹木が林立

平成23年度 平成24年2月19日 『光』

越谷市内、光明真言の石塔

光、天の岩戸から

平成24年度 平成25年3月10日 『風』

北西からの季節風と「東越谷河畔砂丘」

風に衣のすそをひるがえして照蓮院のお地蔵さん

平成25年度 平成26年2月 『雲』

呑龍さんと曇龍さん

雲版

庚申塔と雲

描かれた越谷の雲

平成26年度 平成27年2月15日 『島』

地名に残る「島」

旧千疋村の「中嶋」

原田 民自

増岡 武司

生出 弘三

加藤 幸一

調査グループ

原田 民自

加藤 幸一

宮川 進

秦野 秀明

宮川 進

原田 民自

渡邊 和照

加藤 幸一

宮川 進

篠原 陸郎

秦野 秀明

【郷土研究会50年の記録：越谷文化芸術祭 展示作品一覧】



【郷土研究会50年の記録：大間野・旧中村家イベント】
平成18年5月24日～平成27年2月14日

回 年月日 イベント内容 講師

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

平成18年5月24日

7月29日

10月9日

11月14日

平成19年2月17日

平成19年11月14日

12月8日

平成20年1月19日

2月22日

3月22日

平成20年11月14日

平成21年8月22日

11月15日

12月12日

平成22年2月20日

3月13日

平成22年8月7日

10月23日

11月14日

12月18日

平成23年2月26日

平成23年7月30日

10月15日

11月14日

平成18年度

「江戸あねさま人形作り」

親子のトールペインティング教室

とおかんやのわら鉄砲

県民の日 中村家2周年記念イベント

親子で作ろう かわいいおひなさま！

平成19年度

県民の日 中村家3周年記念イベント

ミニ凧づくり

お正月はカルタで遊ぼう

かわいい雛人形つくり

越谷の５０年をワイワイ語る会

平成20年度

県民の日 中村家4周年記念イベント

平成21年度

「夏休み工作教室」

県民の日 中村家5周年記念イベント

「野鳥観察会」

「ひな人形作り」

「読み聞かせと紙芝居」

平成22年度

「夏休み工作教室」

「秋の歴史散歩

-大間野中村家周辺-」

県民の日 中村家6周年記念イベント

「野鳥観察会」

「ひな人形作り」

平成23年度

「夏休み工作教室」

紙でさむらいのヨロイと縄文土器を作ろう

「読み聞かせ―越谷の伝説―」

県民の日 中村家7周年記念イベント

宮内和代

黒澤利恵子

金岡由紀子

越谷市教育委員会(共催)

岩瀬静江

越谷市教育委員会(共催)

不明

不明

不明

不明

越谷市教育委員会(共催)

荒金照登

越谷市教育委員会(後援)

越谷市教育委員会(共催)

越谷市茶道協会(共催)

新井良夫

越谷市教育委員会(後援)

岩瀬静江

越谷市教育委員会(共催)

藤田浩之

越谷市教育委員会(共催)

荒金照登

越谷市教育委員会(共催)

加藤幸一

越谷市教育委員会(共催)

越谷市教育委員会(共催)

越谷市茶道協会(共催)

新井良夫

越谷市教育委員会(後援)

岩瀬静江・宮内和代

越谷市教育委員会(共催)

鈴木すみ子

越谷市教育委員会(共催)

藤田浩行

越谷市教育委員会(共催)

越谷市教育委員会(共催)

越谷市茶道協会(共催)



4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

12月17日

平成24年2月25日

平成24年8月25日

9月30日

11月14日

12月9日

平成25年2月17日

平成25年9月19日

10月30日

11月20日

12月4日

11月14日

平成26年10月22日

11月5日

11月19日

11月14日

12月13日

平成27年2月14日

「しめなわ作り」

「ひな人形作り」

平成24年度

「夏休み ちょっと大きめの吊り人形作り」

「懐かしい歌でお月見」

(降雨により中止)

県民の日 中村家8周年記念イベント

「お正月飾り一紙で作る飾り」

「ひな人形作り」

平成25年度

「大正琴の音とお団子でお月見」

「わりばし絵手紙初歩講座」第一回

「わりばし絵手紙初歩講座」第二回

「わりばし絵手紙初歩講座」第三回

県民の日 中村家9周年記念イベント

平成26年度

「絵手紙初歩講座」第一回

「絵手紙初歩講座」第二回

「絵手紙初歩講座」第三回

県民の日 中村家10周年記念イベント

「お正月祝箸袋つくり」

「和紙ひな人形つくり」

松沢利信

越谷市教育委員会(共催)

宮内和代

越谷市教育委員会(共催)

宮内和代

越谷市教育委員会(共催)

越谷大正琴協会(共催)

越谷市教育委員会(共催)

越谷市茶道協会(共催)

宮内和代

宮内和代

越谷市教育委員会(共催)

越谷大正琴協会(共催)

小泉平八郎

小泉平八郎

小泉平八郎

越谷市教育委員会(共催)

越谷市茶道協会(共催)

小泉平八郎

小泉平八郎

小泉平八郎

越谷市教育委員会(共催)

宮内和代

越谷市教育委員会(共催)

宮内和代

越谷市教育委員会(共催)

【郷土研究会50年の記録：協働フェスタ】越谷市中央市民会館
【第二回】平成22年1月30日～【第七回】平成27年1月24日

1

2

3

4

5

6

第二回 平成22年1月30日

「越谷・懐かしいくらしのなかにあったモノ 通い徳利と前掛け」

第三回 平成23年1月29日

「日光街道 1万円 博物館 あなたに挑戦！ これが何かわかりますか？」

第四回 平成24年1月28日

「江戸時代・日本一の力持ち 三ノ宮卯之助」

第五回 平成25年1月26日

「越ケ谷御殿周辺の古道」

第六回 平成26年1月25日

「越谷七不思議」

第七回 平成27年1月24日

渋谷コレクション展示 「雑誌と絵ハガキに想う時の流れ」

渋谷正芳

宮川 進

高崎 力

加藤 幸一

不明

渋谷正芳

【郷土研究会50年の記録：大間野・旧中村家イベント】



【郷土研究会50年の記録：研究発表・講演会】
昭和40年4月25日～平成27年6月28日

＊以下のリストの資料は「夢空感」にて閲覧可能
及び「NPO法人越谷市郷土研究会ホームページ」内にて閲覧可能

回 日月日 タイトル 講演・発表者
1
2
3
4
5
6

7

8
9
10
11

12
13
14
15
16
17

18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

昭和40年4月24日
5月14日
6月27日
7月25日
9月11日
10月30日

11月28日

昭和41年1月8日
7月5日

昭和42年1月8日
2月26日

5月28日
7月9日
8月20日
10月8日
12月17日

昭和43年1月14日

2月25日

5月28日
8月25日
12月22日

昭和44年5月25日
10月10日

昭和45年1月25日
2月21日
5月23日
8月23日

昭和46年1月24日
5月23日
8月29日
9月26日

昭和47年1月23日
5月28日
8月27日

昭和48年1月28日
5月27日
8月19日

昭和49年1月27日
2月24日
5月26日
8月25日

方言について
越ヶ谷御殿について
埼玉県東南部地区の古代人の住居
助郷の諸問題 新井家文書
鈴久について
越谷よもやま話
しらこばとについて
会田出羽と越ケ谷
篤胤と越ケ谷
大相模の古代住居址について
こしがや由来 浄山寺縁起
見田方遺跡住居跡について
久伊豆神社
村明細帳 七左衛門
産社祭礼祭 スライド鑑賞 見田方遺跡
徳川家康と関東農村について
郷土研究会のあり方
下間久里の獅子舞
会田家備忘録
近世資料の整理と分類について
越谷御殿
産社祭礼帳 近世編
金沢称名寺文庫を主体として越谷周辺の歴史を語る

越谷宿について
下間久里の獅子舞の現地から見た発祥地考 8㍉鑑賞

郷土研究について座談会
下間久里の獅子舞 テープ鑑賞
越谷御猟場について
久伊豆神社の例大祭 テープ及び8㍉鑑賞
越谷市を中心とした河川沿革史
北川崎のオビシヤ スライド鑑賞
郷土についての放談会
文化史観に立つ神話の観方
江戸時代の越谷の村方騒動
久伊豆神社の例大祭 下間久里の獅子舞 8㍉鑑賞

越谷市の古代を探る 見田方遺跡について
岩槻城主 太田氏代々について
大岡忠光と山県大弐
越谷御殿はどこにあったか
金沢称名寺と越谷近郷の関係
下間久里の獅子舞 久伊豆神社の例大祭 記録映画

野与党と私市党
会田七左衛門家
岩槻藩主 大岡忠正
中世東武における河川道路の推移
下総国新方庄の成立と発展

大野伊右衛門
大野伊右衛門
新井英彦
本間清利
八島
大野伊右衛門
木村信次
本間清利
大野伊右衛門
高崎 力
大野伊右衛門
高崎・金井
大野伊右衛門
本間清利
会員
北島正元
会員
三原善太郎
本間清利
小沢正弘
本間清利
本間清利
岩井 茂
本間清利
三原善太郎
座談会
会員
是沢恭三
会員
本間清利
会員
放談会
三原善太郎
本間清利
会員
高崎 力
岩井 茂
木村 進
三原・石塚・山崎

岩井 茂
会員
岩井 茂
本間清利
大村 進
岩井 茂
岩井 茂



42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88

89
90
91

昭和50年1月26日
2月23日
5月25日
8月31日
11月23日

昭和51年1月25日
3月28日
5月23日
6月27日
8月29日

昭和52年1月23日
3月27日
5月22日
8月28日

昭和53年1月22日
5月28日
8月27日

昭和54年1月28日
5月27日
8月26日

昭和55年1月27日
2月24日
5月25日
8月24日

昭和56年1月25日
5月24日
8月23日

昭和57年1月24日
5月23日
8月22日
11月3日

昭和58年1月23日
5月22日
8月28日

昭和59年1月22日
5月27日
6月24日
9月30日

昭和60年1月27日
5月26日
8月25日

昭和61年1月26日
5月25日
8月24日

昭和62年1月25日
2月22日
6月28日

8月23日
昭和63年1月24日

2月28日

野与党について
白岡町周辺
会田氏と越谷御殿
桜井地区における関東大震災の記録
日光道中の通行者
江戸と越谷
古銭と中世社会(浄光寺)
豪族武蔵氏の活躍について
絵馬について
我々の周辺にある古代史
会田家について
越谷の仏像について
関東郡代伊奈氏について
岩槻城主太田氏資の支配について
会田氏こぼれ話
新方庄及び向畑の伝説(新方陣屋)
埼玉県東部付近の民間信仰板碑
日光街道脇往還について
地方自治の変遷と越谷
サキタマヒメと越ヶ谷-久伊豆神社について-
山王二十一仏庚申板碑
入門のための古文書の読み方‐書道との関連‐
関東郡代
越谷御殿始末記
一宿場町より見た天保の貨幣改鋳
二郷半領駕篭訴事件について
東部低湿地における交通
二十一仏板碑入門 新発見の恩間等覚寺跡板碑に関して

仏像の見方(スライド併用)
鎌倉街道を歩いて
日光の建築
二、三の実例より見た明治初期の越ヶ谷
武蔵田園簿と江戸初期の代官
境の神から道祖神
日光街道沿いの一里塚・藤助河岸
徳川家康と越谷
河川流路の沿革
梵鐘を訪ねて
正月の民族行事と信仰について
坂東における豪族層の交替について
越谷会田氏のルーツを探る
越谷会田氏のルーツを探る(ビデオ鑑賞)
武蔵における農工社会の民族行事
草も木も若しくは我を知りたるや‐水野家と春日部備後‐

埼玉の街道 日光街道を中心として
草創期の鉄道あれこれ 国鉄・私鉄・幻の鉄道
越谷で見られる野鳥について 植物について

植物キタミソウについて(スライド＆テープ併用)

岩槻について
越ヶ谷言葉、方言と訛集について
日本の細部手法、蟇股について

岩井 茂
山崎善司
石塚吉男
小島 誠
本間清利
竹内 誠
峰岸純夫
大村 進
島田
三原善太郎
山崎善司
林宏一
本間清利
大村 進
石塚吉男
石塚吉男
星野昌治
木原徹也
本間清利
三原善太郎
星野昌治
三原善太郎
本間清利
石塚吉男
木原徹也
中村忠夫
本間清利
星野昌治
丸太冨夫
蜂谷敬啓
丸太冨夫
木原徹也
本間清利
山田政信
木原徹也
山崎善司
本間清利
花房健次郎
矢島 実
蜂谷敬啓
山崎善司
山崎善司
矢島 実
木原徹也
本間清利
小島 誠
山部直喜

飯山 実
山崎善司
丸太冨夫

【郷土研究会50年の記録：研究発表・講演会】



92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114

115
116
117

118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140

6月26日
8月28日

平成元年1月22日
6月25日
8月27日

平成2年1月28日
6月24日
8月26日

平成3年1月27日
2月24日
6月30日
8月25日

平成4年1月26日
6月28日
8月23日

平成5年1月24日
6月27日
8月29日

平成6年1月15日
6月26日

平成7年1月29日
6月25日
8月27日

平成8年1月28日
6月23日
8月25日

平成9年1月26日
6月22日
8月24日

平成10年1月25日
6月14日
9月13日

平成11年1月24日
6月27日
8月22日

平成12年1月30日
6月25日
9月2日
10月21日
11月11日

平成13年1月21日
2月10日
6月24日
8月26日
12月16日

平成14年1月20日
6月30日
8月24日
9月8日

越谷における中世城館跡
古志賀谷氏館跡思考(ビデオ併用)
岩槻宿について
御殿番小杉藤左衛門尉景房の墓
ヤマト政権と古墳時代の東国
瓦曽根溜井について
絵馬について
縄文海進時における最高海水準について
埼玉の歴史より
日光道中について
野与党諸氏拠点の考察
烏文斎細田栄之の瓦曽根溜井図
検証・新方領耕地整理(1)
野与党諸氏の拠点 白岡編
旧西方村に散在する庚申塔めぐり
検証・新方領耕地整理(2)
わが郷土こしがや
太郎兵衛糯
旧平方村の石仏
足立百不動尊
桜井地区の石仏
社会の裏側あれこれ
(創立30周年記念歴史講演会)初期ヤマト政権と東国

(創立30周年記念歴史講演会)武蔵・下総間の駅路

旧船渡・大松・大杉村に散在する石仏
六ヶ所榮広山由緒著聞書を読む
(見田方遺跡発掘30周年講演会)見田方遺跡の時代

(見田方遺跡発掘30周年講演会)見田方遺跡の発掘

旧川崎・大吉・弥十郎村に散在する石仏
越谷 くらしのうつりかわり
中世からのメッセージ 建長板碑から750年
越谷出身の江戸力持ち・三ノ宮卯之助
武蔵武士の活躍と馬(建長板碑750年記念)
鉢ノ木・板碑・鎌倉大仏(建長板碑750年記念)
甦った250年前の大相模不動尊の景観
わが街・蒲生の歴史こぼれ話
江戸中期・俳諧師・師竹庵越谷吾山
悲運の戦国武将・太田資正
越谷生まれの江戸町人の活躍
第1回歴史講座 秩父原人の時代
第2回歴史講座 三内丸山人の時代
第3回歴史講座 吉野ヶ里人の時代
第4回歴史講座 古墳時代を見通す
第5回歴史講座 石と水の都・飛鳥
越谷市・資料館都市構想
奥州街道400年記念 奥州道中の成立
事前勉強会(歴史講座)七福神について
越谷出身の力士・行司群像
平田篤胤と越ヶ谷出身の妻・おりせ
県東部を中心とした埼玉の仏像
事前勉強会(歴史講座)飛鳥・藤原京展

高崎 力
山崎善司
林 貴史
山崎善司
高橋一夫
本間清利
加藤幸一
宮川 進
柳田俊司
本間清利
山崎善司
加藤幸一
高崎 力
山崎善司
加藤幸一
高崎 力
有瀧龍雄
高崎 力
加藤幸一
高島英一
加藤幸一
小島 誠
高橋一夫
森田 悌
加藤幸一
鈴木秀俊
橋本充史
高崎 力
加藤幸一
小島 誠
諸岡 勝
高崎 力
大村 進
馬淵和雄
高崎 力
高橋正澄
杉本つとむ
大村 進
高崎 力
石岡憲雄
石岡憲雄
橋本充史
高橋一夫
高橋光司
宮川 進
本間清利
山田政信
高崎 力
佐藤久夫
林 宏一
高崎光司

【郷土研究会50年の記録：研究発表・講演会】



141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166

167
168
169
170
171
172

173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185

平成15年1月26日
6月22日
8月24日

平成16年1月25日
6月27日
7月11日
8月29日

平成17年1月23日
6月18日
7月9日
8月27日

平成18年1月29日
3月25日
6月25日
8月26日

平成19年1月28日
6月24日
8月25日

平成20年1月27日
6月22日
8月30日

平成21年1月25日
6月28日
7月26日

平成22年1月31日
6月27日

9月18日
11月27日

平成23年1月23日
2月20日
6月26日
7月10日

8月27日
9月3日

平成24年1月29日
6月24日
8月18日

平成25年1月27日
6月23日

平成26年1月26日
3月15日
6月29日
8月31日

平成27年2月1日
6月28日

越谷周辺の諸巡礼
追想 武州大沢町・宿場の残像
力石と力持
下間久里の獅子舞
民族の行方―日本・埼玉を歩く
越谷が産んだ「をりせ」と「たせこ」
三ノ宮卯之助の生涯(卯之助没後150年記念)
東武地区で最も栄えた宿場-越谷宿と大沢宿
関東郡代・伊奈氏と越谷
女王卑弥呼とその時代
江戸時代の越谷に学ぶ-私と越谷の思い出
越谷名物太郎兵衛もち
御殿・鷹狩りと徳川家康
越谷周辺の俳諧師たち
見田方遺跡(発掘40周年記念)
画家・斎藤豊作 越谷からパリへ
映像で見る懐かしの越谷
三ノ宮卯之助(生誕200年記念)
旧越ヶ谷宿の街並みを考える最近の調査研究ノートから

旧越ヶ谷宿と街づくり
方言の世界-越谷吾山から「方言学」へ-
旧越ヶ谷宿の良さを発見しよう
日光社参と身分制-将軍・大名・百姓
県内の近現代の建物からまちづくりを考える-越谷の場合

越谷出身の平田篤胤の妻 お里勢
父・大塚伴鹿を語る
祖父・大野伊右衛門を語る
越谷を実らせ、今も流れる葛西用水 掘削350年記念

近代史上に輝く埼玉の女性たち
中世越谷のイメージ
日光街道を歩いた人たち
お宝いっぱいの街 越谷
大沢の歴史こぼれ話1 国境の町・大沢
大沢の歴史こぼれ話2 うどん屋さんの一枚の画
大沢の歴史こぼれ話3 北越谷駅にまつわる話
浮世絵師・東洲斎写楽
プレトーク 斎藤豊作-越谷からパリへ-
楽しい日光街道・宿場町・越谷をつくる
日光街道宿場町サミット 歴史講演会「日光街道物語」

越谷名物 焼米とせんべい
江戸時代の絵から読み解く大名行列
日光街道三番目の宿場越谷
古文書から読む おりせさん
三ノ宮卯之助の力石 文化財指定記念講演会
日光例幣使の旅
江戸時代の庶民の旅
徳川家康と鷹狩り
大野家の建物に感心する

高崎 力
鈴木徳治
高島慎助
松崎庄蔵
斎藤修平
佐藤久夫
高崎 力
高崎 力
小沢正弘
白井久美子
竹内 誠
高崎 力
本保弘文
内野勝裕
高崎力・高橋一夫

高崎 力
高崎 力
高崎 力
黒津高行
根岸俊雄
篠崎晃一
津村泰範
大友一雄
伊豆井秀一
宮地正人
大塚善人
大野光政
松浦茂樹
北川義雄
岡田清一
宮川 進
大沢 匠
秦野秀明
金子 寛
加藤幸一
田辺昌子
高崎 力
塚原正彦
杉山正司
永山久夫
根岸茂夫
伊豆井秀一
横山鈴子
高崎 力
山本光正
高橋千剣破
根崎光男
大沢 匠

【郷土研究会50年の記録：研究発表・講演会】



【郷土研究会50年の記録：越谷の歴史を学ぶ会】
平成24年10月18日～平成26年5月15日 越谷市市民活動支援センター

回 年月日 テーマ 講師名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

平成24年10月18日

平成24年11月15日

平成24年12月20日

平成25年1月17日

平成25年2月21日

平成25年3月21日

平成25年4月11日

平成25年5月9日

平成25年6月13日

平成25年7月11日

平成25年8月8日

平成25年9月12日

平成25年11月18日

平成25年12月12日

平成26年1月9日

平成26年2月13日

平成26年4月24日

平成26年5月15日

第1期

越谷・会田氏について

越谷の豪商・塩屋吉兵衛

越谷市史編さんの頃の思い出

越谷・船渡人形と砂原人形

越谷と鴨＆埼玉鴨場

大沢町界隈こぼれ話

第2期

日光街道の商店あれこれ

卯之助の力石を探し求めて

越谷に中学校ができたころ

越谷における東武鉄道の発展

越谷の災害

戦中・戦後、越谷のくらし

第3期

越谷出身の力士と行司

越谷特産・太郎兵衛糯

越谷出身の画家・斎藤豊作

高級果物店・千疋屋さんと越谷

成田不動尊より大きかった大聖寺

越谷御殿について

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

高崎 力

【郷土研究会50年の記録：河川史研究倶楽部】
平成25年4月4日～平成27年7月12日

回 年月日 テーマ 巡検/講座

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

平成25年4月4日

平成25年4月25日

平成25年5月23日

平成25年5月30日

平成25年6月16日

平成25年7月4日

平成25年8月1日

平成25年10月3日

平成25年11月28日

平成25年12月5日

平成26年1月23日

平成26年2月11日

平成26年2月23日

平成26年4月3日

平成26年5月25日

平成26年6月26日

平成25年度

往古奥州道と押立堤

綾瀬川の舟運と河岸

古隅田川巡検・事前学習会

古隅田川

見沼代用水と井沢弥惣兵衛為永

利根川東遷

権現堂川の謎

伊奈氏の歴代の業績

元荒川の袋山古川

葛西用水

足尾鉱毒事件と利根川東遷

葛西用水巡検・事前学習会

葛西用水

平成26年度

馬場小室山遺跡と見沼通船堀

増林埋堀

新方川(千間堀)

巡検

講座

学習会

巡検

講座

巡検

講座

講座

巡検

講座

講座

学習会

巡検

巡検

巡検

講座



4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

平成26年7月27日

平成26年8月28日

平成26年10月23日

平成26年10月30日

平成26年12月7日

平成27年1月22日

平成27年3月1日

平成27年4月23日

平成27年5月28日

平成27年6月25日

平成27年7月12日

風水

小流寺縁起と江戸川

末田用水(前半)

末田用水(後半)

花田古川

放鷹制度

幻の山谷村と女体神社

平成27年度

越谷市内の河川と用水

小菅煉瓦

出羽地区の河川と用水

神明古川と三基の阿弥陀如来像庚申塔

講座

講座

巡検

巡検

巡検

講座

巡検

講座

講座

講座

巡検

【郷土研究会50年の記録：越谷市立図書館 展示作品一覧】
回 年月日 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

平成16年12月1日～12月19日

平成17年2月16日～3月6日

平成18年2月14日～2月26日

平成18年3月

平成19年3月10日～3月28日

平成19年7月26日～8月5日

平成20年2月9日～2月17日

平成20年3月8日～3月15日

平成20年9月24日～9月28日

平成21年2月22日～3月3日

平成22年3月9日～3月19日

平成23年7月16日～7月28日

平成24年3月15日～3月31日

平成25年4月13日～4月25日

「日本一の江戸力持 三ノ宮卯之助」

「江戸時代の越谷」

「明治・大正の越谷」

「戦前の越谷」

「戦後の混乱から新しい越谷の誕生へ」

不明

「越谷の歴史と文化 今昔 その1」

「越谷の歴史と文化 今昔 その2」

「越谷の歴史あれこれ その1」

「越谷の歴史あれこれ その2」

「越谷の歴史あれこれ その3」

「古絵図に見る江戸時代の越谷」

「越谷の歴史あれこれ その4」

「越谷の歴史あれこれ その5」

【郷土研究会50年の記録：大袋ギャラリーひろば 展示作品一覧】
回 年月日 テーマ

1 平成16年3月24日～29日 「越谷の郷土の歴史紹介」

【郷土研究会50年の記録：レイクタウンKAZE イオンホール 展示作品一覧】
回 年月日 テーマ

1 平成20年10月2日～13日 「越谷市制施行50周年」パネル展

【郷土研究会50年の記録：ほっと越谷 七夕フェスタ 展示作品一覧】
回 年月日 テーマ

1

2

平成26年6月24日～7月6日

平成27年6月23日～7月5日

「越谷に落ちた隕石」

「戦争遺跡・幻の越谷陸軍飛行場」

【郷土研究会50年の記録：越谷市市民活動センター 展示作品一覧】
回 年月日 テーマ

1 平成25年7月25日～8月5日 「越谷七不思議」パネル展

【郷土研究会50年の記録：河川史研究倶楽部】



【郷土研究会50年の記録：講師派遣】
平成21年度(主なもの)～平成27年6月

回 年月日 内容 方法

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5
6
7

8
9

1

2
3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

1
2
3

4
5
6
7
8
9

10
11

12
13

14

不明
不明
不明
不明

平成22年2月5日

不明
平成22年8月29日

9月19日
10月8日
10月22日
11月24日
11月27日

平成23年2月10日
2月20日

平成23年5月11、18、15日

6月1日

不明
7月10日

9月3日

9月21日
10月９日
10月11日
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明

不明
不明
不明

不明
不明
不明
不明
不明
不明

不明
不明

平成24年8月21日
8月28日

9月12,19,26日

平成21年度(主なもの)
市立大澤小学校教員対象｢大澤の歴史｣勉強会
市内小中学校社会科教員対象｢蒲生地区｣勉強会
市立西方小学校4年生｢逆川たんけん｣
南越谷地区センター・万年青(おもと)大学「ふるさと歴史探訪ハイキング」

市立大間野小学校3年生と保護者｢地域体験学習教室｣
平成22年度

わんぱく相撲大会(出羽公園)
ケネット13｢越谷いろはかるた完成記念｣イベント(協賛)
出羽公民館「歴史散策ウォーキング」
市立西方小学校4年生｢逆川たんけん｣
南越谷地区センター・万年青(おもと)大学「ふるさと史跡散策」
市立東越谷小学校4年生｢逆川たんけん｣授業(教室内)
越谷市男女共同参画支援センター｢大人の学校2010｣
「近現代に輝く埼玉の女性たち-5人の女性から何を学ぶのか-」
市立大間野小学校3年生「出張授業」
「こしがや文化芸術祭」講演｢日光街道を歩いた人たち｣

平成23年度
市立図書館｢郷土歴史講座：越谷市内の古道と河畔砂丘｣
市立図書館｢郷土歴史講座：越谷市内の古道と河畔砂丘｣
市立西方小学校4年生｢逆川たんけん｣
越谷市男女共同参画支援センター｢10周年記念七夕フェスタ｣

「大沢の歴史こぼれ話」

越谷が生んだ洋画家 斎藤豊作プレトーク
「画家・斎藤豊作－越谷からパリへ－」サンシティ4階(桐の間)
市立宮本小学校4年生「郷土学習」
越谷が生んだ洋画家 斎藤豊作展ギャラリートーク11時・14時
市立宮本小学校3年生「郷土学習」
弥栄町レディースカルチャークラブ｢郷土の歴史の話｣
市立出羽小学校3年生｢郷土のお話｣
南越谷公民館・万年青(おもと)大学｢ふるさと史跡散策｣
出羽公民館｢歴史散策ウォーキング｣
桜井公民館｢桜井地区大学校｣
市立東越谷小学校4年生｢葛西用水の学習｣
南荻島公民館｢史跡ハイキング｣
南越谷公民館｢生涯いきいきサロン｣

平成24年度
東彩会「歴史講演会」
桜井公民館「桜井大学校」
越谷市テレビ広報番組「いきいき越谷」
「越ヶ谷と越谷」「郷土研究会について」
増林地区コミセン推進協議会「越谷の災害とその対応」
越谷市年金受給者越谷分会女性部「越谷の歴史こぼれ話」
瓦曽根・ウェルフェアグリーン越谷老人会「日光街道こぼれ話」
越谷市市民活動支援課主催「外国人向け講座・もっと知りたい！越谷」

埼玉県俳句連盟「観光俳句大会」「俳句と越谷」
第5回協働フェスタ・パネルディスカッション
「みんなで一緒にまちづくり」
市立西方小学校4年生｢逆川たんけん｣
「第1回日光街道宿場町サミットin越ヶ谷宿」講演会

市立蒲生南小学校職員研修「近隣史跡めぐり」
越谷市市民活動支援センター
「夏休みウォーキング・越ヶ谷宿と水郷」(小学校4～6年生)
市立図書館｢郷土歴史講座：越谷市内とその周辺の河川の歴史｣

講師
講師
案内
案内
案内

講師
講師
講師
案内
案内
講師
講師

講師
講師

講師
案内
案内
講師3名

講師

講師
講師
講師
講師
講師
案内
講師
講師
案内
講師
講師

講師
講師
依頼出演

講師
講師
講師
案内
講師
パネリスト

案内
講師
パネリスト

案内
案内

講師



15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

1

2
3
4

5
6
7
8

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6

10月3日
9月30日
10月6・7日
不明

平成25年2月28日
3月5日
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明

平成25年5月15,22,29日
6月5日
6月27日
7月21日
7月28日

8月27日
9月29日
10月31日
不明

平成26年5月3日～5日
5月4日
5月4日

5月14,21,28日
6月4日
不明
不明

8月30日
8月31日

9月7日,10月5日,11月30日

9月25日
10月7日
不明

10月8日
10月19日
不明
不明
不明
不明
不明

10月19日
平成27年3月

平成27年5月9日
5月16日
5月23日
5月30日
6月6日

5月20,27日,6月3日
6月10日

市立図書館｢郷土歴史講座：越谷市内とその周辺の河川の歴史｣
出羽公民館「歴史散策ウォーキング」
越ヶ谷秋まつり 写真展示(田中氏邸)
市立大袋小学校4年生「逆川探検」
市立宮本小学校3年生「郷土学習」
市立宮本小学校3年生「ふるさとの行事」
越谷まつり「大野家公開」
ふれあいまつり「大野家公開」
こしがや市民大学冬季講座「越谷呉山と方言」
南越谷公民館生涯いきいきサロン「郷土の話」
荻島公民館「おぎしま生涯学習講座」館外学習
市立出羽小学校3年生｢郷土のお話｣
第1回越ヶ谷宿雛めぐり「ガイドツアー」

平成25年度
市立図書館｢郷土歴史講座：戦前戦中戦後の越谷」
市立図書館｢郷土歴史講座：戦前戦中戦後の越谷」
市立西方小学校4年生｢逆川たんけん｣
「大道地区屋敷林を守る会」散歩お手伝い
越谷市市民活動支援センター
「夏休みウォーキング・歴史のミステリー体験！」
(小学校4～6年生と保護者)
越谷史跡めぐり研修会 蒲生南小学校
出羽公民館「歴史散策ウォーキング」
文教大学教育学部「ゼミ実習」
第2回越ヶ谷宿雛めぐり「ガイドツアー」

平成26年度
第2回 越谷甲冑めぐり 「昔遊び」展示(夢空感)
甲冑めぐりと古民家まちなみガイドツアー10時
甲冑めぐりと古民家まちなみガイドツアー15時
市立図書館｢郷土歴史講座：越谷市内とその周辺の庚申塔」
市立図書館｢郷土歴史講座：越谷市内とその周辺の庚申塔」
東越谷小学校4年生「逆川探検」
越谷市市民活動支援センター「市民歴史講座」(3回シリーズ)
国際交流イベント「お手玉遊び」(花田苑)
ケネット13主催「地図とかるたで辿る越谷の古道」
ケネット13主催「古道を辿って街歩き」
1日カルチャー教室 刀の鍔
越谷市市民活動支援センター「史跡体験学習」
荻島地区公民館「歴史散策ウォーキング」
草加市立新田西文化センター「となりまち歴史史跡講座」
大袋北交流館「交流祭・大袋地区の歴史エピソード」
宮本小学校3年生「郷土学習」
荻島地区センター・公民館「おぎしま生涯学習講座」
桜井公民館「高齢者学級」『桜井大学校』
北越谷公民館「熟年者学級」
南越谷公民館「生涯いきいきサロン」『郷土の話』
出羽地区センター「歴史散策ウォーキング」
第3回越ヶ谷宿雛めぐり」「和紙ひなつくり」講座(夢空感)

平成27年度
文教大学 2015年度 春期 開講講座1
文教大学 2015年度 春期 開講講座2
文教大学 2015年度 春期 開講講座3
文教大学 2015年度 春期 開講講座4
文教大学 2015年度 春期 開講講座5
市立図書館｢郷土歴史講座：出羽地区の歴史｣
市立図書館｢郷土歴史講座：出羽地区の歴史｣

案内
案内
説明者
案内
講師
講師
説明担当
説明担当
講師
講師
案内

案内

講師
案内
案内
講師
講師

案内
案内
講師
案内

講師
講師
講師
講師
案内
案内
講師3名
講師
講師
案内
講師
講師
案内
講師
講師
講師
案内
講師
講師
講師
案内
講師

講師
講師
講師
講師
講師
講師
案内

【郷土研究会50年の記録：講師派遣】



【
聞
き
書
き
】

高
崎
常
任
顧
問
と
私

聞
き
手

郷
土
研
究
会
副
会
長

渡
辺

和
照

今
年
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
が
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
当
研

究
会
の
発
足
し
た
当
時
の
貴
重
な
お
話
を
常
任
顧
問
の
高
崎
力
先
生
か

ら
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
が
高
崎
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
平
成
十
五
年
で
あ
り
ま

す
。
当
時
、
越
谷
都
民
と
し
て
数
十
年
間
勤
め
て
い
た
現
役
時
代
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
、
企
業
戦
士
の
ご
と
く
働
い
て
い
た
私
。

バ
ブ
ル
絶
頂
期
、
バ
ブ
ル
崩
壊
期
、
デ
フ
レ
等
経
済
情
勢
の
激
変
の
中
で

自
分
を
み
つ
め
る
事
も
な
く
過
ご
し
た
日
々
、
そ
し
て
定
年
を
迎
え
ま
し

た
。た
だ
寝
る
だ
け
の
越
谷
か
ら
、
何
か
越
谷
市
に
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば

と
思
い
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
そ
し
て
お
誘
い
を
受
け
、
「
越
谷
市
民
大
学

企
画
運
営
委
員
」
と
な
り
、
平
成
十
五
年
三
月
十
五
日
、
私
の
担
当
で
、

当
時
、
越
谷
市
文
化
財
調
査
委
員
会
委
員
長
で
あ
り
ま
し
た
高
崎
力
先
生

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
私
と
高
崎
先
生
の
初
め
て
の
出

会
い
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
の
講
演
題
目
は
「
文
化
財
か
ら
み
た
越
谷
の
移
り
変
わ
り
」
と

い
う
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
参
加
者
も
全
て
初
め
て
お
聞
き
す
る

内
容
で
、
感
激
・
感
銘
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
誌
面
を
お

借
り
し
て
ご
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
内
容
に
つ
い
て
は
録
音
し

た
も
の
か
ら
書
き
置
き
し
て
お
い
た
も
の
で
す
。

「
私
は
遊
び
人
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
遊
び
人
は
身
を
滅
ぼ
し
ま
す
が

そ
れ
は
最
低
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
遊
び
人
で
あ
っ
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
生
を
豊
か
に
長
生
き
を
し
、

毎
日
を
楽
し
く
生
き
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
ま
た
、
今
日
の
テ
ー
マ

は
い
や
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
が
、
負
け
た
ら
い
か
ん
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
、
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
後
、
講
義
に
入

ら
れ
ま
し
た
。

一
、
開
発
と
遺
跡

（１）
見
田
方
遺
跡
の
歴
史
上
の
位
置
づ
け
と
保
存
に
つ
い
て

（
西
暦
七
五
〇
年
当
時
）

現
在
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
開
発
工
事
が
進
行
中
で
、
新
駅
も
新
設
さ

れ
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
そ
の
ど
真
ん
中
に
、
見
田
方
遺
跡
は
存
在

す
る
。
昭
和
三
七
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
、
当
時
の
大
塚
伴
鹿
市
長
よ
り
、

越
谷
の
歴
史
の
頭
（
誕
生
）
の
調
査
の
要
請
が
あ
り
、
大
凡
の
越
谷

歴
史
の
誕
生
は
中
世
時
代
で
は
と
の
予
測
を
し
た
が
、
市
長
よ
り
頭

の
な
い
歴
史
は
要
ら
な
い
、
と
の
厳
し
い
注
文
が
つ
き
、
意
を
決
し

て
調
査
準
備
に
着
手
し
た
。

当
時
、
発
掘
経
験
者
は
皆
無
で
、
岩
槻
・
大
宮
・
野
田
等
の
発
掘

現
場
に
出
向
き
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
な
全
て
の
仕
事
を
教
わ
り
、
約



二
年
の
準
備
期
間
を
経
て
発
掘
作
業
に
臨
ん
だ
。
調
査
隊
は
四
十
人

～
五
十
人
の
規
模
で
調
査
を
行
い
、
関
東
地
方
で
初
め
て
今
か
ら
千

二
百
年
～
千
三
百
年
前
に
人
が
住
ん
で
い
た
事
が
判
明
し
、
越
谷
の

頭
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（２）
大
道
遺
跡
の
発
見

現
在
の
大
袋
地
区
に
田
ん
ぼ
と
畑
の
中
間
層
か
ら
住
居
の
跡

が
発
見
さ
れ
た
。
平
安
時
代
、
藤
原
氏
の
時
代
の
も
の
で
、
見
田

方
遺
跡
よ
り
二
百
年
～
三
百
年
は
新
し
い
。
見
田
方
は
い
ろ
り

・

・

・

、

大
道
は
か
ま
ど

・

・

・

の
時
代
で
あ
り
、
当
時
の
都
（
奈
良
）
と
越
谷
の

住
居
形
態
の
格
差
は
計
り
知
れ
な
い
。

二
、
樹
木
保
存
の
難
し
さ

（１）
大
泊
一
本
松
・
・
・
・
旧
利
根
川
系
自
然
堤
防
上

明
治
十
三
年
に
最
初
の
日
本
地
図
が
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
地

図
の
欄
外
の
挿
絵
に
大
泊
の
一
本
松
が
描
か
れ
て
い
た
。
当
時
は

旧
利
根
川
系
自
然
堤
防
上
に
あ
っ
た
が
、
宅
地
開
発
に
よ
り
伐
採

さ
れ
今
は
無
い
。
現
在
残
っ
て
い
れ
ば
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

ま
た
一
本
松
の
脇
に
利
根
川
が
あ
り
、
利
根
川
の
歴
史
が
判
明

し
た
か
も
知
れ
な
い
。
無
能
な
行
政
の
判
断
に
よ
り
木
の
生
存
権

ま
で
侵
す
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

（２）
越
ヶ
谷
久
伊
豆
神
社
の
御
神
木

大
正
九
年
の
台
風
に
よ
り
、
今
は
無
き
御
神
木
が
倒
壊
し
た
。

久
伊
豆
神
社
の
周
り
の
木
々
、
植
物
が
開
発
に
よ
り
減
少
し
台
風

の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
伐
採
後

年
輪
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
二
二
〇
年
迄
確
認
が
出
来
た
が
、
こ

れ
で
越
谷
の
陸
地
に
な
っ
た
歴
史
が
判
明
し
た
。
倒
木
し
た
材
木
は

宮
本
町
の
大
野
伊
右
衛
門
さ
ん
が
製
材
を
し
て
神
社
の
修
理
等
に

使
用
し
た
。
数
年
前
ま
で
は
切
株
が
確
認
で
き
た
が
、
今
は
土
を
か

ぶ
せ
て
あ
り
確
認
は
出
来
な
い
。

（３）
日
光
道
と
大
房
薬
師
堂
の
イ
チ
ョ
ウ
・
ケ
ヤ
キ

昨
年
（
平
成
十
四
年
）
、
日
光
道
（
旧
道
）
が
開
道
し
て
か
ら
四

百
年
が
経
っ
た
。
当
時
日
光
道
の
開
道
を
記
念
し
て
大
房
薬
師
堂
の

前
に
イ
チ
ョ
ウ
、
後
に
ケ
ヤ
キ
が
植
え
ら
れ
た
。
場
所
は
現
在
の
宮

内
庁
鴨
場
の
入
り
口
に
あ
っ
た
が
今
は
無
い
。

こ
の
両
木
も
開
発
の
波
に
押
さ
れ
伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

各
々
の
年
輪
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
両
木
と
も
に
四
百
年
と
一
致

し
た
。
こ
れ
で
日
光
道
開
道
四
百
年
は
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（４）
中
町
浅
間
神
社
の
ケ
ヤ
キ
・
・
・
・
懸
仏
が
有
名

越
ヶ
谷
中
町
の
浅
間
社
に
中
世
の
紀
年
が
記
さ
れ
た
円
形
銅
板

に
よ
る
奉
納
御
神
木
（
懸
仏
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
懸
仏
と
は
御
神

体
で
あ
り
、
一
四
二
六
年
に
作
ら
れ
、
現
在
県
内
に
は
十
五
面
位
で

数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
工
芸
品
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

（５）
相
模
町
大
聖
寺
の
タ
ブ
の
木

年
輪
は
不
明
だ
が
か
な
り
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
紀
元
七
五
〇

年
位
の
も
の
か
。
大
聖
寺
は
火
事
で
消
滅
し
た
が
写
真
で
み
る
穴
は
、

火
事
に
よ
る
火
傷
の
跡
で
あ
る
。
樹
齢
は
お
よ
そ
五
〇
〇
年
と
推
定

さ
れ
る
。



（６）
キ
タ
ミ
ソ
ウ
（
元
荒
川
・
古
利
根
川
）

生
息
地
は
越
谷
中
央
市
民
会
館
の
前
の
川
べ
り
と
古
利
根
川
の

一
部
（
平
方
・
新
方
地
区
）
の
二
か
所
の
み
で
、
ゴ
マ
み
た
い
な

小
さ
な
花
が
咲
く
。

（７）
「
越
谷
古
梅
園
」
に
学
ぶ

当
時
の
江
戸
近
郊
に
花
の
名
所
が
三
ヵ
所
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
越

谷
の
桃
の
花
で
あ
っ
た
。

江
戸
日
本
橋
か
ら
越
谷
ま
で
は
六
里
あ
り
、
往
復
十
二
里
の
道
の

り
を
江
戸
の
人
々
は
越
谷
の
桃
を
見
に
来
た
も
の
で
あ
る
。
広
重
の

絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
場
所
は
現
在
の
北
越
谷
で
あ
る
。
残
り

の
二
カ
所
は
小
金
井
の
桜
と
横
浜
磯
子
区
杉
田
の
梅
で
あ
る
。

（８）
「
興
亜
の
桜
」
と
「
北
越
谷
の
桜
」

・
興
亜
の
桜
は
昭
和
十
五
年
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
当
時

の
青
年
団
が
植
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
。
若
干
越
谷
御
殿
の
付
近
に
五
～
六
本
残
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。

・
北
越
谷
の
桜
は
大
野
伊
右
衛
門
さ
ん
の
子
孫
が
昭
和
三
十
一
年
、

北
越
谷
地
区
の
元
荒
川
の
両
岸
に
千
五
百
本
を
植
え
た
も
の
で
、

現
在
埼
玉
県
の
桜
の
名
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

・
「
染
井
吉
野
」
の
由
来

染
井
は
東
京
都
豊
島
区
北
東
の
巣
鴨
・
駒
込
付
近
の
旧
地
名
で
、

染
井
霊
園
が
あ
る
。
江
戸
時
代
、
植
木
屋
が
大
勢
い
た
。

吉
野
は
バ
ラ
科
の
落
葉
高
木
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

の
雑
種
と
い
わ
れ
る
。
葉
は
広
い
倒
卵
形
で
四
月
頃
葉
よ
り
先
に
、

淡
紅
色
か
ら
白
色
と
な
る
花
が
咲
く
。
広
く
植
栽
さ
れ
、
木
の
生
長

は
早
い
が
寿
命
は
短
い
。
平
均
寿
命
は
約
八
十
年
と
云
わ
れ
、
五
十

年
を
経
過
し
た
ら
代
替
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
名
は
江
戸
時

代
に
染
井
の
植
木
屋
が
広
め
た
吉
野
桜
に
由
来
す
る
。

・
染
井
吉
野
に
対
し
三
春
の
枝
垂
桜
（
滝
桜
）
等
は
、
純
粋
種
に
て
個

体
と
云
わ
れ
千
年
の
永
き
に
わ
た
り
生
き
続
け
る
。

三
、
厄
介
物
の
路
傍
の
石
仏
・
道
し
る
べ
な
ど

（１）
道
路
の
整
備
と
交
通
優
先

商
人
の
起
こ
り
で
あ
る
、
神
様
の
前
で
一
ヶ
月
に
六
回
市
を
開
く

「
六
斎
市
」
と
い
う
の
が
開
か
れ
て
い
た
。
こ
の
六
斎
市
は
終
戦
後

ま
で
続
い
て
い
た
。
越
谷
は
こ
の
六
斎
市
で
始
ま
り
、
交
通
の
発
達

と
共
に
道
路
上
で
の
「
市
」
が
成
り
立
た
な
く
な
り
消
滅
し
て
い
っ

た
。
こ
の
頃
朝
市
が
復
活
し
た
が
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

（２）
越
谷
市
域
の
「
一
里
塚
」（
蒲
生
の
一
里
塚
）

江
戸
時
代
の
各
道
中
に
は
、
旅
人
行
程
の
目
安
と
し
て
一
里
（
約

四
㎞
）
ご
と
に
「
一
里
塚
」
が
築
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
多
く
の
一

里
塚
に
は
、
目
印
と
し
て
エ
ノ
キ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
現
在
、
都

市
化
の
進
行
や
道
路
の
拡
張
な
ど
に
よ
り
原
型
を
と
ど
め
た
一
里

塚
は
少
な
い
が
、
蒲
生
の
一
里
塚
は
よ
く
原
型
を
と
ど
め
て
い
る
。

こ
の
一
里
塚
は
日
光
旧
道
蒲
生
の
南
端
、
旧
出
羽
堀
の
東
側
に
位
置

し
、
必
ず
し
も
当
時
の
状
態
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
昔
ど
お
り
の

姿
で
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
一
里
塚
は
、
日
光
旧
道

中
の
な
か
で
原
形
を
と
ど
め
た
一
里
塚
と
し
て
県
内
に
残
る
唯
一

の
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
遺
跡
と
い
え
る
。



四
、
失
わ
れ
て
い
く
古
民
家

（１）
間
久
里
立
場
の
秋
田
屋

秋
田
屋
と
い
う
由
緒
あ
る
建
物
が
あ
り
取
り
壊
し
の
話
が
出
、
移

転
復
元
を
行
政
に
働
き
か
け
た
が
却
下
さ
れ
取
り
壊
し
さ
れ
た
。

秋
田
屋
は
秋
田
藩
の
藩
主
で
あ
る
佐
竹
公
が
秋
田
か
ら
材
木
（
ヒ

バ
）
を
取
り
寄
せ
て
建
て
た
建
物
で
あ
る
。
ヒ
バ
は
香
り
が
強
く
シ

ロ
ア
リ
防
止
に
も
な
る
材
木
で
あ
る
。
建
物
は
秋
田
蘆
（
し
ゅ
う
で

ん
ろ
）
と
い
わ
れ
、
藩
主
が
参
勤
交
代
の
都
度
こ
こ
で
休
み
、
ウ
ナ

ギ
等
を
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
場
所
で
あ
る
。

五
、
転
廃
業
が
続
く
越
谷
伝
統
工
芸
（
人
・
技
・
作
品
）

（１）
桐
箱
「
江
戸
の
水
（
化
粧
水
）
」

白
粉
が
よ
く
の
る
薬
と
し
て
当
時
「
江
戸
の
水
」
と
し
て
桐
箱
の

中
の
壺
に
入
っ
た
水
が
大
評
判
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
化
粧
箱
は
越
谷

産
で
あ
っ
た
。
又
、
へ
そ
の
緒
を
入
れ
る
桐
箱
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト

は
越
谷
産
で
あ
る
。
原
材
料
で
あ
る
桐
は
福
島
会
津
産
で
そ
の
品
質

は
世
界
一
で
あ
る
。

（２）
人
形
類

・
越
谷
の
雛
人
形

埼
玉
県
に
お
け
る
最
初
の
雛
人
形
の
発
祥
地
は
越
谷
で
、
屋
号

が
「
植
木
屋
」
さ
ん
と
云
う
店
で
あ
る
。
先
祖
の
会
田
さ
ん
が
江

戸
で
修
業
を
し
て
、
埼
玉
の
越
谷
に
雛
人
形
の
店
を
開
い
た
の
が

始
ま
り
で
あ
る
。
越
谷
の
雛
人
形
は
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
と
評
判

が
よ
く
、
当
時
は
越
谷
と
鴻
巣
の
二
ヶ
所
の
み
で
あ
っ
た
。

・
越
谷
の
け
し
人
形

当
時
の
幕
府
が
「
大
き
い
人
形
は
贅
沢
で
あ
り
、
小
さ
い
人
形

を
作
れ
」
と
の
お
達
し
に
よ
り
、
越
谷
の
け
し
人
形
が
作
製
さ
れ

た
。
現
在
こ
の
け
し
人
形
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
越
生
の
博
物
館
、

京
都
嵯
峨
野
の
人
形
の
館
、
東
京
都
板
橋
区
の
個
人
で
の
所
有
の

三
ヵ
所
の
み
で
あ
る
。

高崎力常任顧問宅にて（H27.4）



ち
な
み
に
岩
槻
の
雛
人
形
は
歴
史
が
浅
く
、
東
京
の
人
形
師
が

戦
時
中
集
団
疎
開
し
て
、
終
戦
後
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

・
越
谷
の
有
名
人
【
ほ
う
き
ょ
う
ご
ざ
ん
】

法
橋
吾
山
と
い
う
方
が
世
界
で
初
め
て
日
本
語
の
全
国
方
言

集
（
全
五
巻
）
を
作
っ
た
。

法
橋
と
は
そ
の
道
の
第
一
人
者
で
、
見
識
・
知
識
を
持
っ
た

ひ
と
で
あ
り
、
幕
府
よ
り
与
え
ら
れ
る
名
称
（
位
階
）
で
あ
る
。

現
在
の
博
士
号
に
あ
た
る
。

吾
山
は
越
谷
の
会
田
と
い
う
名
主
で
あ
る
。

六
、
越
谷
の
特
産
品
の
現
状

（１）
太
郎
兵
衛
糯
（
餅
）

太
郎
兵
衛
餅
は
当
時
江
戸
で
売
ら
れ
て
い
た
が
、
越
谷
が
本
場
で

あ
っ
た
。
慶
長
年
間
、
現
在
の
宮
本
町
で
名
主
の
会
田
太
郎
兵
衛

さ
ん
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
太
郎
兵
衛
餅
は
当
時
の
江
戸
の
市
場

の
取
引
で
一
番
価
値
が
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
は
七
左
町
と

大
杉
の
五
～
六
軒
で
作
っ
て
い
る
。

（２）
御
前
細
餅

御
前
細
餅
は
江
戸
城
内
で
食
べ
る
餅
で
、
将
軍
様
も
食
べ
た
餅
で

あ
る
。
当
時
の
大
相
模
地
区
の
も
ち
米
で
、
瓦
曽
根
の
中
村
彦
左
衛

門
さ
ん
が
作
っ
た
米
で
あ
り
、
品
種
も
違
う
も
ち
米
で
あ
る
。

新
米
が
出
来
る
と
先
ず
三
俵
を
「
御
用
」
の
立
札
を
た
て
た
荷
車

で
、
十
七
人
位
の
人
夫
で
江
戸
ま
で
運
び
、
た
と
え
大
名
行
列
で
あ

っ
て
も
荷
車
が
通
り
過
ぎ
る
ま
で
行
列
を
停
め
た
と
い
わ
れ
る
。

収
穫
さ
れ
た
米
は
厳
重
に
倉
庫
に
保
管
さ
れ
、
そ
の
後
、
江
戸
浅

草
蔵
前
の
専
用
倉
庫
に
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

（３）
せ
ん
べ
い
（
越
谷
の
煎
餅
に
つ
い
て
）

煎
餅
は
煎
米
と
も
い
い
、
大
相
模
の
大
聖
寺
（
お
不
動
様
）
の
門

前
に
料
理
屋
を
含
め
約
五
十
軒
の
店
が
あ
り
、
そ
の
中
に
三
軒
煎
餅

屋
が
あ
っ
た
。

そ
の
当
時
の
煎
餅
屋
は
八
潮
地
区
に
一
軒
、
草
加
地
区
に
一
軒
ほ

ど
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
煎
餅
は
越
谷
が
発
祥
地
で
あ
る
。
な
お
、

大
聖
寺
が
火
事
で
消
滅
し
門
前
町
は
す
た
れ
て
し
ま
い
、
煎
餅
は
草

加
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
が
講
演
会
内
容
の
全
て
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
郷
土
研
究
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
高
崎
先
生
か
ら
多
く

の
事
を
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
本
年
越
谷
市
郷
土
研
究
会
が
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
平
成
二
十
七
年
四
月
高
崎
先
生
の
ご
自
宅
に
お
伺
い
を
し
、
研
究

会
発
足
当
時
の
お
話
し
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Ｑ
、
郷
土
研
究
会
が
出
来
る
前
に
、
何
か
母
体
と
な
る
よ
う
な
も
の
は
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
，
史
跡
や
伝
説
を
調
査
す
る
よ
う
な
、
グ
ル
ー
プ
み
た
い
な
も
の
は
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
固
定
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
友
達
関
係



の
よ
う
な
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
も
そ
の
時
々
で
変
わ
り
グ
ル
ー
プ
と

い
え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
心
細
い
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
片
手
の
知
識
が
、
時
に
は
両
手
程
の
知
識
の
数
に
な
る
と
、
た

い
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
は
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
な
ぜ
、
み
ん
な
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
い
た
か
不
思
議
で
し
た
。
そ
し
て
、
プ
ラ
イ
ド
と
同

時
に
「
見
識
」
も
持
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
よ
う
な
人
達
が
集
ま

っ
て
来
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
若
い
人
達
の
中
に
芽

生
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
研
究
会
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
、
初
代
会
長
の
大
野
伊
右
衛
門
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
方
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
，
大
野
さ
ん
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
者
肌
の
方
で
し
た
ね
。
そ
し
て
、

財
閥
で
あ
り
、
財
産
家
で
あ
り
、
見
識
の
あ
る
ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
で

し
た
ね
。
あ
る
意
味
で
は
「
雲
の
上
の
人
」
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

う
れ
し
い
こ
と
に
、
私
と
知
識
・
興
味
が
一
致
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
ね
。
教
員
仲
間
が
大
勢
い
て

仲
間
の
仲
間
か
ら
の
紹
介
な
ど
で
、
大
野
さ
ん
と
の
距
離
が
近
く

な
り
ま
し
た
。
近
く
な
る
と
、
私
の
父
親
が
桜
井
村
の
村
長
を
し
て

い
て
、
よ
く
知
っ
て
い
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん

親
し
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

当
時
、
大
野
さ
ん
は
、
す
で
に
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
な
ど
に
頼
ま
れ

て
お
話
し
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
郷
土
の
歴
史
に

興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
野
さ
ん
は

お
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
話
に
疑
問
点
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
こ

ら
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
、
自
分
で
調
査
し
て
解
決
し
て
こ
ら
れ

新
し
い
見
識
を
得
て
こ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
私
は
親
し
く
な
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
使
わ
れ
ま
し
た
。
大
野
さ
ん
が
先
生
、
私

が
生
徒
の
よ
う
な
も
の
で
、「
田
ん
ぼ
へ
行
っ
て
み
ろ
」「
池
に
行
っ

て
み
ろ
」
「
魚
の
繁
殖
を
見
て
き
て
く
れ
」
・
・
・
・
・「
あ
っ
ち
こ

っ
ち
へ
行
っ
て
く
れ
」
と
い
う
。

当
時
、
ま
だ
私
は
教
員
で
し
た
が
、
そ
の
学
校
へ
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
。
ま
わ
り
か
ら
は
「
へ
ん
な
お
じ
さ
ん
か
ら
、
よ
く
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
ね
」
と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

そ
し
て
大
野
さ
ん
の
お
宅
へ
自
分
の
家
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で

出
入
り
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
，
発
起
人
の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
，
え
え
、
あ
り
ま
し
た
。
大
野
さ
ん
と
か
木
村
さ
ん
（
当
時
の
初
代
市

立
図
書
館
長
）
と
か
、
月
に
一
度
ぐ
ら
い
で
し
た
が
大
野
さ
ん
が
日

程
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
，
会
議
な
ど
は
月
一
回
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
，
決
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
不
定
期
に
月
一
回
ぐ
ら
い
あ
り

ま
し
た
。
大
野
さ
ん
が
主
導
で
決
め
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
，
行
事
な
ど
は
計
画
的
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

Ａ
，
最
初
は
そ
の
都
度
に
・
・
・
・
・
と
い
う
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が

だ
ん
だ
ん
情
報
が
集
ま
り
、
団
体
と
し
て
の
や
り
方
も
定
ま
っ
て
き

て
・
・
・
・
・
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
大
野
さ
ん

は
お
年
だ
し
、
ま
た
当
時
は
乗
物
も
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
私
が



身
代
わ
り
の
よ
う
に
な
っ
て
動
い
て
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
「
マ
メ
」

に
動
い
て
い
ま
し
た
。

私
が
父
親
の
関
係
で
市
内
の
北
の
方
に
強
く
、
大
野
さ
ん
が
南
の
方

に
強
く
、
お
互
い
に
補
う
よ
う
な
形
が
う
ま
く
出
来
て
い
ま
し
た
。

郷
土
研
究
会
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
神
様
の
や
っ
て
い
る
こ
と
の

よ
う
に
思
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
努
力
は
し
て

き
た
つ
も
り
で
す
。

Ｑ
，
当
初
か
ら
女
性
の
会
員
は
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ
，
最
初
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

「
女
性
も
入
れ
る
の
か
」
と
か
云
わ
れ
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
入
会
さ

れ
て
き
ま
し
た
ね
。
入
っ
た
方
は
プ
ラ
イ
ド
も
あ
り
多
少
天
狗
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

Ｑ
，
行
事
の
あ
と
の
「
飲
み
会
」
も
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ
，
あ
り
ま
し
た
よ
。
史
跡
め
ぐ
り
の
参
加
者
は
五
～
六
人
位
で
し
た
。

会
費
は
あ
っ
た
よ
う
な
無
か
っ
た
よ
う
な
、
金
の
無
い
人
も
参
加
し

て
い
ま
し
た
ね
。
ま
あ
、
大
野
さ
ん
の
よ
う
な
財
閥
も
お
ら
れ
た
か

ら
、
こ
ま
か
い
勘
定
が
な
か
っ
た
時
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
社

交
団
体
み
た
い
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

Ｑ
，
越
谷
に
博
物
館
と
か
資
料
館
と
か
が
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
以
前

に
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
，
個
人
と
し
て
は
、
夢
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
。

私
も
行
政
に
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
話
は
出
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
舎
の
博
物
館
・
資
料
館
で
は
来
る
人
が
少
な
い
の
で
は
・
・
・
・

と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
最
近
こ
そ
あ
ち
こ
ち
に
展
示
施
設

が
で
き
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
入
場
者
が
来
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
・

と
い
う
心
配
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
し
て
無
い
こ
と
に
特
に

不
満
を
い
う
人
も
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
，
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

Ａ
，
越
谷
の
周
辺
に
は
、
ま
だ
ま
だ
調
べ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
見
学
し
て
、
い
ろ
い
ろ
吸
収
し
て
、
具

体
化
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
れ
か
ら
見
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
見
て
歩
き
た
い
。
ど
う
取

り
上
げ
て
い
る
か
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。
ま
わ
り
に
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
越
谷
の
文
化
を
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い

で
す
ね
。

高
崎
先
生
に
は
長
時
間
に
わ
た
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
を
沢
山
お
聞
き
す
る

こ
と
が
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、
ご
指

導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
宮
川
会
長
・
篠
原
編
集
委
員
長
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誌
面
を
お
借
り
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
高
崎
常
任
顧
問
ご
自
宅
に
て
）



【
聞
き
書
き
】

郷
土
研
究
会
の
裏
話
∧
木
原
徹
也
前
理
事
∨

聞
き
手

郷
土
研
究
会
顧
問

加
藤
幸
一

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
午
後
二
時
、
野
田
市
の
愛
宕
駅
そ
ば
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
て
、
当
会
の
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
市
史
編
纂
事
業
の
準
備

段
階
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
木
原
徹
也
氏
と
お
会
い
し
て
、
当
会
の
変
遷

に
ま
つ
わ
る
裏
話
を
直
接
伺
っ
た
。
木
原
氏
は
、
私
に
と
っ
て
は
当
時
の
史

跡
め
ぐ
り
を
通
し
て
の
郷
土
史
研
究
の
大
先
輩
で
あ
っ
た
。
以
下
は
木
原
氏

の
お
話
の
概
要
で
あ
る
。

現
在
も
野
田
に
お
住
い
の
木
原
氏
と
越
谷
市
と
の
つ
な
が
り
は
、
木
原
家

が
江
戸
時
代
か
ら
越
ヶ
谷
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
り
、
先
祖
が
野
田
に

移
住
後
も
親
戚
や
木
原
氏
は
越
谷
市
に
あ
る
菩
提
寺
の
天
嶽
寺
に
墓
参
り
に

出
向
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
郷
土
史
に
直
接
向
き
合
っ
た
の
が
、
昭
和
三

十
四
年
の
高
校
二
年
生
の
夏
休
み
に
、
野
田
の
三
昧
寺
貝
塚
で
の
発
掘
の
お

手
伝
い
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
に
一
般
企
業

を
退
職
し
て
越
谷
市
役
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
十
一
月
の
越

谷
市
郷
土
研
究
会
の
行
田
の
埼
玉
古
墳
群
の
史
跡
巡
り
を
知
り
、
そ
れ
に
初

め
て
参
加
し
、
す
ぐ
に
入
会
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
木
原
氏
が
入
会
し
た
頃
は
、

会
長
は
大
野
伊
右
衛
門
氏
、
副
会
長
は
石
川
正
氏
（
石
川
眼
科
の
先
生
）
で
、

そ
の
他
に
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
精
力
的

に
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
幹
事
の
木
村
信
次
図
書
館
館
長
で

あ
っ
た
。
昭
和
五
十
三
年
に
は
木
原
氏
は
当
会
の
若
手
の
理
事
を
仰
せ
つ
か

る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
の
頃
、
越
谷
市
の
市
史
編
纂
事
業
の
事
前
準
備
と
し
て
若

手
が
集
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
人
が
当
会
の
新
入
会
員
と
し
て
間
も
な
い
木
原

徹
也
氏
で
、
そ
の
他
に
原
初
男
氏
、
杉
田
政
男
氏
、
長
谷
川
士
郎
氏
、
そ
れ

に
島
田
氏
ら
で
あ
っ
た
。
福
祉
会
館
の
二
階
フ
ロ
ア
ー
に
編
纂
室
が
置
か
れ

た
。
本
間
清
利
氏
は
せ
め
て
古
文
書
の
表
題
を
皆
が
読
め
る
よ
う
に
と
毎
週

土
曜
日
の
午
後
、
古
文
書
の
勉
強
会
が
開
か
れ
た
。
収
集
さ
れ
た
古
文
書
は

市
史
編
纂
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
と
不
必
要
な
も
の
と
の
選
定
作
業
、
さ
ら

に
項
目
ご
と
の
分
類
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
福
祉
会
館
の
屋
上
に
あ
る
塔

屋
の
中
に
古
文
書
が
保
管
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
な
市
史
編
纂
事
業
へ

と
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

木
村
信
次
氏
は
当
時
の
福
祉
会
館
（
現
在
の
中
央
市
民
会
館
あ
た
り
）
に

あ
っ
た
越
谷
市
立
図
書
館
（
最
初
は
越
ヶ
谷
小
学
校
の
敷
地
内
に
置
か
れ
た
）

の
館
長
を
勤
め
ら
れ
、
と
て
も
ダ
ン
デ
ィ
な
方
で
あ
り
、
福
祉
会
館
の
一
階

の
西
武
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
よ
く
ラ
ン
チ
を
注
文
し
て
昼
食
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
た
。
会
の
発
足
当
初
か
ら
幹
事
を
な
さ
り
、
会
の
充
実
と
質
の
向
上
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
た
。
実
質
的
に
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

細
か
い
事
務
的
な
作
業
は
、
当
時
の
福
祉
会
館
二
階
に
あ
っ
た
図
書
館
の
職

お元気な木原さん



員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
上
、
そ
の
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
の
お
手
伝
い

を
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
。

一
方
、
本
間
清
利
氏
は
、
木
村
信
次
氏
と
同
様
に
俳
句
好
き
で
お
ら
れ
、

歴
史
に
も
と
て
も
興
味
が
お
あ
り
で
あ
っ
た
が
、
木
村
信
次
氏
の
抜
擢
で
越

谷
市
の
職
員
に
な
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
市
史
編
纂
に
携
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
民
間
の
企
業
の
時
と
比
べ
収
入
が
激

減
し
、
奥
様
に
よ
く
こ
ぼ
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
歴
史
研
究

家
の
郷
土
史
家
と
し
て
世
に
知
ら
れ
、
多
く
の
論
文
や
書
籍
も
出
さ
れ
、
越

谷
市
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
そ
し
て
越
谷
市
の
歴
史
を
語
る
に
は
欠
か
せ

な
い
方
に
な
ら
れ
た
。

ガ
リ
版
刷
り
の
創
刊
号
の
会
報
（
一
九
七
二
・
三
・
三
一
）
は
、
幹
事
の

木
村
信
次
氏
が
中
心
に
な
っ
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
が
発
足
し
て
か

ら
よ
う
や
く
長
年
の
要
望
に
答
え
て
発
行
さ
れ
た
。
発
行
日
を
元
号
で
は
な

く
、
西
暦
で
書
か
れ
た
の
は
、
モ
ダ
ン
な
西
洋
文
化
を
好
ま
れ
た
木
村
氏
の

人
柄
の
一
面
が
わ
か
る
。
創
刊
号
は
ま
だ
名
前
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

名
前
が
決
ま
っ
た
の
は
２
代
目
会
長
の
小
島
誠
氏
の
時
に
発
行
し
た
第
２
号

で
あ
る
。
そ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
第
３
号
の
小
島
氏
の
巻
頭
言
に
触

れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
山
崎
善
司
氏
の
「
古
志
賀
谷
」
氏
の
研
究
に

よ
る
と
紹
介
さ
れ
た
。
確
か
に
第
２
号
の
研
究
論
文
の
最
初
は
山
崎
善
司
氏

の
「
古
志
賀
谷
氏
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
論
文
で
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
、

第
２
号
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
原
氏
が
語
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、「
古
志
賀
谷
氏
」
に
つ
い
て
最
初
に
紹
介
し
た
人
は
当
時
と
し
て

中
世
の
第
一
人
者
で
あ
る
岩
井
茂
氏
で
あ
っ
た
。
岩
井
茂
氏
は
、
た
び
た
び

「
古
志
賀
谷
氏
」
を
含
め
た
中
世
の
越
谷
市
の
歴
史
を
熱
心
に
講
演
さ
れ
、

会
員
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
会
報
の
題
名
が
「
古

志
賀
谷
」
と
決
ま
っ
た
背
景
に
は
岩
井
茂
氏
の
影
響
が
強
く
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
同
じ
く
中
世
の
歴
史
を
得
意
と
し
て
い
た
山
崎
氏
は
、
会
報
の
名
称
と

し
て
「
古
志
賀
谷
」
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
「
一
般
の
人
に
は
読
み

方
が
わ
か
り
に
く
い
」
と
し
て
難
色
を
示
し
た
が
、
最
終
的
に
は
「
古
志
賀

谷
」
と
題
名
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。
題
字
を
書
道
家
の
金
子
泰
岑
氏
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
「
古
志
賀
谷
」
が
草
書
体
で
書
か
れ
、
山
崎
氏
の
意
に
反
し

て
見
た
目
で
さ
ら
に
わ
か
り
に
く
い
題
名
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
創
刊
号
は
後
に
木
村
氏
に
よ
っ
て
復
刻
版
が
発
行
さ
れ
た
。
復
刻

版
で
は
字
が
黒
で
は
な
く
、
あ
え
て
青
色
に
変
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
木
村
氏
の
人
柄
を
感
じ
る
。

木
原
氏
の
直
接
の
上
司
で
あ
る
石
塚
吉
男
氏
（
公
害
課
長
）
に
よ
る
と
、

石
塚
氏
は
何
か
の
越
谷
市
の
行
政
の
用
事
の
帰
り
に
会
田
出
羽
氏
の
ご
子
孫

が
住
む
静
岡
市
に
突
然
会
田
家
を
訪
ね
た
。
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
家
系
図
を

表
装
す
る
た
め
に
表
具
屋
に
出
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
ご
自
宅
に
わ
ざ
わ
ざ

戻
し
て
石
塚
氏
に
見
せ
た
と
木
原
氏
は
直
接
聞
い
て
い
る
。
家
系
図
を
調
べ

た
い
と
い
う
積
年
の
願
い
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
石
塚
氏
は
後
に
副
会

長
と
な
る
。
山
崎
氏
は
中
世
の
会
田
氏
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
石

塚
氏
は
近
世
の
会
田
氏
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。

三
原
善
太
郎
氏
は
住
ま
い
は
東
京
の
世
田
谷
区
の
人
で
、
定
説
で
み
ら
れ

る
見
方
で
は
な
く
、
独
自
と
い
う
か
特
異
な
歴
史
観
を
持
っ
て
歴
史
を
論
じ

て
い
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
。
特
異
な
歴
史
観
の
も

と
で
提
出
さ
れ
た
論
文
の
会
報
掲
載
の
可
否
に
関
し
て
木
村
氏
を
悩
ま
せ
て

い
た
と
い
う
。



【
郷
土
研
究
会
の
現
状
と
課
題
】

原
点
に
立
ち
返
っ
た
運
営
を
期
待
し
ま
す

大
谷

た
つ
を

越
谷
が
永
久
と

わ

の
住
処
と
な
り
ぬ
れ
ば

も
そ
っ
て
知
り
た
し
そ
の
道
す
が
ら

ま
ず
は
、
五
十
年
の
礎
を
構
築
さ
れ
た
歴
代
の
役
員
各
位
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
再
加
入
を
お
願
い
し
て
七
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
越
谷
と
の

機
縁
を
想
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
本
会
へ
の
期
待
を
私
な
り
に
綴
っ
て
み
ま

し
た
。
昭
和
四
十
五
年
、
草
加
市
役
所
に
勤
め
て
四
年
目
の
夏
、
学
生
時
代
の

友
と
南
部
氏
の
城
下
町
を
遊
覧
中
、
偶
々
立
ち
寄
っ
た
盛
岡
市
中
央
公
民

館
で
寛
延
四
年
作
成
の
和
綴
本
「
奥
州
道
中
増
補
行
程
記
」
に
遭
遇
。
家

臣
清
水
秋
全
が
描
い
た
江
戸
か
ら
盛
岡
ま
で
の
道
中
絵
図
で
す
が
、
余
り

の
鮮
明
さ
と
道
中
の
様
相
の
描
写
に
見
惚
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

千
住
か
ら
粕
壁
ま
で
の
条
件
付
き
な
が
ら
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
各
区
市
の
文
化
財
所
管
に
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
越
谷
市
は
直
ぐ
に
市

史
編
さ
ん
室
長
の
本
間
清
利
さ
ん
か
ら
招
聘
が
あ
り
、
絵
図
の
全
容
の
説

明
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
々
市
史
作
り
の
手
解
き
を
教
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
図
書
館
長
で
郷
土
研
究
会
の
幹
事
長
を
務

め
る
木
村
信
次
さ
ん
か
ら
入
会
を
奨
め
ら
れ
、
双
方
に
出
入
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
勤
務
先
の
上
司
が
当
会
の
理
事
に
居
ら
れ
、
土
日
曜
日
に
出

勤
頻
度
の
高
い
社
会
教
育
課
員
で
あ
っ
た
私
は
、
本
務
に
精
励
す
べ
し
と

諌
め
ら
れ
、
幾
許
も
経
ず
し
て
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
た
な
分

野
に
興
味
を
抱
い
た
だ
け
に
意
気
消
沈
し
ま
し
た
が
、
お
二
人
か
ら
は
何

か
に
付
け
呼
び
出
し
て
い
た
だ
き
、
上
司
の
目
を
掻
い
潜
っ
て
図
書
館
に

忍
び
込
ん
だ
も
の
で
す
。
そ
し
て
草
加
で
の
歴
史
団
体
発
足
を
執
拗
に
嗾

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
本
気
で
考
え
始
め
た
直
後
、
大
学
の
恩
師
と
七
人
程
が
箱

根
の
折
口
信
夫
の
別
荘
で
湯
治
を
愉
し
む
機
会
が
あ
り
、
「
社
会
教
育
の

領
域
を
広
げ
た
い
な
ら
、
草
加
の
旧
村
落
の
古
老
で
実
力
者
的
存
在
だ
っ

た
人
た
ち
と
一
層
接
近
し
な
く
て
は
駄
目
だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
、

そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
早
速
実
践
を
目
論
み
ま
し
た
。
幸
い
二
十
人
ほ
ど
が
発

起
人
を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
一
般
募
集
を
含
め
百
人
か
ら
の

団
体
を
組
織
し
「
草
加
史
談
会
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
市

内
に
眠
る
埋
没
資
料
の
収
集
に
大
き
な
効
力
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、
併
せ

て
、
歴
史
談
義
と
は
無
関
係
な
子
供
会
、
青
年
会
、
各
種
文
化
団
体
を
拡

充
す
る
工
作
に
も
大
い
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尤
も
、
市
役
所
は
、
人
事
異
動
に
伴
い
絶
え
ず
部
署
が
代
わ
る
た
め
、

余
暇
時
間
の
活
用
と
は
い
え
、
役
職
に
よ
っ
て
は
他
部
署
が
所
管
す
る
市

民
団
体
の
運
営
に
深
入
り
し
づ
ら
い
風
潮
が
蔓
延
し
、
定
年
退
職
後
に
再

加
入
し
た
の
が
実
態
で
す
。
既
に
越
谷
を
居
住
地
に
し
て
お
り
ま
し
た
か

ら
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
に
も
、
復
帰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
初
の
越
谷
市
郷
土
研
究
会
は
、
会
員
に
よ
る
調
査
研
究

の
成
果
を
、
会
員
自
ら
が
発
表
し
、
市
史
編
さ
ん
の
副
次
的
遺
産
と
し
て



蓄
積
す
る
こ
と
に
主
体
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
史
跡
め
ぐ
り
で
市

外
に
出
向
く
場
合
で
も
、
越
谷
と
の
関
連
性
を
重
視
し
て
場
所
を
選
定
し

た
た
め
、
周
辺
地
域
か
ら
順
次
拡
充
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
少

な
く
も
、
興
味
本
位
の
遊
覧
的
事
業
で
は
無
か
っ
た
印
象
が
強
く
残
っ
て

お
り
ま
す
。

今
日
の
越
谷
市
政
は
、
歴
史
遺
産
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
強
い
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
街
中
に
は
そ
れ
ら
を
解
説
す
る
掲
示
板
や
場
所

を
案
内
す
る
道
標
が
余
り
に
少
な
す
ぎ
ま
す
。
四
周
で
博
物
館
的
施
設
が

無
い
の
は
越
谷
だ
け
で
す
し
、
文
化
財
的
価
値
の
高
い
資
料
さ
え
指
定
さ

れ
ず
朽
ち
る
儘
の
状
態
で
す
。
そ
れ
で
も
、
事
の
重
大
性
を
誰
か
が
示
唆

し
啓
発
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
当
会
が
そ
れ
に
勢
力
を
費
や

し
過
ぎ
て
は
、
本
来
の
活
動
目
的
か
ら
離
反
し
て
し
ま
い
ま
す
。

定
款
第
三
条
（
目
的
）
に
は
「
郷
土
の
調
査
・
研
究
を
行
い
・
・
・
」

と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
趣
意
を
弁
え
た
役
員
さ
ん
方
が
率
先
し
て
自
身

の
調
査
・
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
大
勢

の
会
員
さ
ん
に
働
き
か
け
、
越
谷
全
域
を
網
羅
し
た
各
種
悉
皆
調
査
を
行

っ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
旧
村
落
別
の
地
勢
台
帳
作
り
や
鳥

居
・
眷
属
・
記
念
碑
・
屋
敷
神
・
民
俗
行
事
（
オ
ビ
シ
ャ
・
代
参
講
・
札

所
巡
り
）
・
芸
能
（
神
楽
・
獅
子
舞
・
念
佛
講
）
な
ど
で
す
。
何
れ
も
調

査
項
目
に
基
づ
い
て
台
帳
に
記
述
し
ま
す
が
、
越
谷
な
ら
で
は
の
機
動
力

が
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
明
治
は
疎
か
大
正
時
代
さ
え
語

れ
る
人
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
再
調
査
が
困
難
な
事
項
か
ら
順

次
実
施
す
る
こ
と
で
、
後
世
に
大
き
な
遺
産
を
残
し
た
と
高
評
価
が
得
ら

れ
る
こ
と
は
間
違
い
在
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
既
存
の
活
字
化
さ
れ
た
図
書
や
各
種
報
告
書
類
、
及
び
街
中
で

の
俗
説
な
ど
を
精
査
す
る
こ
と
無
く
発
表
資
料
に
引
用
し
活
字
書
が
出

来
る
こ
と
を
危
惧
し
ま
す
。
本
会
が
対
外
的
に
頒
布
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
特
に
注
意
を
促
し
補
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
設

立
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
第
二
次
市
史
編
纂
事
業
に
先
ん
じ
て
緻
密
な
調

査
研
究
成
果
を
再
蓄
積
す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
郷
土
研
究
会
の
現
状
と
課
題
】

大
野

悦
治

（
現
状
）会
員
の
年
齢
は
、
高
齢
化
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
、
会
の
運
営
に

支
障
（
特
に
史
跡
め
ぐ
り
）
を
き
た
し
か
ね
な
い
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

（
課
題
）

１

若
年
層
へ
の
広
報
活
動
の
推
進
。

２

会
員
の
中
に
は
ま
だ
多
く
の
有
能
な
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
幅
広
い
情
報
ア
ン
テ
ナ
に
よ
り
把
握
し
活
用
す
る
こ
と
。

３

制
約
が
な
け
れ
ば
、
任
期
の
見
直
し
等
（
例
え
ば
実
行
委
員
の
任

期
２
年
を
１
年
に
短
縮
、
委
員
の
増
員
）
を
行
い
、
会
員
に
参
画

意
識
の
醸
成
を
は
か
り
、
し
つ
か
り
と
会
を
支
え
る
存
在
に
な
っ

て
も
ら
う
。



【
郷
土
研
究
会
の
現
状
と
課
題
】

会
報
に
つ
い
て

和
泉

守

郷
土
研
究
と
い
う
目
的
に
沿
っ
て
い
る
の
は
会
報
で
あ
り
歴
史
講
演

会
で
す
が
、
中
で
も
会
報
は
手
元
に
残
り
、
い
つ
で
も
参
照
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
こ
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
肝
要
か
と

思
い
ま
す
。

具
体
的
な
提
言
は
次
の
通
り
で
す
。

１
、
隔
年
で
な
く
毎
年
発
行
と
す
る
。
研
究
発
表
者
に
対
し
て
発
表
の
場

が
増
え
る
。

２
、
一
年
間
の
講
演
会
の
概
要
も
掲
載
す
る
。
参
加
者
に
は
記
憶
を
、
不

参
加
者
に
は
情
報
を
提
供
す
る
。

３
、
同
じ
く
研
究
発
表
で
あ
る
展
示
会
の
内
容
も
掲
載
す
る
。

４
、
好
評
を
博
し
た
発
表
に
は
ミ
ニ
史
跡
め
ぐ
り
（
越
谷
市
内
）
の
機
会

を
提
供
す
る
。

【
郷
土
研
究
会
の
現
状
と
課
題
】

郷
土
研
究
会
と
私

田
端

功
政

郷
土
研
究
会
と
関
係
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
代
に
岩
槻
市
に
あ
る
坂

東
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
第
十
二
番
札
所
、
慈
光
寺
の
見
学
に
参
加
し
、

大
き
な
寺
と
立
派
な
仏
塔
に
つ
い
て
十
数
名
の
人
に
交
じ
り
、
丁
寧
な
説

明
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
鎌
倉
市
内
の
五
山
第
二
位
円
覚
寺

を
見
学
、
建
長
寺
で
座
禅
体
験
を
し
、
食
事
で
騒
が
し
い
と
住
職
に
注
意

さ
れ
た
こ
と
な
ど
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

私
の
興
味
が
あ
る
の
は
、「
地
域
の
歴
史
」
と
「
越
谷
の
地
形
の
歴
史
」

を
調
べ
、
越
谷
市
民
と
し
て
守
り
た
い
文
化
財
の
知
識
を
深
め
、
「
文
化

財
の
保
存
」
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
住
ん
で
い
る
近
く
の

道
、
水
路
と
堀
、
田
畑
の
開
発
、
住
宅
地
の
造
成
な
ど
歴
史
的
に
理
解
で

き
た
ら
と
い
つ
も
感
じ
ま
す
。

私
は
、
今
郷
土
研
究
会
の
中
で
「
史
跡
め
ぐ
り
」
を
担
当
し
、
見
学
場

所
の
歴
史
的
価
値
、
歩
く
道
順
と
所
要
時
間
、
経
費
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
（
四
人
）
で
相
談
し
ま
す
。
参
加
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

私
が
郷
土
研
究
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

会
に
所
属
し
て
「
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
事
で
す
。

会
を
立
派
に
す
る
に
は
、
会
員
と
役
員
が
協
力
し
「
郷
土
研
究
会
」
を
市

民
か
ら
「
い
い
会
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
会
に
す
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

す
。昭
和
三
十
年
、
四
十
年
代
越
谷
市
の
人
口
は
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
故
郷
を
離
れ
、
東
京
近
辺
で
働
き
、
家
族
と
越
谷
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
人
達
の
話
を
「
書
き
上
げ
」
て
み
た
い
と
感
じ
る
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す
。



【
郷
土
研
究
会
の
現
状
と
課
題
】

あ
っ
た
ら
い
い
な

小
林
か
つ
よ

越
谷
市
の
特
徴
っ
て
何
だ
ろ
う
。

江
戸
時
代
、
日
光
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
物
流
の
要
で
あ
る
船

が
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
。
明
治
に
な
る
と
鉄
道
が
主
流
と
な
り
様
変
わ

り
し
て
い
っ
た
。
又
、
川
は
何
度
も
流
路
を
変
え
た
り
、
時
に
は
氾
濫
し

住
民
や
農
作
物
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
「
川
の
あ
る
ま
ち
」
は

良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
川
の
流
れ
と
共
に
生
活
し
て
き
た
よ
う
に

思
う
。
こ
の
地
域
の
歴
史
や
時
代
の
変
化
な
ど
を
知
る
上
で
も
、
目
に
見
え
る

形
で
展
示
す
る
郷
土
歴
史
館
と
か
民
俗
資
料
館
が
あ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
か
。
使
わ
れ
て
い
な
い
小
中
学
校
の
教
室
を
利
用
す
る
と
か
、
古
民
家
を
修

繕
移
築
す
る
な
ど
器
は
な
る
べ
く
経
費
を
か
け
ず
に
内
容
を
充
実
さ
せ

て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
中
身
の
収
集
か
ら
。

農
作
業
や
祭
り
の
風
景
写
真
、
納
屋
の
奥
に
眠
っ
て
い
る
古
道
具
、
古

着
、
代
々
受
け
継
が
れ
た
雛
人
形
や
五
月
人
形
、
生
活
用
品
や
船
、
公
募

で
提
供
を
依
頼
す
る
な
ど
の
方
法
で
展
示
物
の
発
掘
は
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
郷
土
研
究
会
の
現
状
と
課
題
】

増
岡

武
司

越
谷
市
郷
土
研
究
会
創
立
五
十
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
十
年
の
永
い
歴
史
を
考
え
る
と
き
、
発
足
当
時
か
ら
今
日
ま
で
の
間

に
携
わ
っ
た
諸
先
輩
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
申
し
ま
す
が
、
運
営
に
努
力
さ
れ
た
会
長
他
役

員
諸
氏
及
び
会
員
の
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
成
果
が
得
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
会
員
一
人
一
人
の
努
力

だ
と
思
い
ま
す
。

四
月
一
日
現
在
の
会
員
数
は
三
五
三
名
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年

度
は
三
六
五
名
？
の
会
員
が
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
越
谷
市
郷
土
研
究

会
の
重
要
課
題
は
会
員
の
増
強
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
四
月
の
人
生
の
節
目
で
退
職
さ
れ
た
方
々
に
多
く
呼

び
掛
け
て
会
員
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
存
じ
ま
す
。
募
集
の
方

法
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
会
員
に
よ
る
知
人
・
友
人
へ
の
口
コ
ミ
で
の
お

誘
い
が
有
効
と
考
え
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
等
を
活
用
し
た
学
び
の
場

を
提
供
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
会
員
を
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。



【
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
に
思
う
】

年
輪
五
十
年

新
井

敏
浩

設
立
五
十
周
年
記
念
。
何
周
年
と
な
る
と
、
な
ぜ
か
年
輪
が
浮
か
ぶ
。

今
ま
で
機
会
あ
る
た
び
に
言
葉
の
端
々
に
出
て
き
た
気
が
す
る
。

社
会
人
に
な
っ
て
何
年
目
か
の
社
内
旅
行
の
際
、
湖
の
岸
辺
に
木
の
博

物
館
が
あ
り
、
入
口
に
直
径
一
、
五
メ
ー
ト
ル
の
切
株
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
切
株
の
年
輪
の
立
派
な
の
に
驚
い
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
皆
が
手
で
撫
で
ま
わ
す
の
で
素
晴
ら
し
く
光
沢
が
あ
っ
た
。
「
一
本

の
木
は
ど
ん
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
説
明
版
が
あ

り
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
は
た
ら
き
の
多
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。
自
然
界
の

過
酷
な
状
況
に
生
き
延
び
る
為
に
、
同
じ
年
輪
は
な
い
と
い
う
。
褒
め
ら

れ
る
年
輪
か
な
で
あ
る
。
人
間
も
同
じ
で
あ
る
。
永
年
真
直
ぐ
歩
い
て
き

た
様
で
も
複
雑
な
社
会
環
境
に
彷
徨
し
、
影
響
さ
れ
な
が
ら
人
間
は
様
々

な
個
性
・
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

扨
て
、
現
役
を
辞
し
て
時
を
お
か
ず
趣
味
に
又
、
地
域
社
会
に
密
着
行

動
し
て
い
る
う
ち
に
、
元
々
人
間
好
き
が
人
間
大
好
き
に
変
わ
っ
た
。
人

生
経
験
豊
か
な
人
々
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
ま
さ
に
千
姿
万
態
の
人
達
。

そ
し
て
尚
一
層
、
人
と
の
交
流
を
求
め
て
い
る
と
き
に
「
越
谷
市
郷
土
研

究
会
」
の
会
員
募
集
に
惹
か
れ
た
。
入
会
し
た
の
は
六
十
五
歳
の
時
で
あ

る
。
郷
土
研
究
会
は
人
間
研
究
会
で
も
あ
る
と
思
え
る
。
広
い
交
遊
と
学

ぶ
場
を
与
え
て
く
れ
る
意
義
の
あ
る
存
在
と
考
え
て
い
る
。

年
輪
の
紋
様
に
は
突
起
や
刺
が
な
い
。
私
も
は
や
七
十
五
歳
。
人
と
の

交
わ
り
の
お
蔭
で
、
頑
固
で
跋
扈
に
な
り
が
ち
な
後
期
人
生
を
先
送
り
し

て
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
人
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
、
形
の

美
し
い
年
輪
を
描
け
る
よ
う
努
力
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。

最
後
に
改
め
て
郷
土
研
究
会
の
五
十
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
ま
す
ま

す
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
に
思
う
】

「
古
志
賀
谷
」
会
報
誌
に
思
う

ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
ん
で
ー
川
原

文
子

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
越
谷
市
に
転
居
し
て
、
三
十
六
年
目

の
春
を
曲
が
り
な
り
に
も
過
ご
し
て
い
る
。
ふ
る
里
に
近
い
、
と
い
う
心

理
的
な
思
考
が
働
い
て
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
土
地
勘
の

な
い
私
は
市
役
所
や
図
書
館
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。



＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
「
川
の
あ
る
ま
ち
」
と
い
う
越
谷
の

文
化
総
合
誌
が
、
教
育
委
員
会
よ
り
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
中
の

「
レ
ポ
ー
ト
」
部
門
に
、
当
時
の
社
会
教
育
課
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
学

童
疎
開
の
記
録
」
が
あ
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、

東
京
の
空
襲
を
の
が
れ
て
越
谷
に
疎
開
し
て
き
た
国
民
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
作
文
集
を
書
き
残
し
て
い
た
」
と
い
う
も
の
で
、
十
七
ペ
ー
ジ
に

わ
た
っ
て
子
ど
も
（
六
年
生
）
の
作
文
が
原
文
の
ま
ま
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
省
く
が
、
そ
の
時
の
学
童
の
一
人
が
越
谷
市
内
に
住
ん
で
い
て
そ

の
人
を
通
じ
て
再
録
し
た
も
の
で
、
実
体
験
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く

る
。
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
五
日
、
三
年
・
五
年
・
六
年
の
一
〇
〇
名
の

女
子
生
徒
が
東
武
線
に
乗
っ
て
疎
開
し
て
き
た
。
疎
開
先
は
、
桜
井
村
の

林
西
寺
で
、
降
り
立
っ
た
の
が
武
里
駅
。
外
は
雨
。
背
中
に
は
全
員
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
。
班
毎
に
隊
列
を
組
ん
で
、
は
だ
し
で
砂
利
道
を
行
進
し
た

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
作
文
集
は
林
西
寺
で
保
存
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

私
の
手
も
と
に
第
十
二
号
以
後
の
会
報
誌
が
五
冊
（
第
十
五
号
は
紛
失
）

あ
る
。
ど
の
号
も
読
み
飽
き
な
い
無
尽
蔵
の
宝
の
宝
庫
だ
。「
古
志
賀
谷
」

会
報
誌
に
会
員
と
し
て
私
の
名
前
が
第
十
三
号
（
平
成
十
七
年
刊
）
か
ら

載
る
。
ま
た
、
四
代
目
の
現
会
長
が
誕
生
し
た
年
で
も
あ
る
。
新
会
長
は

就
任
の
ご
挨
拶
の
中
で
、
∧
あ
く
ま
で
「
市
民
」
の
団
体
で
す
。
そ
し
て

当
会
は
「
郷
土
史

・

・

・

」
研
究
会
で
は
な
く
、
「
郷
土
・

・

」
研
究
会
で
す
。
∨
と

明
言
さ
れ
た
。

毎
年
特
色
の
あ
る
編
集
で
、
中
で
も
会
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
愉
し
く
読

ん
だ
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
参
加
者
は
会
員
の
四
十
㌫
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
例

え
ば
、
第
十
三
号
で
は
入
会
の
動
機
を
訊
ね
て
い
る
。
異
口
同
音
に
「
歴

史
す
き
」
が
五
十
㌫
と
断
ト
ツ
に
多
く
、「
越
谷
を
知
る
」
の
二
十
六
㌫

を
抜
い
て
い
る
。
さ
す
が
「
歴
史
す
き
」
が
支
え
て
い
る
集
団
と
認
識
し

た
。
で
は
、
日
本
史
の
ど
の
時
代
に
多
く
の
関
心
が
集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
十
六
号
で
は
、
そ
の
核
心
を
突
く
問
い
で
、
「
江
戸
」
時
代
が
断
ト
ツ

に
多
く
三
十
一
㌫
。
そ
の
理
由
を
引
用
で
き
な
い
の
が
残
念
。
な
か
で
も

影
の
薄
い
「
昭
和
（
終
戦
ま
で
）
」
・
「
戦
後
」
は
そ
れ
ぞ
れ
六
㌫
ど
ま
り

の
意
外
な
結
果
と
な
っ
た
。

自
分
が
今
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
を
、
後
世
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
く
れ
る
の
か
、
興
味
津
々
で
は
な
い
で
す
か
。
先
に
示
し
た
「
学

童
疎
開
の
記
録
」
も
、
六
年
生
が
書
き
残
し
た
作
文
集
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
そ
の
当
時
の
疎
開
児
童
の
日
常
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
の

で
あ
っ
て
、
創
作
で
は
な
い
強
み
が
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

に
、
中
核
市
・
越
谷
が
誕
生
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
当
「
郷
土
」
研
究

会
へ
の
期
待
も
ま
す
ま
す
高
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



【
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
に
思
う
】

提
案
「
越
谷
市
郷
土
史
ク
イ
ズ
一
〇
〇
選
」
の
編
纂

大
野
保
司

越
谷
市
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
五
十
周
年
に
当
た
り
、
「
越
谷
市
郷
土
史
ク
イ
ズ
一
〇
〇
選
」

の
編
纂
を
提
案
し
ま
す
。

郷
土
研
究
会
で
は
、
す
で
に
越
谷
七
不
思
議
の
制
定
な
ど
も
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
越
谷
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
民
自
体

が
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
普
及
啓
発
が
必

要
な
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
雛
め
ぐ
り
や
甲
冑
め
ぐ
り
を

通
じ
て
、
越
谷
の
古
い
文
物
へ
の
地
元
市
民
の
興
味
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
大
い
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
五
〇
年
の
蓄
積
を
最
大

限
に
活
用
し
て
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
「
越
谷
市
郷
土
史
ク
イ

ズ
一
〇
〇
選
」
の
編
纂
を
提
案
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
、
多
く
の
市
民
に
越
谷
の
郷
土
史
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
い
、

同
好
の
士
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
〇
〇
問
の
数
で
あ
れ

ば
、
入
門
編
か
ら
応
用
編
ま
で
幅
広
く
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
で
す
し
、

こ
れ
ま
で
の
郷
土
研
究
の
成
果
の
集
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
公

募
に
よ
り
、
市
民
か
ら
の
提
案
や
ま
だ
知
ら
な
い
郷
土
の
未
知
と
の
遭
遇

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
一
問
を
問
と
回
答
を
一
頁
づ
つ
に
し
て
、
一
頁

に
最
低
一
つ
は
写
真
や
図
表
を
多
く
取
り
込
む
形
で
、
見
や
す
く
取
り
つ

き
や
す
い
も
の
と
す
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
越
谷
市
郷

土
研
究
会
が
こ
の
五
十
周
年
の
節
目
に
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
わ
か
り
や

す
く
と
り
ま
と
め
、
市
民
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
記
念
企
画
が
実
現
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。



【
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
に
思
う
】

越
谷
っ
こ

貴
田

陽
一

越
ケ
谷
で
生
ま
れ
て
八
十
年
、
越
ケ
谷
の
水
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か
っ
て
い

る
私
で
す
。

越
ケ
谷
幼
稚
園
、
越
ケ
谷
小
学
校
、
越
ケ
谷
中
学
校
、
越
ケ
谷
高
等
学

校
（
定
時
制
）
、
夜
間
大
学
。
現
在
在
籍
六
十
三
年
の
越
谷
市
民
合
唱
団

「
よ
し
き
り
」
、
そ
れ
に
越
谷
市
青
年
団
。
越
高
定
時
制
に
入
っ
た
年
に

恩
師
の
紹
介
で
就
職
し
、
同
じ
仕
事
（
損
害
保
険
）
を
今
も
こ
の
町
で
続

け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

八
十
歳
に
な
っ
た
私
を
「
ヨ
ー
チ
ャ
ン
」
と
呼
ん
で
く
れ
る
人
た
ち
も

い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
町
で
最
も
可
愛
が
ら
れ
て
い
る
一
人
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
せ
者
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
越
ケ
谷
の
水
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か
っ
て
し
ま
う
と
、

え
ら
そ
う
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
お
里
が
知
れ
て
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
外
か
ら
来
た
方
た
ち
に
は
、
不
思
議
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

い
く
つ
か
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

あ
え
て
、
三
つ
の
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
「
見
ず
れ
え

こ
と
は
す
る
な
」
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
「
根
回
し
」
と
い
う
こ
と
。

三
つ
目
は
「
分
か
っ
た
ら
と
こ
と
ん
」
と
い
う
こ
と
か
な
。
誌
面
の
都
合

で
簡
単
に
解
説
し
ま
し
ょ
う
。
一
つ
目
の
「
見
ず
れ
え
こ
と
は
す
る
な
」

は
見
ず
ら
い
、
即
ち
人
か
ら
見
ら
れ
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
、
言
い
換
え
れ

ば
、
と
っ
ぴ
だ
と
思
わ
れ
る
事
は
嫌
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
ま
わ
り
に
気
を

遣
っ
て
し
ま
い
、
飛
び
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
例
外
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
私
は
そ
の
人
た
ち
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

次
に
「
根
回
し
」。
こ
れ
は
青
年
団
長
の
時
、
町
民
運
動
会
開
催
の
際
、

自
治
会
の
青
年
会
長
さ
ん
達
へ
の
協
力
要
請
の
不
徹
底
か
ら
「
俺
は
聞
い

て
な
い
よ
、
知
ら
ね
え
な
」
と
言
う
声
が
青
年
会
長
さ
ん
達
か
ら
上
が
り

ま
し
た
。
根
回
し
が
不
十
分
で
し
た
。
早
速
、
副
団
長
と
と
も
に
全
会
長

さ
ん
を
訪
ね
、
詫
び
状
を
入
れ
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
徹
底
的
に
詫
び
ま

し
た
。
許
し
を
乞
い
ま
し
た
。
最
初
、
し
ら
じ
ら
と
し
て
い
た
会
長
さ
ん

達
の
一
角
か
ら
ほ
ぐ
れ
て
、
次
第
に
方
向
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
町
で
「
根
回
し
」
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
あ
と
、
青
年
会
長
さ
ん
達
に
大
変
化
が
お
こ
り
、
皆
さ

ん
達
の
「
分
か
っ
た
ら
と
こ
と
ん
」
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
生
ま
れ
育
て
ら
れ
た
こ
の
町
は
、
優
れ
た
商
人
の
町
で
し
た
。
平

凡
で
は
あ
る
が
、
人
の
良
い
人
達
が
平
和
な
町
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
町
に
来
ら
れ
た
人
達
に
と
っ
て
も
ど
う
か
、
安
住
の
町
と
し
て
保
た

れ
て
ゆ
く
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

郷
土
研
究
会
で
、
こ
れ
か
ら
史
跡
め
ぐ
り
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
と
し
て



は
・
・
・
・
・

利
根
川
を
渡
る
と
、
私
の
心
が
騒
ぎ
ま
す
。
未
知
の
ロ
マ
ン
の
中
に
吸

い
込
ま
れ
て
ゆ
く
よ
う
な
思
い
が
し
ま
す
。
ま
ず
は
平
将
門
が
轡
を
並
べ

て
走
り
回
っ
た
跡
。
徳
川
家
康
が
関
東
の
土
地
改
良
の
た
め
、
利
根
川
を

銚
子
ま
で
移
し
た
大
事
業
跡
。
江
戸
に
物
資
を
運
ぶ
た
め
に
設
け
ら
れ
た

関
宿
の
合
流
点
。
草
加
市
柿
ノ
木
に
あ
る
女
体
神
社
と
関
係
の
深
い
豊
田

城
。
（
城
を
落
ち
の
び
た
一
族
が
神
社
の
近
辺
に
住
ん
だ
作
家
、
豊
田
三

郎
・
森
村
桂
。
越
谷
で
は
今
は
な
い
が
行
田
屋
陶
器
店
が
ゆ
か
り
の
家
）

長
塚
節
の
「
土
」
の
舞
台
と
な
っ
た
鬼
怒
川
沿
い
の
村
。
そ
れ
に
茨
城
県

が
力
を
入
れ
て
い
る
坂
東
市
に
あ
る
自
然
博
物
館
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
な

い
諸
所
。
日
帰
り
圏
内
を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
と
血
の
騒
ぐ
と
こ
ろ
が
ま

だ
ま
だ
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
に
思
う
】

思
い
出
す
方
々

木
原

徹
也

越
谷
市
郷
土
研
究
会
が
今
年
創
立
五
十
周
年
と
の
こ
と
。
お
祝
い
を
申

し
上
げ
た
い
。
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
、
会
員
の
親
睦
と
地
域
文
化
の

向
上
に
果
た
し
て
き
た
実
績
は
誇
り
得
る
も
の
と
思
う
。

私
は
現
在
「
会
友
」
と
い
う
立
場
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
住
居
は

千
葉
県
野
田
市
だ
が
、
か
つ
て
越
谷
市
役
所
に
勤
務
し
、
菩
提
寺
は
天
嶽

寺
で
春
・
秋
の
彼
岸
、
八
月
の
旧
盆
に
は
毎
年
墓
参
に
お
と
ず
れ
て
い
る
。

私
が
当
会
に
入
会
し
た
の
は
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
十
一
月
だ

っ
た
。
こ
の
当
時
の
事
は
会
報
二
号
に
「
感
想
」
と
し
て
書
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。

入
会
当
時
の
会
長
は
大
野
伊
右
衛
門
氏
、
理
事
は
大
沢
弘
氏
（
県
議
）
・

大
塚
伴
鹿
氏
（
前
市
長
）
は
じ
め
錚
々
た
る
方
々
が
並
ぶ
豪
華
さ
だ
っ
た
。

幹
事
は
木
村
信
次
氏
（
市
立
図
書
館
長
）
・
谷
岡
隆
夫
（
後
に
郷
土
研
究

会
会
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
の
は
ご
存
知
の
と
お
り
）
と
日
置
宗
一
の

各
氏
で
、
木
村
先
生
と
谷
岡
氏
の
名
コ
ン
ビ
は
そ
の
後
久
し
く
続
き
、
会

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

木
村
先
生
は
た
い
へ
ん
ダ
ン
デ
ィ
な
方
だ
っ
た
が
、
入
会
し
た
て
の
者

に
も
分
け
隔
て
な
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
早
速
、
当
時
市
史
編
纂
担
当
の

本
間
清
利
氏
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
お
二
人
に
は
、
そ
の
後
ず



っ
と
ご
指
導
を
頂
き
、
歴
史
好
き
の
私
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
恩
人
と
な
ら
れ
、
本
当
に
感
謝
に
た
え
な
い
。

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
会
報
の
創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
表
紙
は

久
伊
豆
神
社
の
藤
の
花
の
写
真
で
飾
ら
れ
た
が
、
ま
だ
会
報
名
は
無
か
っ

た
。そ
の
後
、
会
長
は
小
島
誠
氏
に
代
わ
っ
た
が
、
い
か
に
も
教
育
者
の
雰

囲
気
を
残
し
た
会
長
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
是
非
会
報
第
二
号
を
作
り
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
た
。
そ

こ
で
編
集
準
備
会
が
作
ら
れ
、
私
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当

時
の
市
立
図
書
館
（
市
役
所
前
に
在
っ
た
福
祉
会
館
の
一
フ
ロ
ア
ー
が
図

書
館
に
な
っ
て
い
た
）
の
一
室
で
会
合
が
開
か
れ
た
。
ま
ず
会
報
の
名
称

を
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
越
谷
地
域
の
開
発
の
祖
と

も
言
え
る
「
古
志
賀
谷
二
郎
」
に
ち
な
み
「
古
志
賀
谷
（
こ
し
が
や
）
」

に
し
た
ら
と
の
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
読
み
方
が
難
解
な
ど
の

意
見
も
出
た
が
、
会
報
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

こ
の
当
時
の
会
員
で
は
、
ま
ず
本
間
清
利
氏
は
歴
史
研
究
者
と
し
て

次
々
と
立
派
な
論
文
や
著
書
も
出
版
さ
れ
、
多
く
の
専
門
家
の
高
い
評
価

を
得
た
。
一
方
、
越
谷
の
中
世
や
会
田
氏
を
テ
ー
マ
と
し
た
山
崎
善
司
氏

と
、
越
ヶ
谷
御
殿
や
会
田
氏
研
究
の
た
め
、
ご
子
孫
を
わ
ざ
わ
ざ
静
岡
市

に
尋
ね
、
家
宝
の
家
系
図
を
調
査
し
た
石
塚
吉
男
氏
、
こ
の
両
氏
の
熱
意

と
情
熱
は
ア
マ
チ
ュ
ア
な
が
ら
郡
を
抜
い
て
い
た
。
他
に
独
特
の
歴
史
観

を
持
っ
て
い
た
三
原
善
太
郎
氏
。
書
か
れ
る
論
文
は
あ
ま
り
に
も
特
異
で

い
つ
も
悩
ま
さ
れ
た
。
さ
ら
に
日
置
宗
一
氏
や
天
野
征
之
輔
氏
は
非
常
に

温
厚
な
人
柄
そ
の
ま
ま
で
、
講
座
や
史
跡
め
ぐ
り
の
案
内
を
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
年
代
頃
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
加
え
て
、
宮
川
進
氏

（
現
会
長
）・
加
藤
幸
一
氏
（
現
顧
問
）・
丸
田
富
夫
氏
・
山
田
政
信
氏
・

鈴
木
秀
俊
氏
な
ど
が
多
く
の
優
れ
た
調
査
研
究
を
会
報
に
発
表
さ
れ
、
ま

た
史
跡
め
ぐ
り
の
案
内
を
さ
れ
る
な
ど
活
躍
さ
れ
、
会
報
も
一
段
と
充
実

し
、
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
自
身
は
、
初
め
て
理
事
を
仰
せ
つ
か
っ
た
頃
は
一
番
の
若
手
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
本
業
の
市
職
員
と
し
て
責
任
も
重
く
多
忙
と
な
り
、
し
か
も

人
事
異
動
に
よ
り
勤
務
地
が
八
潮
市
に
な
る
等
、
数
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
と

な
っ
て
し
ま
い
心
な
ら
ず
も
会
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
申
し
訳
な
い
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
会
の

行
事
に
は
何
回
か
参
加
し
た
も
の
の
、
浦
島
太
郎
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
状
態
で
現
在
に
至
り
「
会
友
」
と
し
て
、
皆
様
の
お
手
を
わ
ず

ら
わ
せ
て
い
る
。

折
に
ふ
れ
て
送
っ
て
い
た
だ
く
各
種
行
事
の
案
内
や
「
古
志
賀
谷
」
を

見
て
、
多
く
の
会
員
、
役
員
の
方
々
に
よ
る
活
発
な
事
業
展
開
や
高
度
な

研
究
論
文
に
接
し
て
、
本
当
に
嬉
し
く
心
強
く
思
っ
て
い
る
。

五
十
周
年
を
機
に
さ
ら
に
一
層
の
飛
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。



【
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
に
思
う
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
越
谷
市
郷
土
研
究
会
創
立
五
十
周
年

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

菅
波

昌
夫

＝
＝
＝
郷
土
研
究
会
∧
思
い
出
∨
今
昔
＝
＝
＝

昭
和
四
十
年
三
月
、
越
谷
郷
土
研
究
会
が
市
立
福
祉
会
館
内
に
発
足
し
、

事
務
所
を
市
立
図
書
館
内
に
置
い
た
。
会
長
大
野
伊
右
衛
門
さ
ん
始
め
、

理
事
・
会
員
の
皆
様
で
ス
タ
ー
ト
し
会
費
は
五
百
円
で
し
た
。

七
年
後
の
昭
和
四
七
年
に
会
報
創
刊
号
が
発
表
さ
れ
、
次
の
名
言
が
載

っ
て
お
り
ま
し
た
。

『
越
谷
の
文
化
の
灯
よ
高
く
上
が
れ
』
と
叫
ば
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

『
越
谷
の
美
・
田
園
の
美
・
森
林
の
美
・
川
の
美
』
に
魅
せ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
私
な
り
に
郷
土
研
究
会
を
創
立
か
ら
現
代
ま
で
を
三
つ
に
分

け
て１
、
昭
和
四
十
年
～
六
三
年
迄
を
「
起
」
：
先
人
達
の
知
恵

２
、
平
成
元
年
～
二
十
年
迄
を
「
承
」：
中
興
の
知
行

３
、
平
成
二
一
年
～
未
来
へ
「
結
」
：
次
の
世
代
へ
多
様
な
価
値
観

１
の
先
人
達
は
大
野
会
長
始
め
、
本
間
さ
ん
・
高
崎
さ
ん
・
山
崎
さ
ん
始

め
二
十
数
名
の
方
々
は
大
変
な
勉
強
を
さ
れ
、
苦
労
を
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
２
の
承
は
宮
川
会
長
・
山
田
さ
ん
・
加
藤
さ
ん
・
鈴
木
（
秀
）
さ
ん
始
め

十
五
名
の
方
々
は
中
興
の
祖
と
し
て
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

３
の
結
の
方
は
、
渡
辺
副
会
長
・
篠
原
さ
ん
・
田
端
さ
ん
。
皆
様
は
次
の

世
代
へ
進
化
・
発
展
さ
せ
、
末
長
く
研
究
会
を
進
め
る
事
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。＊

＊
＊

郷
土
研
究
会
∧
出
き
ご
と
∨
ベ
ス
ト
１
０

＊
＊
＊

１
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
越
谷
市
郷
土
研
究
会
」
の
発
足

２
、
卯
之
助
の
「
力
石
」
と
諸
行
事

３
、
宮
川
現
会
長
の
史
跡
め
ぐ
り
案
内
六
十
回
以
上

４
、
中
村
家
に
関
す
る
提
言
と
諸
行
事

５
、
石
碑
・
石
塔
・
石
仏
の
文
化
財
の
調
査
と
管
理

６
、
円
空
仏
の
謎

７
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成

８
、
三
五
〇
人
以
上
の
会
員
数
の
実
現

９
、
児
童
対
象
の
史
跡
め
ぐ
り
（
探
検
隊
）

１
０
、
谷
岡
元
会
長
始
め
、
諸
先
輩
の
逝
去

結
び
に
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
益
々
の
御
発
展
と
皆
様
の
御
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



【
郷
土
研
究
会
五
十
周
年
に
思
う
】

雑
感
『
郷
土
研
究
会
』
と
私
藤
井

佐
登
子

五
十
周
年
を
記
念
し
た
行
事
が
次
々
と
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
三
月
八

日
（
日
）
小
雨
・
冷
風
強
し
。
第
四
五
八
回
史
跡
め
ぐ
り
《
市
内
南
百
（
な

ん
ど
）
・
四
条
（
し
じ
ょ
う
）
・
別
府
（
べ
っ
ぷ
）
・
千
疋
（
せ
ん
び
き
）

を
歩
く
》
に
参
加
し
、
越
谷
市
の
南
東
端
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
初
め
て

聞
く
地
名
・
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
る
地
で
し
た
（
大
相
模
村
は
、
大
沢

町
立
小
・
中
学
校
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
は
全
く
よ
そ
の
地
で
し
た
）。

寒
風
の
吹
き
抜
け
る
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
の
集
合
場
所
は
、
い
つ
も
の
よ

う
に
、
い
や
、
い
つ
も
以
上
に
大
勢
の
方
々
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
の
内
の
二
十
数
名
の
方
が
会
員
以
外
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
何
と
す
ご
い
人
気
で
し
ょ
う
。

歩
き
始
め
る
と
、
風
は
頬
に
冷
た
く
、
風
雨
に
備
え
た
二
十
四
本
骨
の

や
ゝ
大
き
め
の
こ
う
も
り
傘
は
左
手
に
重
く
、
お
ま
け
に
安
全
歩
行
の
た

め
の
杖
も
右
手
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
九
十
を
超
え
る
傘
の
列
は
、
長
く
な

り
、
加
藤
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
お
話
も
聞
こ
え
た
り
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
、

さ
ら
に
列
の
最
後
尾
の
方
々
が
揃
う
ま
で
待
っ
た
り
、
ト
イ
レ
数
が
不
十

分
の
た
め
の
待
ち
時
間
を
雨
の
中
で
立
ち
尽
く
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
無
駄

（
？
）
な
時
間
も
あ
っ
て
、
予
定
の
時
刻
を
一
時
間
ほ
ど
オ
ー
バ
ー
し
て

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

道
中
、
ず
っ
と
痛
感
し
て
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は
ぐ
ず
ぐ
ず

歩
い
て
い
る
積
り
は
な
い
の
に
、
後
ろ
か
ら
来
る
方
が
私
を
追
い
抜
い
て

い
く
の
で
す
（
十
年
前
は
、
列
の
先
端
を
追
い
越
し
て
は
、
役
員
の
方
か

ら
『
旗
よ
り
前
に
出
な
い
で
！
』
と
注
意
を
受
け
た
く
ら
い
な
の
に
・
・
・
）
。

そ
し
て
見
回
し
て
み
れ
ば
、
こ
ゝ
数
年
の
間
に
メ
ン
バ
ー
の
顔
が
大
分
入

れ
替
っ
て
お
若
く
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
会
か
ら
引
退
勧
告
を
受
け
た
よ

う
な
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
、
社
会
人
・
職
業
人
に
な
る
た
め
の
時
間
割
が
、
職
業
に

就
い
て
か
ら
は
、
給
料
を
受
け
取
る
た
め
の
時
間
割
が
、
自
分
の
意
志
の

外
で
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
退
職
後
は
そ
の
時
間
割
表
が
真
っ
白
に
な

っ
て
慌
て
ま
し
た
。
徹
夜
し
よ
う
が
昼
寝
し
よ
う
が
、
全
く
自
分
の
サ
ン

デ
ー
毎
日
に
な
っ
て
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
き
、
す
ー
っ
と
餌
を
付
け
た

糸
が
目
の
前
に
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。
「
大
沢
」
に
関
す
る
講
演
会
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
数
回
の
講
演
会
・
史
蹟
め
ぐ
り
に
参
加
の
後
入
会
、
年
会

費
領
収
書
が
十
枚
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
現
役
引
退
ど
こ
ろ
か
現
役

続
行
軍
団
の
勢
い
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
二
泊
三
日
の
《
姫

路
・
京
都
・
山
辺
の
道
》
（
二
〇
〇
八
）
と
《
奈
良
・
東
大
寺
の
御
水
取

り
》
（
二
〇
一
二
）
は
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

講
演
会
の
テ
ー
マ
設
定
や
講
師
の
選
定
に
は
広
い
見
地
か
ら
迫
り
、
史

跡
め
ぐ
り
の
コ
ー
ス
取
り
は
盛
り
沢
山
で
資
料
も
豊
富
、
説
明
も
行
届
い

て
、
参
加
す
る
だ
け
の
身
で
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
さ
ら
に
、
調
査
・

研
究
の
記
録
・
報
告
等
を
ま
と
め
て
お
い
で
の
方
や
他
の
学
習
集
団
に
出

講
す
る
方
々
を
会
員
に
擁
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
我
が
身
の
程
は
棚
に

上
げ
た
ま
ま
、
も
う
少
し
こ
の
「
郷
土
研
究
会
」
に
し
が
み
つ
い
て
い
た

い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

（
ア
ラ
・
エ
イ
テ
ィ
ー
）



【
私
の
史
跡
め
ぐ
り
】

越
谷
市
郷
土
研
究
会

創
立
五
十
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩
瀬

静
江

私
が
史
跡
め
ぐ
り
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
平
成
五
年
三

月
の
「
武
蔵
国
分
寺
・
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
で
し
た
。
国
分
寺
駅
か

ら
、
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
へ
、
湧
水
の
ほ
と
り
の
「
お
鷹
の
道
」
を
歩
い
て
国

分
寺
跡
・
七
重
塔
跡
へ
、
こ
こ
で
は
昔
の
瓦
片
を
拾
い
ま
し
た
。

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
で
は
、
移
築
さ
れ
た
「
銭
湯
」
や
「
醤
油
屋
」、

古
い
大
き
な
農
家
な
ど
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
で
す
。

永
い
間
の
史
跡
め
ぐ
り
の
な
か
で
も
「
さ
き
た
ま
古
墳
群
」
と
国
宝
「
金

錯
銘
鉄
剣
」
、
そ
れ
か
ら
仏
像
や
庚
申
塔
・
力
石
な
ど
始
め
て
知
る
こ
と

ば
か
り
で
と
て
も
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

郷
土
研
究
会
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
り
、
夢
空
間
、
講
演
会
、
中
村
家
の

催
し
も
の
や
勉
強
会
等
、
忙
し
く
楽
し
く
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
た
事
を

誇
り
に
思
い
、
好
奇
心
を
失
わ
な
い
様
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
若
い
会
員
の
方
が
増
え
て
、
益
々
の
御
発
展
さ
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

【
私
の
史
跡
め
ぐ
り
】

私
の
今

宮
内

和
代

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
し
た
頃
か
ら
、
健
脚
と
は
い
え
な
い
私
に
は

参
加
で
き
る
史
跡
め
ぐ
り
が
少
な
く
な
っ
た
。
女
性
で
も
長
時
間
の
行
動

に
平
気
な
人
が
多
く
て
頼
も
し
い
。

案
内
の
ハ
ガ
キ
に
距
離
は
示
さ
れ
て
い
て
も
、
集
合
か
ら
解
散
の
時
間

の
長
さ
を
思
う
と
少
な
い
様
に
感
じ
て
も
、
地
図
な
ど
あ
れ
こ
れ
調
べ
た

り
す
る
と
不
参
加
に
な
っ
て
し
ま
う
。

数
年
間
案
内
グ
ル
ー
プ
の
役
員
と
し
て
下
見
な
ど
に
参
加
し
て
来
た

が
、
当
事
者
の
立
場
と
し
て
は
無
理
の
な
い
コ
ー
ス
と
納
得
し
て
い
た
の

だ
が
、
こ
れ
も
年
齢
の
せ
い
と
い
う
こ
と
で
仕
方
の
な
い
事
だ
ろ
う
と
諦

め
て
い
る
。

年
三
回
の
講
演
会
が
と
て
も
充
実
し
て
い
る
。
せ
め
て
こ
れ
だ
け
は
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。



【
私
の
史
跡
め
ぐ
り
】

史
跡
め
ぐ
り
『
あ
れ
こ
れ
』

菅
波

昌
夫

○
思
い
出
に
残
る
史
跡

１
、
秩
父
札
所
三
十
四
ヶ
所
御
開
帳

２
、
一
連
の
古
墳
群
め
ぐ
り
と
解
説

３
、
三
野
宮
卯
之
助
の
力
石
を
巡
る
全
国
の
旅

○
話
題
の
旅
あ
れ
こ
れ

１
、
東
京
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
水
族
館

２
、
海
か
ら
見
る
海
ホ
タ
ル

３
、
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

４
、
多
摩
御
陵

５
、
ラ
ー
メ
ン
博
物
館

６
、
カ
レ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

７
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
宇
宙
へ

８
、
さ
ま
ざ
ま
な
各
地
方
の
美
術
館
め
ぐ
り

９
、
鎌
倉
の
寺
社
め
ぐ
り
制
覇

○
ネ
ー
ミ
ン
グ
大
賞

「
六
本
木

み
ん
な
で
歩
け
ば

こ
わ
く
な
い
」

○
私
の
味
わ
っ
た
「
快
」
・「
痛
」
・
「
楽
」

「
快
」

研
究
会
の
「
黄
色
い
旗
」
を
右
手
に
高
く
揚
げ
、
先
頭
で
引

率
す
る
こ
と
で
優
越
感
に
浸
っ
た
。

「
痛
」

私
の
案
内
で
八
王
子
の
高
楽
寺
へ
行
っ
た
時
の
出
来
事.

。

寺
の
和
尚
さ
ん
が
独
自
に
掘
っ
た
洞
窟
（
長
三
十
ｍ
余
）
へ

入
ろ
う
と
し
て
入
口
の
岩
に
オ
デ
コ
を
ぶ
つ
け
、
か
な
り
の

出
血
に
あ
わ
て
ふ
た
め
い
た
が
、
大
過
な
く
予
定
通
り
次
の

多
摩
御
陵
へ
案
内
で
き
た
。

「
楽
」

史
跡
め
ぐ
り
の
帰
り
の
車
中
で
、
反
省
会
？
の
メ
ン
バ
ー
が

な
ん
と
な
く
決
ま
り
、
居
酒
屋
で
楽
し
く
美
味
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
事
。

第２７６回 Ｈ１２．４．２

「花に誘われて内濠を歩く」

案内者：山田政信さん



【
古
文
書
で
「
越
谷
」
を
探
し
て
ー
】

江
戸
時
代
の
越
谷

ひ
ろ
い
よ
み
宮
川

進

何
年
前
か
ら
か
、
「
越
谷
」
と
い
う
字
が
書
か
れ
て
い
る
古
文
書
を
図

書
館
で
漁
っ
て
い
ま
す
。
主
に
は
江
戸
時
代
と
い
う
こ
と
で
、
つ
い
つ
い
、

明
治
時
代
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
ー
日
光
街
道
に
は
建
物
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
何
か
が
あ
っ
た
と
い
う
「
お
話
」
を
つ

け
加
え
た
い
ー
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
。
通
っ
て
い
る
図
書
館
は
国

立
国
会
図
書
館
と
都
立
中
央
図
書
館
（
広
尾
）
、
国
立
公
文
書
館
ぐ
ら
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
が
閉
架
式
と
い
う
、
書
庫

に
あ
る
本
を
注
文
し
て
出
し
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
で
す
か
ら
、
本
の
題
名

で
「
こ
れ
は
越
谷
が
出
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
見
当
を
つ
け
て
出
し
て
も
ら

っ
て
も
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
の
で
す
。
東
北
地
方
に

残
る
伊
勢
参
宮
の
記
録
が
見
つ
か
っ
て
、
「
オ
ッ
、
こ
れ
は
ー
」
と
喜
ん

で
も
、
関
宿
か
ら
江
戸
川
を
船
に
乗
っ
て
江
戸
へ
出
る
と
い
う
コ
ー
ス
を

使
っ
て
い
た
り
し
て
、
ぬ
か
喜
び
に
な
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
の
で
す
。

成
果
は
、
よ
う
や
く
、
三
百
に
近
い
と
こ
ろ
で
す
。
最
近
は
探
し
出
し

た
と
思
っ
て
も
、
以
前
に
見
つ
け
た
も
の
が
多
く
、
な
か
な
か
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
ど
こ
ろ
か
、
ヒ
ッ
ト
も
乏
し
い
状
況
で
す
。

そ
の
見
つ
け
た
も
の
の
中
で
、
こ
れ
は
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、
面
白
そ

う
だ
と
い
う
も
の
を
集
め
て
み
ま
し
た
。
決
し
て
、
学
術
論
文
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
の
五
十
周
年
記
念
誌
の
名
誉
を
汚
す
こ
と
を
心
配
も

し
ま
し
た
が
、
お
許
し
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
う
い
う
切
り
口
で
で
も
、
日
光
道
中
、
越
ヶ
谷
宿
の
江
戸
時
代
を
想

像
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

江
戸
時
代
・
女
性
の
旅

越
谷
旅
籠
主
人
の
知
恵

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
、
筑
前
国
鞍
手
郡
底
井
野
の
「
小
松
屋
」

の
奥
さ
ん
・
小
田
宅
（
い
え
）
子
は
友
人
の
桑
原
久
子
の
誘
い
で
旅
に
出

か
け
ま
し
た
。
旅
と
い
っ
て
も
約
五
ヶ
月
に
わ
た
り
、
八
百
里
に
お
よ
ぶ

旅
で
す
。
ほ
か
に
女
友
だ
ち
二
人
、
従
者
三
人
の
計
七
人
連
れ
で
、
歩
い

た
の
は
底
井
野
を
出
て
、
岩
国
、
宮
島
、
丸
亀
、
明
石
、
大
坂
、
奈
良
、

吉
野
、
二
見
、
山
田
、
土
岐
、
馬
籠
、
浅
間
、
善
光
寺
、
妙
義
、
榛
名
、

日
光
、
古
河
、
越
谷
、
江
戸
、
藤
沢
、
上
諏
訪
、
岡
崎
、
宇
治
、
京
都
、

大
坂
、
室
津
、
そ
し
て
、
よ
う
や
く
底
井
野
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
長
旅

で
し
た
。
ち
な
み
に
底
井
野
と
は
現
在
の
北
九
州
市
の
西
南
、
中
間
市
に

あ
り
、
こ
の
小
田
宅
子
は
高
倉
健
の
四
代
前
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
こ
と
。

と
き
に
宅
子
五
十
三
歳
、
久
子
五
十
一
歳
。
同
地
の
国
学
者
・
伊
藤
常

足
（
つ
ね
た
り
）
の
門
人
で
あ
っ
て
、
和
歌
を
た
し
な
ん
で
い
た
二
人
。

な
ん
と
い
う
旅
で
し
ょ
う
。
い
ま
か
ら
二
百
年
ほ
ど
前
、
商
家
の
お
か

み
さ
ん
が
、
こ
ん
な
旅
を
し
た
の
で
す
。

想
像
を
超
え
る
行
動
力
を
江
戸
時
代
の
女
性
が
持
っ
て
い
た
こ
と
が



驚
き
で
す
。
そ
し
て
、
う
れ
し
い
こ
と
に
、
こ
の
ご
一
行
が
、
わ
が
「
越

谷
」
に
泊
ま
っ
て
い
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
俳
聖
・
芭
蕉
が
泊
ま
ら
ず
に

通
り
過
ぎ
、
何
も
記
録
を
残
し
て
く
れ
な
か
っ
た
淋
し
さ
を
埋
め
て
あ
ま

り
あ
る
う
れ
し
さ
で
す
。

宅
子
の
「
東
路
日
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
日
光
詣
で
を
終
わ
っ
て
、
日
光
街
道
を
南
下
）
ー

刀
根
川
を
わ
た
り
て
関
所
有
り
。
中
田
よ
り
南
に
二
里
廿
丁
ば
か
り
ゆ

き
て
栗
橋
の
駅
（
う
ま
や
）
、
ま
た
同
じ
程
に
て
幸
手
駅
、
ま
た
一
里
半

に
し
て
杉
戸
、
ま
た
同
じ
程
に
て
粕
壁
、
ま
た
二
里
二
十
丁
余
に
し
て
越

谷
に
つ
く
。
そ
こ
の
は
ぶ
屋
と
い
ふ
に
宿
る
。
こ
の
わ
た
り
の
人
に
聞
ば
、

け
ふ
き
し
道
の
わ
た
り
を
新
武
蔵
と
い
ふ
よ
し
な
り
。

古
河
を
出
て
、
そ
の
夜
は
越
谷
に
泊
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
さ
す

が
に
健
脚
で
す
。
ち
ょ
っ
と
、
ご
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
大
変
で
す
。

そ
し
て
、
越
谷
で
泊
ま
っ
た
旅
籠
の
こ
と
で
す
が
、
「
は
ぶ
屋
」
と
あ

り
ま
す
。
念
の
た
め
に
一
緒
に
旅
を
し
た
桑
原
久
子
の
「
二
荒
詣
日
記
」

を
見
ま
す
と
「
越
谷
ノ
駅
、
垣
生
屋
と
云
に
宿
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
「
埴
生
」
（
は
に
ゅ
う
）
の
マ
チ
ガ
イ
、
小
田
宅
子

の
方
の
「
は
ぶ
屋
」
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
羽
生
屋
（
は
に
ゅ
う
や
）
」

が
正
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

勝
手
に
想
像
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
ご
一
行
が
「
羽
生
屋
」

を
選
ん
だ
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
を
江
戸
時
代
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
で
も
い
う
べ
き
「
諸
国
道

中
商
人
鑑
」（
文
政
十
年
『
一
八
二
八
』、
竹
野
半
兵
衛
・
壺
井
円
水
撰
・

花
屋
久
二
郎
刊
）
に
出
て
い
る
羽
生
屋
佐
七
の
広
告
で
す
。

そ
こ
に
は
「
越
ヶ
谷
大
沢
町
天
神
ノ
前

御
泊
宿
」
と
あ
っ
て
「
飯
盛

女
御
座
な
く
候
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
羽
生
屋
は
「
飯
盛
女
が
い
な
い
こ
と
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
し
て
い
る
の
で
す
。

飯
盛
女
と
い
え
ば
、
旅
人
を
泊
ま
ら
せ
る
た
め
の
旅
籠
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
で
、
小
田
宅
子
ご
一
行
が
通
っ
た
天
保
十
二
年
に
は
旅
籠
一
軒
に

つ
い
て
飯
盛
女
二
人
と
制
限
さ
れ
て
い
た
申
合
せ
に
反
し
て
、
そ
れ
以
上

を
抱
え
た
越
谷
大
沢
の
五
軒
の
旅
籠
の
主
人
が
逮
捕
さ
れ
て
も
い
る
と

い
う
状
況
で
す
が
、
羽
生
屋
は
、
こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
た
の
で
す
。
そ
う

い
う
こ
と
を
嫌
う
女
性
客
が
安
心
し
て
泊
ま
れ
る
旅
籠
と
い
う
こ
と
を

売
り
物
に
し
た
の
で
す
。

越
谷
に
着
く
前
に
、
宅
子
さ
ん
と
久
子
さ
ん
は
、
商
人
鑑
を
見
て
、
越



谷
で
泊
ま
る
な
ら
、
こ
こ
が
い
い
ね
と
決
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

旅
人
の
な
か
で
、
飯
盛
女
の
い
な
い
静
か
な
旅
籠
を
選
ぶ
客
が
増
え
た

こ
と
、
女
の
旅
人
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
を
宣
伝
で
き
る
「
商

人
鑑
」
の
よ
う
な
広
告
媒
体
の
刊
行
が
増
え
た
こ
と
な
ど
の
要
素
が
か
さ

な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
羽
生
屋
」
の
営
業
戦
略
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
、
江
戸
時
代
、
越
谷
の
羽
生
屋
さ
ん
の
賢
明
さ

を
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

〈
東
路
日
記

小
田
宅
子
作
、
二
荒
詣
日
記

桑
原
久
子
作

天
保
十

二
年
（
一
八
四
一
）
近
世
福
岡
地
方
女
流
文
芸
集

前
田
淑
編

葦
書
房

〇
一
・
二
〉

旅
人
が
初
め
て
見
る
富
士
山

山
形
県
立
川
町
史
の
「
藤
四
郎
さ
ん
の
伊
勢
道
中
記
」
に
は
次
の
よ
う

な
記
事
が
あ
り
ま
す
。

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
正
月
十
四
日

出
発

二
月
二
日

古
河
出
発

（
中
田
、
操
橋
、
幸
手
、
杉
戸
を
通
り
、
粕
壁
・
時
波
屋
伊
兵
衛
で
泊

ま
る
）
二
月
三
日
朝
出
発

一

越
貝
江

二
り
廿
八
丁

此
所
町
屋
結
構
也
家
数
千
軒
余

此
辺
よ
り
ふ
し
山
見
ゆ
る

一

草
加
江

二
り

町
屋
よ
しー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

北
の
方
か
ら
来
た
旅
人
た
ち
は
、
越
谷
あ
た
り
で
、
初
め
て
の
富
士
山

を
見
た
の
で
し
ょ
う
か
。
雪
の
霊
峰
・
富
士
を
見
た
と
こ
ろ
が
、
越
谷
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

「
家
数
」
千
軒
余
か
、
「
家
数
千
軒
余
」
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
幸

手
も
「
家
数
千
軒
余
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
大
き
な
マ
チ
と
い
う
印
象
を

受
け
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
伊
勢
道
中
記

藤
四
郎
作

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

山
形
県
立

川
町
史
資
料
第
五
号

立
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編

立
川
町
刊

平

成
五
・
三
〉

越
谷
の
犬
と
狐
の
お
話

譚
海
ー
江
戸
時
代
、
津
村
淙
庵
の
聞
き
書
き
ー
よ
り

譚
海
は
江
戸
時
代
の
歌
人
、
秋
田
・
佐
竹
侯
の
御
用
達
で
あ
っ
た
津
村

淙
庵
が
聞
い
た
話
を
ま
と
め
た
も
の
。
越
谷
の
話
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

越
谷
の
金
剛
寺
と
い
う
真
言
宗
の
寺
に
白
犬
が
二
匹
い
た
。
住
職
が
江

戸
・
本
所
の
弥
勒
寺
へ
用
が
あ
る
時
は
、
手
紙
を
書
い
て
二
匹
を
呼
び
、

一
匹
の
首
に
手
紙
を
結
び
つ
け
、
も
う
一
匹
に
は
二
百
文
を
結
び
つ
け
て

や
る
と
、
ふ
た
時
（
約
四
時
間
）
ほ
ど
で
弥
勒
寺
の
返
事
を
首
に
く
く
り



つ
け
て
帰
っ
て
く
る
。
翌
日
に
、
江
戸
に
使
い
に
出
そ
う
と
い
う
時
に
は
、

前
夜
に
、
犬
に
明
日
の
こ
と
を
言
い
つ
け
、
朝
に
白
米
二
升
を
炊
い
て
与

え
る
と
、
犬
は
ソ
レ
を
全
部
食
べ
て
か
ら
出
か
け
る
。
弥
勒
寺
で
は
、
犬

が
来
る
と
、
ご
飯
を
炊
い
て
食
べ
さ
せ
て
い
る
間
に
、
返
事
を
書
い
て
犬

の
首
に
く
く
り
つ
け
る
。
犬
は
ご
飯
を
食
べ
終
わ
る
と
帰
る
折
に
は
、
蒲

生
の
酒
屋
に
立
ち
寄
る
。
酒
屋
で
も
、
こ
の
犬
が
来
る
の
を
見
る
と
、
金

剛
寺
の
使
い
で
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
首
の
お
金
を
と
っ
て
、
白

米
二
升
、
ご
飯
に
炊
い
て
食
べ
さ
せ
る
。
い
つ
も
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
ま

わ
り
の
人
た
ち
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。

そ
の
犬
た
ち
二
匹
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
昔
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
、
い
ま
も
人
々
は
話
し
て
い
る
。

蒲
生
で
ひ
と
が
狐
に
憑
か
れ
た
。
追
い
出
そ
う
と
、
ひ
と
達
が
工
夫
し

た
が
、
こ
の
狐
は
賢
く
て
、
大
声
で
わ
め
い
た
り
、
の
の
し
っ
た
り
し
て

い
た
。
ち
ょ
う
ど
、
仙
台
の
伊
達
の
殿
様
が
参
勤
交
代
で
お
帰
り
の
時
で

あ
っ
た
。
行
列
の
中
に
弓
な
ど
を
凛
々
し
く
持
っ
て
歩
い
て
い
る
侍
が
い

た
。
狐
に
憑
か
れ
た
ひ
と
の
家
人
が
相
談
し
て
、
あ
の
弓
矢
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
は
、
さ
だ
め
し
弓
の
達
人
だ
ろ
う
。
こ
の
方
に
お
願
い
し
て
、

蟇
目
の
矢
（
ひ
き
め
の
や
＝
大
型
の
か
ぶ
ら
矢
で
音
を
発
し
て
、
妖
怪
を

退
治
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）
を
使
っ
て
、
狐
を
落
と
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
昼
休
み
し
て
い
る
旅
籠
へ
出
か
け
て
、
家
の
も
の
に
狐
が
つ
い
て
難

儀
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
様
は
弓
矢
も
お
持
ち
の
よ
う
で
す
か
ら
、
大
変

申
し
わ
け
な
く
、
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
蟇
目
の
矢
で
、
こ
の
狐

を
落
と
し
て
病
人
一
人
を
救
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
い

っ
た
。
侍
は
、
断
れ
な
い
と
思
い
、
こ
の
こ
と
を
殿
様
に
申
上
げ
た
。
殿

様
も
、
そ
う
い
う
願
い
で
あ
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
。
武
士
の
本
望
で
も

あ
る
の
で
、
助
け
て
あ
げ
な
さ
い
。
行
列
か
ら
遅
れ
て
も
許
す
、
と
の
お

話
。
そ
こ
で
、
侍
は
助
け
る
こ
と
を
承
諾
し
、
狐
つ
き
の
家
に
行
っ
た
。

狐
は
、
こ
の
侍
を
見
た
と
た
ん
、
あ
ざ
け
り
笑
っ
て
、
「
蟇
目
の
使
い
方

も
ろ
く
ろ
く
知
ら
な
い
で
、
ワ
シ
を
射
落
と
そ
う
と
は
笑
止
千
万
、
お
前

の
腕
で
は
と
て
も
と
て
も
ー
」
と
嘲
笑
し
た
。
侍
は
赤
面
し
て
、
返
す
言

葉
も
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
殿
さ
ま
に
も
お
話
し
て
来
た
て
ま
え
、
こ

の
狐
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
殿
様
へ
申
し
わ
け
し
よ
う
か
、
生

き
て
帰
る
と
こ
ろ
も
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
狐
つ
き
を
切
り
殺
し
、
自
害

す
る
し
か
な
い
と
決
心
し
、
刀
に
手
を
か
け
、
た
だ
一
打
ち
と
近
づ
く
と
、

狐
は
急
に
驚
き
怖
れ
「
お
許
し
く
だ
さ
い
。
い
ま
、
こ
の
ヒ
ト
か
ら
落
ち

ま
す
か
ら
ー
」
と
大
声
で
わ
び
を
言
っ
て
、
手
を
あ
わ
せ
、
ふ
る
え
わ
な

な
い
た
。
病
人
は
倒
れ
悶
絶
し
、
狐
は
落
ち
た
。
狐
は
賢
い
も
の
だ
か
ら
、

侍
の
必
死
の
勢
い
を
感
じ
、
逃
げ
去
っ
た
も
の
だ
と
、
み
ん
な
は
思
っ
た
。

〈
譚
海

津
村
淙
庵
編

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）

日
本
庶
民
生
活

史
料

第
八
巻

原
田
伴
彦
な
ど
編

三
一
書
房
刊

六
九
・
一
一
〉

仙
台
か
ら
の
奥
州
街
道
道
中
歌



仙
台
国
分
町
の
伊
勢
屋
半
右
衛
門
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
仙

台
か
ら
江
戸
の
道
中
往
来
の
歌
を
、
三
年
後
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

に
は
仙
台
以
北
三
厩
ま
で
の
奥
道
中
の
歌
を
つ
く
り
、
印
刷
し
て
、
旅
人

に
売
り
ま
し
た
。
宿
場
を
歌
に
す
れ
ば
覚
え
ら
れ
、
歩
き
な
が
ら
の
ヒ
マ

つ
ぶ
し
に
口
ず
さ
め
る
の
で
、
好
評
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
橋
か
ら
江
戸
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

石
橋
で

は
さ
み
切
ら
れ
ぬ
小
金
井
も

食
い
食
い
行
け
ば

芋
辛
の
宿

小
山
さ
り

間
々
田
育
ち
の
野
木
野
郎

古
河
し
こ
う
な

馬
の
追
い
振
り

き
ょ
う
の
日
も

中
田
で
昼
を
栗
橋
や

幸
手
杉
戸
と
聞
け
ば
お
泊
り

粕
壁
と

聞
く
も
甲
斐
な
き
片
口
に

濁
り
酒
と
て

笊
で
越
ヶ
谷

草
加
も
し

千
住
の
誓
い
浅
か
ら
ぬ

浅
草
川
の
末
は
深
川

〈
道
中
往
来
歌

伊
勢
屋
半
右
衛
門
著
・
刊

胆
沢
町
史
民
俗
編
二

岩
手
県
胆
沢
町
編

胆
沢
町
史
刊
行
会
刊

昭
和
六
十
三
・
十
一
〉

ロ
シ
ア
の
人
へ
、
越
谷
の
人
の
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

奥
州
街
道
を
初
め
て
通
っ
た
欧
州
人
は
ロ
シ
ア
の
外
交
官
一
行
で
し

た
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
に
奥
州
街
道
を
函
館
赴
任
の
た
め
、

初
代
ロ
シ
ア
函
館
領
事
ヨ
シ
フ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
、
そ
の
妻
エ
リ
ザ

ヴ
ェ
ー
タ
、
息
子
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
、
領
事
館
付
医
師
夫
人
の
エ
ミ
リ
ア
・

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
そ
の
女
中
ヲ
リ
カ
が
通
っ
た
の
で
す
。
函
館
着
ま
で
二

十
六
日
間
、
安
政
の
大
獄
の
起
こ
っ
た
、
そ
の
年
で
す
か
ら
大
変
な
旅
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
側
は
役
人
三
十
名
、
人
足
五
十
名
、
馬
八
頭
、
駕
籠
は
十
二
丁
と

い
う
大
人
数
。
小
さ
な
大
名
ク
ラ
ス
の
行
列
で
す
。

そ
し
て
、
江
戸
を
出
て
最
初
の
宿
泊
地
が
越
谷
だ
っ
た
の
で
す
。

同
行
し
た
エ
ミ
リ
ア
が
、
ロ
シ
ア
海
軍
機
関
紙
「
海
事
集
録
」
に
、
次

の
よ
う
な
旅
行
記
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

旅
行
の
第
一
日
目
、
江
戸
を
あ
と
に
し
て
数
露
里
（
日
本
の
一
里
は
三

と
二
分
の
一
露
里
）、
大
き
な
街
道
に
出
た
所
で
、
私
た
ち
は
や
が
て
宿

場
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
寒
さ
で
ふ
る
え
な
が
ら
駕
籠
か
ら
お
り
、
く
す
ぶ

っ
て
炭
酸
ガ
ス
の
こ
も
っ
た
農
家
へ
は
い
る
の
だ
ろ
う
と
予
想
し
ま
し

た
が
、
私
た
ち
に
準
備
さ
れ
た
部
屋
へ
通
さ
れ
た
と
き
、
驚
い
て
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
部
屋
は
十
分
な
広
さ
で
、
美
し
い
壁
紙
が
貼
ら
れ
、

家
具
さ
え
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
や
腰
掛
け
と
い
う
家
具
は
、

勿
論
大
急
ぎ
で
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
緋
毛
せ
ん
が
掛
け
ら
れ
た
お

か
げ
で
、
欠
点
は
帳
消
し
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

北
西
の
風
が
強
い
天
候
の
中
を
や
っ
て
き
た
旅
人
に
、
越
谷
の
本
陣
福

井
家
は
暖
か
い
、
心
か
ら
の
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
を
し
た
の
で
す
。



そ
の
後
、
こ
の
一
行
は
、
持
参
の
パ
ン
が
二
週
間
後
に
な
く
な
っ
て
、

お
米
の
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
ず
、
苦
労
し
た
よ
う
で
す
が
、
無
事
、
函
館

に
到
着
し
て
い
ま
す
。
引
率
の
お
役
人
の
心
遣
い
、
周
辺
の
ひ
と
達
の
外

人
見
た
さ
の
興
奮
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
降
っ
て
湧
い

た
、
日
本
人
と
欧
州
人
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
タ
ク
ト
（
最
初
の
接
触
）

は
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

（
当
会
会
員
・
金
子

寛
氏
が
い
ろ
い
ろ
と
調
査
さ
れ
た
資
料
、
入
手

さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
越
谷
宿
の
珍
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
）

〈
ロ
シ
ア
海
軍
省
機
関
誌
「
モ
ー
ル
ス
コ
イ
・
ズ
ボ
ル
ニ
ク
」
（
海
軍

集
録
）
一
八
六
一
年
第
七
号

北
海
道
大
学
・
佐
藤
守
男
氏
訳
〉

幕
末
の
女
性

今
野
於
以
登
の
参
宮
道
中
諸
用
記

今
野
於
以
登
は
山
形
県
本
荘
の
有
力
商
人
、
今
野
蔵
松
の
姉
だ
っ
た
こ

と
し
か
、
分
か
ら
な
い
ヒ
ト
で
す
。
女
友
だ
ち
ら
し
い
佐
藤
長
右
衛
門
の

夫
人
と
二
人
の
従
者
を
連
れ
て
旅
に
出
て
い
ま
す
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
、
伊
勢
参
宮
の
旅
で
す
。

本
庄
、
象
潟
，
酒
田
、
羽
黒
、
鶴
岡
、
村
上
、
新
潟
、
柏
崎
、
富
山
、

高
岡
、
金
沢
、
福
井
、
永
平
寺
、
長
浜
、
大
津
、
京
都
、
大
坂
、
明
石
、

姫
路
、
岡
山
、
金
比
羅
、
高
野
山
、
長
谷
寺
、
当
麻
寺
、
奈
良
、
伊
勢
神

宮
、
名
古
屋
、
浜
松
、
沼
津
、
箱
根
、
鎌
倉
、
品
川
、
江
戸
、
越
谷
、
宇

都
宮
、
日
光
、
白
川
、
本
庄
ま
で
。
約
六
ヶ
月
の
旅
で
し
た
。

越
谷
で
は
河
内
屋
へ
泊
っ
て
い
ま
す
。
宿
料
が
九
百
文
。
茶
代
が
五
十

文
で
合
計
一
貫
四
百
六
十
二
文
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
日
は

幸
手
の
い
と
や
へ
泊
っ
た
よ
う
で
す
。
栗
橋
の
関
所
で
は
「
か
く
れ
道
」

を
通
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

当
時
、
栗
橋
の
関
所
は
「
入
り
鉄
砲
・
出
女
」
と
い
う
、
「
江
戸
へ
危

険
な
鉄
砲
が
入
る
の
を
阻
止
し
、
い
わ
ば
人
質
で
あ
る
大
名
の
息
女
が
江

戸
を
離
れ
る
の
を
止
め
る
」
と
い
う
幕
府
の
政
策
に
沿
っ
て
、
女
性
が
北

へ
向
か
う
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
訳
で
す
が
、
幕
末
と
も
な
る
と
、

こ
う
い
う
「
抜
け
道
」
も
で
き
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

酒
代
が
五
十
文
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
き
っ
と
、
こ
の
道
を
教
え
て
く
れ

た
ヒ
ト
へ
の
お
代
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。



〈
参
宮
道
中
諸
用
記

今
野
於
以
登
作

本
荘
市
史

史
料
編
Ⅳ

本

荘
市
編
・
刊

六
三
・
三
〉

寺
子
屋
の
手
習
い
手
本

「
日
光
ま
を
て
」

江
戸
時
代
の
子
ど
も
の
た
め
の
手
習
い
用
手
本
で
、
小
山
市
で
見
つ
か

っ
た
も
の
で
す
。
七
五
調
の
調
子
の
よ
さ
で
作
ら
れ
て
い
て
、
子
ど
も
が

楽
し
み
な
が
ら
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
文
は
十
八
丁
、

各
ペ
ー
ジ
二
行
ず
つ
、
草
書
体
の
変
体
仮
名
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

か
け
ま
く
も
、
か
し
こ
き
御
代
に
栖
な
せ
る
、
キ
ミ
の
恵
ミ
ぞ

あ
り
が
た
き
、
そ
の
い
さ
は
し
の
御
恩
と
て
、
二
荒
や
ま
の

し
つ
め
ま
す

東
を
て
ら
し
給
ひ
け
る

御
神
こ
れ
ぞ
上
も
な
き
、

さ
れ
バ
一
た
び
ま
う
で
た
く

曇
ら
ぬ
花
の
大
江
戸
を
、

た
つ
や
弥
生
の
あ
さ
ま
だ
き
、
か
ゝ
る
千
住
の
河
原
町
、

青
も
の
ひ
さ
ぐ
簷
つ
た
ひ
、
賑
ハ
ふ
宿
を
す
き
行
ハ
、

名
に
も
め
で
た
き
竹
の
塚
、
な
か
き
草
加
を
越
谷
に

米
の
市
人
や
ま
を
な
す
、
そ
の
う
る
ほ
ひ
も
大
沢
や
、

弓
手
に
遠
く
筑
波
山
、
か
す
み
か
く
れ
た
粕
壁
を
、

過
て
杉
戸
に
か
り
枕
、
幸
手
の
塘
ミ
遠
近
に

も
ゆ
る
蓬
生
草
の
い
を
、

そ
の
く
り
言
を
く
り
は
し
や

漲
る
利
根
の
大
河
に
、

高
瀬
と
う
き
の
ひ
る
も
な
く

渡
る
西
の
水
上
に

妙
義
あ
さ
ま
の
嶽
だ
け
や
、
ま
だ
富
士
の
ね
わ
白
砂
に
ー
ー

〈
手
習
い
手
本

作
者
・
年
代
不
詳

小
山
市
史

史
料
編

近

世
Ⅱ

小
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

小
山
市
刊

昭
和
五
八
・
一

〇
〉こ
の
手
習
い
手
本
の
「
も
と
」
が
何
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
、
原
稿
校
正
の
際
に
、
「
日
光
も
う
で
」
松
下
堂
芳
山
作
・
安
政
三

年
（
一
八
五
六
）
三
月
刊
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
芳
山
と
い

う
号
を
も
つ
人
物
と
し
て
会
津
藩
主
・
松
平
容
保
が
い
る
。
こ
の
「
日

光
も
う
で
」
を
掲
載
し
た
「
稀
覯
往
来
物
集
成
」
（
大
空
社
刊
九
八
・

一
）
第
三
十
一
巻
解
題
は
当
時
二
二
歳
の
容
保
が
執
筆
し
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

息
子
と
一
緒
に
五
十
九
歳
で
函
館
へ

珍
し
い
と
こ
ろ
を
見
よ
う
と
い
う
情
熱
で
ー

あ
な
た
な
ら
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？

五
十
九
歳
の
と
き
、
息
子
が
函

館
へ
転
勤
す
る
と
い
っ
た
ら
、
珍
し
い
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
そ
う
だ
か
ら
ー

と
、
つ
い
て
行
き
ま
す
か
。
二
月
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
て
、
帰
っ
て
き

た
の
が
翌
年
四
月
三
十
日
で
す
。
歩
き
詰
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
安
政

三
年
で
す
。
と
に
か
く
、
歩
く
し
か
な
い
旅
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
三
田
花
朝
尼
は
行
っ
た
の
で
す
。
本
名
・
三
田
み
を
子



（
美
保
子
）
。
歌
人
・
香
川
景
樹
の
門
人
で
し
た
。
息
子
の
喜
六
と
そ
の

妻
の
安
子
、
松
浦
武
四
郎
（
こ
の
ヒ
ト
は
日
本
全
国
を
踏
破
、
蝦
夷
、
北

蝦
夷
も
探
検
し
た
ベ
テ
ラ
ン
）
、
ほ
か
に
従
者
二
人
な
ど
。
で
す
か
ら
、

旅
の
不
安
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
用
も
な

い
の
に
、
よ
く
行
き
ま
す
ね
ー
。

出
か
け
た
の
が
二
月
六
日
で
、
千
住
で
昼
食
を
し
、
泊
ま
っ
た
の
が
越

谷
で
し
た
。
翌
日
七
日
の
日
記
に
は
ー

二
月
七
日

晴
た
り
。
越
ヶ
谷
を
出
て
、
行
手
の
さ
ま
を
み
る
に
。
去

年
の
神
無
月
（
十
月
）
二
日
ノ
夜
の
地
震
に
。
利
根
の
堤
が
崩
れ
た
の
を
、

修
理
す
る
と
い
う
の
で
、
ヒ
ト
が
沢
山
集
ま
っ
て
、
馬
で
土
を
運
ん
だ
り

し
て
働
い
て
い
た
。
田
畑
を
耕
す
ヒ
ト
は
い
な
く
て
、
草
が
生
え
て
い
た
。

ふ
る
小
田
を
返
す
い
と
ま
も
あ
ら
し
か
し

な
ゐ
（
地
震
）
の
名
残
の
み
ち
堤
つ
く
と
て

向
こ
う
に
、
昨
日
も
今
日
も
。
筑
波
山
が
霞
む
と
も
な
く
見
え
て
い
た
。

故
郷
を
出
に
し
日
よ
り
つ
く
は
ね
は

一
日
も
お
ち
す
め
に
か
ゝ
り
け
り

申
の
時
は
か
り
に
。
栗
橋
に
着
。

〈
函
館
日
記

三
田
花
朝
尼
作

安
政
三
年

山
崎
栄
作
編
・
刊

九

七
・
一
〇
〉

江
戸
の
季
節
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
越
谷
も
登
場

花

鳥

暦

江
戸
の
粋
人
が
、
季
節
季
節
に
、
素
晴
ら
し
い
モ
ノ
を
訪
ね
て
出
か
け

る
時
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

春
の
部
の
最
初
は
ー
ー
ー

初
日
（
は
つ
ひ
）

深
川
州
崎

湯
島
天
神

九
段
坂
上

愛
宕
山

高
輪

子
日
（
ね
の
ひ
）

大
宮
八
幡
宮

広
尾
原

多
摩
川
辺
向
ヶ
岡

白
魚佃
沖

角
田
川

ー
で
、
桃
の
頃
に
は
ー

大
房

奥
州
街
道
大
沢
町
左
に
あ
り

増
林

越
ヶ
谷
宿
右
へ
入
り
増
林
ま
で
二
十
町
余

中
川
川
上
数
十
町
桃
林
あ
り

ー
と
、
あ
り
ま
し
た

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
順
水
庵
天
由
著
の
縦
約
八
セ
ン
チ
、
横
約

十
八
セ
ン
チ
の
冊
子
。
や
っ
ぱ
り
、
越
谷
の
桃
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
前
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
東
都
近
郊
図
」

に
は
増
林
と
増
森
の
間
に
「
桃
林
数
町
あ
り
」
、
大
房
と
大
林
の
元
荒
川

沿
い
に
「
桃
林
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
近
郊
図
」
は
当
時
の
江
戸
の
人

た
ち
が
日
帰
り
か
、
一
泊
く
ら
い
で
小
旅
行
を
楽
し
む
た
め
の
、
い
ま
で

い
う
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
す
。
花
の
名
所
と
、
た
と
え
ば
越
谷
で
は
間
久
里



の
あ
た
り
に
「
う
な
ぎ
名
物
」
と
書
か
れ
、
深
大
寺
の
と
こ
ろ
に
は
「
蕎

麦
名
物
」
と
あ
る
よ
う
に
名
物
や
年
中
行
事
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

編
者
は
仲
田
惟
善
で
、
大
き
さ
は
二
十
セ
ン
チ
×
十
六
セ
ン
ン
チ
。

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
発
表
さ
れ
た
幕
末
の
儒
学
者
・
野
田
笛
浦

の
詩
文
「
越
谷
桃
花
」
は
桃
の
花
の
波
は
数
里
に
お
よ
び
、
花
の
香
り
が

遠
く
ま
で
漂
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

〈
花
鳥
暦

順
水
庵
天
由
著

安
政
五
年
・
刊
〉

下
野
・
上
三
依
（
か
み
み
よ
り
）
の
阿
久
津
正
右
衛
門
の

「
神
路
山
詣
道
中
記
」
と
「
旅
の
心
得
」

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
伊
勢
参
宮
に
で
か
け
た
、
現
在
の
栃
木
県

日
光
市
の
北
部
、
上
三
依
の
阿
久
津
正
右
衛
門
は
、
道
中
記
を
残
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
、
そ
の
冒
頭
に
あ
る
「
旅
の
心
得
」
は
、
こ
れ
か
ら
旅
に

出
る
自
分
た
ち
を
戒
め
、
今
後
、
旅
行
す
る
地
元
の
ひ
と
達
に
参
考
に
な

る
よ
う
に
、
と
の
気
持
ち
か
ら
書
い
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
。

条
々
一
、
毎
朝
神
仏
の
礼
拝
を
怠
ら
な
い
こ
と
。

一
、
同
行
の
仲
間
は
睦
み
合
う
こ
と
。

一
、
同
行
の
者
の
他
は
知
ら
な
い
人
を
道
づ
れ
に
し
な
い
こ
と
。
道
づ

れ
に
な
っ
た
者
が
一
人
で
も
、
い
つ
ま
で
も
か
か
わ
り
合
な
い
こ

と
。

一
、
旅
宿
は
朝
早
く
出
発
し
、
日
暮
れ
に
は
歩
か
な
い
よ
う
に
夕
方
早

く
宿
を
と
る
こ
と
を
心
掛
け
る
こ
と
。

一
、
旅
宿
を
と
っ
た
ら
先
ず
主
人
の
名
前
を
聞
き
、
そ
の
面
体
を
覚

え
、
も
し
出
火
や
そ
の
他
の
変
事
が
あ
っ
て
逃
げ
出
す
時
に
は

慌
て
騒
が
ず
、
持
物
を
取
り
ま
と
め
て
、
宿
の
主
人
の
指
図
を
あ

お
ぐ
こ
と
。
但
し
逃
げ
道
等
は
あ
ら
か
じ
め
見
て
知
っ
て
置
く
こ

と
が
肝
心
で
あ
る
。

一
、
旅
宿
の
床
の
間
に
大
掛
物
な
ど
が
架
け
て
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
引
き

上
げ
見
て
裏
を
見
る
こ
と
。
盗
人
の
通
る
穴
な
ど
が
あ
れ
ば
、
は

な
は
だ
不
用
心
で
あ
る
。

一
、
湯
に
入
る
時
は
、
金
銭
等
は
仲
間
に
頼
む
よ
う
に
す
る
事
。

一
、
旅
宿
に
着
い
て
様
子
が
お
か
し
い
よ
う
な
時
は
、
仲
間
同
士
で
用

心
第
一
を
申
し
合
わ
せ
、
戸
じ
ま
り
等
が
悪
い
時
は
、
戸
よ
り
敷

居
に
錐
を
一
本
を
も
み
通
し
て
置
く
の
が
よ
い
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
五
本
の
錐
を
用
意
し
て
持
参
す
る
事
。

一
、
休
息
、
宿
泊
共
に
忘
れ
物
の
無
い
よ
う
に
用
心
が
第
一
で
あ
る
。

「
あ
と
み
よ
そ
わ
か
」
と
唱
え
る
用
心
を
第
一
に
心
得
る
事
。

一
、
所
持
品
の
数
は
い
く
つ
と
ま
と
め
て
お
き
、
休
ん
だ
り
泊
ま
っ
て

出
発
す
る
時
は
、
点
検
し
て
数
を
確
か
め
る
よ
う
に
す
れ
ば
忘
れ



物
は
無
い
は
ず
で
あ
る
。

一
、
船
の
乗
り
降
り
に
は
何
に
し
て
も
用
心
す
る
よ
う
に
し
、
水
の
面

に
指
で
「
土
」
と
い
う
字
を
書
く
と
水
難
除
け
に
な
る
と
の
い
い

伝
え
の
あ
る
こ
と
を
心
得
る
事
。

一
、
馬
、
駕
籠
の
乗
り
降
り
に
は
気
を
つ
け
る
事
。

一
、
旅
の
間
中
は
知
ら
ざ
る
人
か
ら
の
薬
は
も
ち
ろ
ん
、
食
物
な
ど
気

易
く
貰
っ
て
飲
食
せ
ざ
る
よ
う
に
す
る
事
。
ま
た
他
人
に
も
む
や

み
に
与
え
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
事
。

右
の
条
々
を
堅
く
相
用
い
る
よ
う
に

嘉
永
改
元
戌
申
年

正
月
十
九
日
旅
立

下
野
国
塩
谷
郡
上
三
依
村

長
主
（
名
主
）
阿
久
津
正
右
衛
門

こ
れ
を
用
い
る
。

道
中
所
持
の
品
を
左
に
記
す

一
、
張
薬
、
落
馬
の
薬
、
血
留
め
、
燧
、
蝋
燭
、
錐
、
小
提
灯
、
桐
油
、

笠
、
守
袋
、
銭
財
布
、
足
袋
、
羽
織
、
着
替
衣
装
一
通
り
、
鼻
紙

袋
、
矢
立
、
着
用
綿
入
一
着
、
巾
着
、
印
籠
、
懐
中
用
心
具
は
鉄

で
作
る
様
、
銘
刀
脇
差

「
旅
の
心
得
」
は
、
一
生
に
一
度
し
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
旅
に
出
か

け
る
ヒ
ト
の
た
め
に
、
心
を
配
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

い
ま
、
地
球
上
の
よ
っ
ぽ
ど
変
な
と
こ
ろ
へ
行
く
の
で
な
い
か
ぎ
り
、

錐
を
五
本
持
っ
て
旅
に
出
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
江
戸
時
代
の
ヒ

ト
は
、
今
の
何
倍
も
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

テ
レ
ビ
も
、
新
聞
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
、
旅
に
出
る
と

い
う
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
い
も
の
か
。
い
ま
で
さ
え
、
注
意
力
散

漫
で
、
問
題
ば
か
り
起
し
て
い
る
私
の
よ
う
な
「
そ
そ
っ
か
し
い
」
モ
ノ

は
江
戸
時
代
に
は
旅
に
は
出
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
生
き
て
ゆ
く
自
信
も

喪
失
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
人
々
は
力
強
く
、
旅
に
出
て
、
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
用
意
を
し
て
出
か
け
た
旅
で
、
阿
久
津
正
右
衛

門
は
ご
近
所
の
日
光
へ
は
寄
ら
ず
、
一
路
、
日
光
街
道
を
南
下
、
越
谷
は

一
月
二
十
四
日
に
通
っ
て
い
ま
す
。
前
夜
は
粕
壁
の
住
吉
屋
宿
泊
で
し
た
。

な
お
、
「
あ
と
み
よ

そ
わ
か
」
と
い
う
の
は
、
幸
田
露
伴
が
娘
の
文

（
あ
や
）
を
躾
け
る
と
き
に
使
っ
た
言
葉
、
呪
文
で
す
が
、
露
伴
の
創
作

で
は
な
く
、
「
あ
と
み
よ
」
は
「
あ
と
を
見
よ
」
、
「
そ
わ
か
」
は
仏
教
用

語
で
「
功
徳
あ
れ
」
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代
の
本
に
は
「
後

看
世
蘇
和
歌
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
ネ
ッ
ト
に
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
号
の
編
集
委
員
長
・
篠
原
陸
郎
さ
ん
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、

般
若
心
経
の
最
後
に
「
菩
提
薩
婆
呵

・

・

・

」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
（
そ
わ

か
）
と
読
む
と
の
こ
と
。
や
は
り
「
幸
い
あ
れ
」
と
か
「
祝
福
あ
れ
」

と
の
意
。

〈
神
路
山
詣
道
中
記

阿
久
津
正
右
衛
門
（
重
夫
）
作

阿
久
津
満
編

述

随
想
舎
刊

九
一
・
六
〉



昭和５１年４月２５日

第７３回「将門を訪ねて」

将門の胴塚（神田山の延命院＝茨城県坂東市）

案内者：不明

昭和５３年４月３０日

第８６回「国府台～柴又帝釈天」

矢切の渡しの乗船：左から木原さん、谷岡前会長

案内者：山崎善司さん・日置宗一さん

史跡めぐりの思い出

平成１６年１月３日

第３２４回「深川七福神めぐり」

富岡八幡宮を正面に

案内者：西村さん

平成１８年３月１９日

第３５２回「越谷六阿弥陀めぐり」

林泉寺で住職の説明を受ける

案内者：加藤さん

平成１９年４月２７日

第３６６回「醤油が作った野田の文化と歴史」

案内者：木原さん

平成１８年４月２４日

第３５３回「宮内庁埼玉鴨場見学」

５０人限定の抽選参加

場内撮影厳禁 写真はここまで

【思いでのひとコマ】



平成１９年９月２９日

第３７１回「歴史のロマンただよう行田」

忍藩阿部氏寄進の大長寺大仏

（全高：７．４ｍ）

案内者：菅波Ｇ

平成１９年１２月１５日

第３７４回「５０年前の越谷さがし」

旧越ケ谷郵便局の横田診療所

案内者：北川さん

平成２１年３月１日

第３８８回「案外知らなかった越谷を歩く」

北越谷の弘福寺の門前、円空仏拝顔

案内者：宮川さん

平成２１年１２月５日

第３９７回「駒場の文化を訪ねる」

駒場の学園内で（加藤・小林・渋谷・岩瀬各氏）

案内者：安西Ｇ

平成２２年２月８日

第３９９回「龍Ｑ館と江戸川堤」

地下神殿「龍Ｑ館」 人がアリの様

案内者：渡辺Ｇ

平成２１年１１月１１日

第３９６回「筑波みらい・牛久・土浦」

世界一高い（ギネス上）牛久大仏（全高：１２０ｍ）

案内者：篠原Ｇ

【思いでのひとコマ】



第４００回記念史跡めぐり

史跡めぐり４００回を記念してお茶の会

平成２２年２月２８日 第４００回「新田から蒲生へ」

左：あいにくの雨の光明院門前で 右：綾瀬川沿いを藤助河岸跡へ

案内者：安西Ｇ

平成２２年２月２８日

史跡めぐり終了後、ヴィルヌーブ南越谷にて

お茶を飲みながらわいわいがやがや反省と展望

【思いでのひとコマ】



平成２２年３月２６日

第４０１回「隣の町 草加宿・松並木」

百代橋にて全員チーズ！！

案内者：篠原Ｇ

平成２２年７月１５日

第４０５回「下間久里の獅子舞と越谷だるま」

達磨工房・中村家で製作工程を見学

案内者：篠原Ｇ

平成２２年３月２６日

郷土研究会創立４５周年記念

第４０７回「秋の護国寺から椿山荘へ」

護国寺本堂前で全員記念写真

案内者：安西Ｇ

平成２２年１０月１３日

第４０８回「コシガヤホシクサを見に行こう」

つくば植物園で栽培されている野生絶滅のコ

シガヤホシクサを見に行く

案内者：宮川さん

平成２３年１２月１６日

第４２１回「白洲次郎・正子の武相荘他」

護国寺本堂前で全員記念写真

案内者：宮川さん

平成２４年１月３日

第４２２回「亀戸七福神めぐり」

布袋尊 龍眼寺

案内者：加藤さん

【思いでのひとコマ】



平成２４年３月４日～６日（２泊３日）

第４２３回「お水取りと仏像ベスト７」

お水取りのあと 左：宇治の平等院へ（有料） 右：法隆寺金堂と五重塔

案内者：宮川さん

平成２４年９月８日

第４２８回「上野・湯島・根津そして東大」

左：旧岩崎邸 右：卒業した？安田講堂を前に懐かしむ

案内者：渡辺Ｇ

平成２４年９月６日

第４２９回「大道遺跡第２次発掘現場説明会」

平安時代の住居跡・須恵器などの発掘現場

説明者：市教育委員会学芸員

【思いでのひとコマ】



平成２４年１０月２８日

第４３１回「野島浄山寺秘仏：お地蔵様特別拝観」

３．１１大地震で秘仏が損壊。修復時に文化財的

価値発見。平成２７年、県指定文化財となる。これ

につき１０月、研究会創立５０周年記念講演を行う。

案内者：篠原Ｇ

平成２４年１１月２７日

第４３２回「真壁から雨引観音」

見世蔵・土蔵など越谷とどことなく似ている

案内者：渡辺Ｇ

平成２４年１２月９日

第４３３回「九段・皇居・大手町そして東京駅」

写真：江戸城を田安御門・天守台・大手御門と隈なく巡る

案内者：田端Ｇ

平成２５年１月３日

第４３４回「新宿・山の手七福神めぐり」

左：大黒天の経王寺 右：布袋の太宗寺

案内者：加藤さん

【思いでのひとコマ】



平成２６年２月２８日

第４４６回「早春の三浦半島他」

三浦半島の河津桜を堪能

案内者：田端Ｇ

平成２５年７月２８日

第４４０回「開国・開港の地 ミナト横浜」

中華街で昼食

案内者：渡辺Ｇ

平成２６年３月２８日

第４４７回「日光御成道・岩槻」

岩槻城下の時の鐘

案内者：渡辺Ｇ

平成２６年４月２５日

第４４８回「増林・花田方面散策」

リユース：ゴミ処理作業見学と展望台から越谷一望

案内者：篠原Ｇ

平成２５年４月２７日

第４３８回「逆川探検 逆川緑道を散策」

瓦曽根溜井（写真）から松伏溜井まで約７㌔ｍ

案内者：篠原Ｇ

平成２６年７月２４日

第４５１回「古峯神社・鹿沼・大谷」

大谷平和観音の磨崖仏

案内者：渡辺Ｇ

【思いでのひとコマ】



平成１４年７月２８日 旧東方村中村家住宅玄関前（翌年解体）

（左より 宮川進さん 鈴木秀俊さん 高崎力さん 加藤幸一さん）

旧東方村住宅は、越谷市が昭和４８年に寄贈を受け、翌年、旧見田方遺跡公園内に移築し、

昭和５０年に市の指定文化財になった。その後、長年にわたり一般公開されたが、越谷レイ

クタウンのまちづくりのため平成１５年３月に解体し、解体部材は保管してきたが平成２６

年１０月１日に復元され新たに開館された。（下写真）

懐かしい旧東方村中村家住宅

開館記念パンフ

【思いでのひとコマ】



平成１７年８月２７日

創立４０周年記念講演会

「江戸時代の越谷に学ぶ

・・・・私と越谷の思い出」

講師：江戸東京博物館長 竹内誠氏

参加者：２０１名

会 場：北部市民会館

写真中央：竹内誠氏

創立４０周年の出来事（平成１７年）

平成１７年１１月１日

「チャレンジショップ夢空間」に

事務所を移転

日光街道越ヶ谷宿のど真ん中

越谷駅より徒歩５分

平成１７年１１月１４日

大間野旧中村家１周年記念イベント

子供昔遊びイベント後記念撮影

【思いでのひとコマ】



【
懐
か
し
い
ひ
と
こ
と
】

第
一
号
（
昭
和
四
十
七
年
三
月
）

発
刊
を
よ
ろ
こ
ぶ

越
谷
市
郷
土
研
究
会
初
代
会
長

大
野
伊
右
衛
門

久
し
い
念
願
が
叶
っ
て
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
越
谷
市
郷
土
研
究

会
発
足
当
時
の
苦
労
を
共
に
し
た
数
人
の
発
起
人
た
ち
の
熱
意
を
今
、
瞼
に

浮
か
べ
て
お
り
ま
す
。

あ
れ
か
ら
回
を
重
ね
る
こ
と
七
拾
有
七
回
、
そ
の
間
史
跡
め
ぐ
り
の
四
十

七
回
、
研
究
発
表
の
約
三
十
回
、
其
他
随
時
研
究
記
録
の
発
表
公
開
等
、
こ

の
間
幹
事
並
に
役
員
の
企
画
と
立
案
交
渉
等
、
並
々
な
ら
ぬ
結
晶
が
会
報
と

な
っ
て
広
く
公
開
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
私
の
最
も
慶
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

県
鳥
と
し
て
「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
を
初
め
、
県
の
文
化
財
の
指
定
、
又
は
市

の
指
定
と
歩
を
進
め
て
い
る
中
に
、
一
部
専
門
家
や
趣
味
の
方
々
の
み
な
ら

ず
、
市
内
に
住
む
一
般
の
方
々
に
も
関
心
を
昂
め
る
た
め
、
広
く
会
員
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、
今
日
で
は
百
四
拾
名
に
な
ん
な
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
発
展
ぶ
り
に
心
ひ
そ
か
に
喜
び
を
感
じ
、
且
つ
会
員
の
絶
え
ざ
る
研

究
は
地
方
史
の
開
発
に
関
る
大
き
な
足
跡
を
残
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
已
に

認
め
ら
れ
て
居
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
熱
意
と
努
力
の
玉
稿
が
、
こ
の
会
報
を
通
し
公
開
さ
れ
、
新
し
き
歴

史
の
創
造
へ
貢
献
出
来
る
と
云
う
素
晴
ら
し
い
現
実
を
考
え
て
良
く
ぞ
こ
こ

迄
こ
ぎ
つ
け
て
戴
い
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
諸
賢
の
研

究
と
精
進
と
を
お
願
い
し
、
永
く
こ
の
会
報
が
す
く
す
く
と
伸
び
る
様
お
祈

り
し
、
御
祝
の
言
葉
に
替
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

終
わ
り
に
こ
の
会
報
が
回
を
重
ね
、
後
日
更
に
尊
い
文
献
と
し
て
越
谷
に

遺
る
事
は
何
よ
り
の
楽
し
み
と
存
じ
ま
す
。

【
懐
か
し
い
ひ
と
こ
と
】

第
五
号
（
昭
和
六
十
一
年
五
月
）

郷
土
研
究
会
発
足
二
十
周
年
の
巻
頭
言

越
谷
市
郷
土
研
究
会
第
二
代
会
長

小
島

誠

会
報
「
古
志
賀
谷
」
第
五
号
が
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
発
足
二
十
周
年
に

当
た
り
ま
す
の
で
、
本
会
経
過
の
概
略
を
記
し
て
本
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
会
は
、
越
谷
市
立
図
書
館
が
未
だ
越
ヶ
谷
小
学
校
の
校
地
内
に
あ
っ
た

こ
ろ
、
木
村
信
次
館
長
の
も
と
で
企
画
さ
れ
、
こ
の
地
域
の
大
所
、
大
野
伊

ヱ
門
氏
を
会
長
に
推
戴
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
氏
は
明
治
二
十
年
の
生
ま
れ

で
、
こ
の
近
在
に
於
け
る
智
者
で
特
に
史
実
に
つ
い
て
は
、
造
詣
の
深
い
方

で
し
た
。
四
十
年
四
月
本
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
く
、
図
書
館
が
福
祉

会
館
三
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

沿
革
史
に
よ
れ
ば
、
本
会
の
当
初
は
、
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
の
連
続
で
、

史
跡
め
ぐ
り
の
第
一
回
は
大
相
模
不
動
尊
で
、
四
十
一
年
二
月
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ひ
き
つ
づ
き
市
内
を
隈
無
く
巡
り
、
四
十
二
年
六
月
よ
り
は
、
岩
槻
・

松
伏
・
春
日
部
・
草
加
等
の
近
隣
へ
と
歩
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
四
十
三
年

度
市
史
編
さ
ん
室
の
設
置
と
な
り
、
両
々
あ
い
ま
っ
て
こ
の
方
面
の
研
究
の

充
実
発
展
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。



そ
の
後
、
会
長
・
副
会
長
他
界
せ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
役
職
の
変
遷
が
あ

り
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
幹
事
長
の
木
村
氏
が
引
続
き
そ
の
職
責
に
あ
っ
た

こ
と
が
本
会
の
礎
石
を
築
く
う
え
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の
と
信
じ
ま

す
。そ
の
後
、
館
長
の
退
職
と
図
書
館
の
移
転
は
、
会
員
と
館
と
の
結
合
を
、

「
や
や
」
疎
遠
な
ら
し
め
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
間
清
利
氏
の
在
勤
と

館
の
好
意
に
よ
る
事
務
所
の
継
続
は
好
都
合
の
至
り
で
し
た
。
然
し
、
昨
年

本
会
が
越
谷
市
文
化
連
盟
に
加
入
し
て
、
図
書
館
を
離
れ
る
に
あ
た
り
、
越

谷
駅
前
の
要
衝
に
居
を
構
え
る
、
副
会
長
の
山
崎
善
司
氏
宅
に
事
務
所
を
依

頼
し
ま
し
た
。
当
家
で
は
、
高
級
印
刷
機
等
を
所
有
す
る
う
え
に
、
御
内
室

が
明
る
い
性
格
で
人
当
た
り
が
よ
く
、
当
会
幹
部
の
方
々
も
気
さ
く
に
立
寄

り
、
情
報
の
交
換
や
企
画
の
場
等
に
利
用
さ
せ
て
戴
き
、
誠
に
有
難
き
次
第

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
に
恵
ま
れ
た
上
に
、
副
会
長
石
塚
吉
男
氏
等
多
く
の
方
々

が
俳
句
連
盟
に
も
名
を
連
ね
る
も
の
で
、
つ
ま
り
本
会
は
二
重
の
紐
で
結
ば

れ
た
強
い
「
和
」
に
よ
る
郷
土
研
究
会
と
思
い
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

【
懐
か
し
い
ひ
と
こ
と
】

第
八
号
（
平
成
七
年
六
月
）

郷
土
研
究
会
発
足
三
十
周
年
の
巻
頭
言

越
谷
市
郷
土
研
究
会
前
会
長
・
常
任
顧
問

小
島

誠

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
申
し
ま
す
が
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
は
平
成
七
年

三
月
を
も
っ
て
、
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

私
は
発
足
当
初
よ
り
、
理
事
、
そ
の
後
、
会
長
と
し
て
会
員
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
も
と
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
六
月
の
総
会
に
お
い
て
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

後
任
の
会
長
に
は
谷
岡
幹
事
長
が
な
ら
れ
ま
し
た
。

新
会
長
は
、
長
い
間
、
当
会
の
事
務
局
を
預
り
、
会
運
営
に
精
通
さ
れ
た
方

で
す
の
で
、
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
は
常
任
顧
問
と
し
て
、
会
員
皆
様
と
と
も
に
出
来
得
る
限
り
、

当
会
の
行
事
に
参
加
す
る
つ
も
り
で
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
当
会
三
十
年
の
経
過
を
追
想
し
ま
す
と
、
市
立
図
書
館
が
未
だ
越

ヶ
谷
小
学
校
に
あ
っ
た
頃
、
木
村
信
次
館
長
（
常
任
顧
問
）
の
も
と
で
会
設

立
が
企
画
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
会
員
を
集
め
て
昭
和
四
十
年
三
月
、
地
域
の

名
士
大
野
伊
右
衛
門
氏
を
会
長
と
し
て
発
足
し
、
当
会
の
基
礎
が
築
か
れ
ま

し
た
。

発
足
当
初
の
行
事
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
、
大
野
会
長
に
よ
る
「
方
言
に
つ

い
て
」
を
第
一
回
と
し
て
、
会
員
の
研
究
発
表
の
連
続
で
し
た
。
翌
年
二
月

か
ら
史
跡
め
ぐ
り
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
回
は
大
相
模
不
動
尊
を
訪
ね
、
引
き
続
き
市
内
各
所
の
史
跡
を
く
ま
な

く
巡
り
ま
し
た
。



さ
ら
に
近
隣
の
市
町
、
日
光
街
道
、
御
成
街
道
筋
か
ら
県
内
西
部
・
都
内
や

近
県
に
も
歩
を
進
め
、
楽
し
み
な
が
ら
史
跡
を
訪
ね
て
昔
を
偲
び
、
資
料
館
・

博
物
館
の
見
学
に
よ
り
地
方
史
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
と
に
当
会
発
足
二
十
周
年
記
念
「
信
州
四
賀
村
に
会
田
氏
の
ル
ー
ツ
を
探

る
」
（
故
山
崎
善
司
氏
の
案
内
）
は
、
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

現
在
で
は
、
史
跡
め
ぐ
り
は
二
一
〇
回
を
越
え
、
研
究
発
表
も
一
一
〇
回
を

越
え
ま
し
た
。

こ
の
記
録
は
恐
ら
く
、
他
の
市
町
の
郷
土
史
会
に
も
例
を
見
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

終
り
に
、
今
後
と
も
当
会
が
会
員
皆
様
の
余
暇
活
用
の
一
端
と
し
て
、
益
々

発
展
し
永
続
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
懐
か
し
い
ひ
と
こ
と
】

第
十
三
号
（
平
成
十
七
年
九
月
）

郷
土
研
究
会
発
足
四
十
周
年
の
ご
あ
い
さ
つ

越
谷
市
郷
土
研
究
会
第
四
代
会
長

宮
川

進

平
成
十
七
年
六
月
十
八
日
の
総
会
後
の
理
事
互
選
に
よ
り
、
会
長
役
を
前

任
の
谷
岡
隆
夫
氏
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

初
代
の
大
野
伊
右
衛
門
氏
、
二
代
目
小
島
誠
氏
、
三
代
目
谷
岡
隆
夫
氏
と
四

十
年
間
の
当
会
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
と
比
べ
ま
す
と
、
越
谷

の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
日
本
史
の
こ
と
も
知
ら
な
い
、
ま
こ
と
に
お
恥
ず
か

し
い
も
の
が
大
任
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
さ
て
、「
郷
土
研
究
会
」
と
は
何
な
の
か
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
は
研
究
者
、

専
門
家
の
団
体
で
あ
る
「
学
会
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
「
市
民
」

の
団
体
で
す
。
そ
し
て
当
会
は
「
郷
土
史
」
研
究
会
で
は
な
く
、「
郷
土
」
研

究
会
で
す
。

こ
れ
は
先
輩
方
が
越
谷
の
「
歴
史
」
だ
け
で
な
く
、「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
」
を
対

象
に
研
究
す
る
会
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
た
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
当
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
県
内
の
「
郷
土
史
研
究
」

あ
る
い
は
「
郷
土
研
究
」
の
団
体
に
さ
き
が
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
方
々
に
郷
土
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
市
民
の
豊
か
な

こ
こ
ろ
、
郷
土
に
対
す
る
愛
情
、
住
民
同
士
の
連
帯
感
を
も
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
こ
の
分
野
で
の
社
会
貢
献
は
こ
れ
ま
で
も
や
っ

て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
や
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

「
市
民
に
よ
る
、
越
谷
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
研
究
対
象
と
し
て
、
社
会
貢
献

す
る
団
体
」
を
、
会
員
み
ん
な
の
力
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



【
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
】

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

平
成
二
十
六
年
度

増
林
地
区
（
そ
の
一
）

増
林
地
区
に
現
存
す
る
九
十
五
基
の
石
仏
を
今
年
と
来
年
の
二
回
に

分
け
、
平
成
二
十
六
年
五
月
に
Ａ
班
～
Ｆ
班
の
六
班
に
て
実
施
し
た
。

Ａ
班

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
実
施
（
大
字
増
林
北
部
・
西
端
）

石
仏
石
塔
の
風
化
や
部
分
的
欠
け
が
各
所
で
見
ら
れ
る
。
特
に
前
波
の
水

神
様
に
あ
る
道
標
付
き
普
門
品
供
養
塔
は
中
央
部
を
セ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て

接
着
固
定
さ
れ
、
定
使
野
橋
そ
ば
の
水
神
宮
で
の
石
仏
で
は
二
か
所
に
針

金
で
周
囲
を
固
定
補
強
さ
れ
て
い
た
。
調
査
の
過
程
で
平
野
家
（
ゲ
ン
ゼ

ム
様
）
敷
地
内
に
て
新
た
な
石
仏
と
板
碑
が
発
見
さ
れ
た
。

Ｂ
班

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
実
施
（
大
字
増
林
北
部
・
西
）

護
郷
神
社
に
あ
る
文
字
庚
申
塔
に
は
ひ
び
や
欠
け
が
み
ら
れ
、
今
後
破
損

が
少
し
ず
つ
進
行
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
利
根
川
八
幡
河
岸
跡

地
近
く
に
あ
っ
た
板
碑
型
石
塔
が
該
当
地
に
は
見
当
た
ら
ず
、
増
林
の
斎

場
建
設
に
と
も
な
う
道
路
新
設
工
事
に
よ
っ
て
不
明
に
な
っ
た
よ
う
で
、

林
泉
寺
や
地
元
探
査
を
続
け
た
が
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。

Ｃ
班

平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日
実
施
（
大
字
増
林
北
部
・
中
）

林
泉
寺
に
あ
る
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
の
上
部
の
月
が
描
か
れ
て
い
る
部
分

の
破
損
と
石
塔
全
体
の
ひ
び
が
見
ら
れ
た
。
地
蔵
像
付
き
念
仏
供
養
塔
の

地
蔵
の
左
足
親
指
に
補
修
の
跡
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
し
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
土
台
に
移
し
替
え
ら
れ
て
整
備
さ
れ
た
石
仏
石
塔
も
見
ら
れ
た
。

林
泉
寺
裏
の
念
仏
供
養
塔
が
林
泉
寺
参
道
に
移
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
班

平
成
二
十
六
年
五
月
十
二
日
実
施
（
大
字
増
林
北
部
・
東
）

勝
林
寺
の
北
西
の
畑
の
中
に
あ
っ
た
小
高
い
「
透
関
山
（
と
う
か
ん
や
ま
）
」

（
現
在
は
そ
の
名
残
さ
え
も
な
い
）
の
上
に
「
法
華
経
及
び
般
若
理
趣
経

供
養
塔
」
が
元
は
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
ば
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
勝
林
寺

に
移
転
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
。
ま
た
勝
林
寺
に
あ
る
五
基
の
庚
申
塔
が
元

の
場
所
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀
そ
ば
に
移
動
し
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
班

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
二
日
実
施
（
大
字
増
林
北
部
・
東
端
）

Ｅ
地
域
で
も
同
様
に
い
く
つ
か
の
石
仏
石
塔
に
傷
み
や
破
損
な
ど
が
見
ら

れ
た
。
山
崎
家
近
く
の
「
百
観
音
巡
礼
塔
」
は
山
崎
家
の
方
か
ら
所
在
地

を
教
え
て
頂
き
道
路
反
対
側
の
電
柱
下
に
あ
る
こ
と
が
判
明
。
ま
た
名
倉

家
の
「
神
明
宮
文
字
塔
」
は
、
名
倉
家
の
方
の
案
内
で
敷
地
内
西
側
の
盛

り
土
の
上
を
進
ん
で
用
水
の
へ
り
に
出
た
所
に
ひ
っ
そ
り
と
あ
っ
た
。

Ｆ
班

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
九
日
実
施
（
大
字
増
林
南
部
）

石
仏
石
塔
の
所
在
地
は
地
元
の
方
た
ち
に
よ
っ
て
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
そ
の
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
気
持
ち
よ
く
調
査
を
進
め
、
す
べ
て
無

事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
「
権
現
宮
文
字
塔
」
は
二
股

路
の
農
道
の
合
流
点
に
あ
り
、
紛
失
や
破
損
が
心
配
で
あ
る
。
最
後
に
元

荒
川
に
か
か
る
毎
年
恒
例
の
コ
イ
ノ
ボ
リ
を
眺
め
な
が
ら
終
了
し
た
。



【
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
】

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

平
成
二
十
七
年
度

増
林
地
区
（
そ
の
二
）

（
旧
増
森
・
中
島
・
花
田
・
小
林
村
）

増
林
地
区
に
現
存
す
る
七
十
八
基
の
石
仏
を
昨
年
に
引
き
続
き
平
成

二
十
七
年
五
月
に
Ａ
班
～
Ｅ
班
の
五
班
に
分
け
、
一
般
会
員
の
参
加
を
も

っ
て
実
施
し
た
。

Ａ
班

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
実
施
（
増
森
北
部
）

集
め
ら
れ
た
石
塔
群
の
中
や
樹
木
の
下
に
あ
っ
た
り
し
て
、
見
つ
け
出
す

の
に
苦
労
し
た
石
塔
も
あ
っ
た
。
苔
に
覆
わ
れ
て
文
字
や
図
柄
が
読
み
取

り
に
く
い
石
仏
も
あ
っ
た
。
調
査
の
過
程
で
増
森
一
三
六
九
の
山
口
家
敷

地
で
は
か
つ
て
は
煉
瓦
製
造
に
携
っ
て
い
た
こ
と
が
偶
然
に
も
山
口
家
当

主
の
話
を
伺
っ
て
判
明
し
、
増
林
地
区
の
煉
瓦
工
場
に
関
す
る
解
明
の
一

端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
。

Ｂ
班

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
実
施
（
増
森
南
部
）

固
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
将
来
移
動
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
石
仏
や
道
路

に
面
し
た
角
地
に
あ
る
た
め
に
車
の
追
突
が
心
配
さ
れ
る
石
仏
が
あ
っ
た
。

ま
た
増
森
新
田
稲
の
稲
荷
社
に
あ
る
石
仏
群
は
背
を
道
路
側
に
向
け
て
建

っ
て
い
る
の
で
、
道
路
側
よ
り
手
を
伸
ば
せ
ば
石
仏
に
届
き
石
仏
の
頭
部

等
を
破
損
さ
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
道
路
沿
い
の
柵
な
ど
の
設
置
が
望

ま
れ
る
。

Ｃ
班

平
成
二
十
七
年
五
月
十
二
日
実
施
（
中
島
）

頭
部
の
落
下
防
止
の
た
め
首
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
強
さ
れ
た
丸
彫
り
の

石
仏
や
表
面
の
風
化
が
激
し
い
石
仏
も
見
ら
れ
た
。
道
路
の
角
地
に
あ
る

石
仏
群
は
車
の
飛
び
込
み
に
よ
る
破
損
が
心
配
。
元
荒
川
の
護
岸
の
斜
面

に
放
置
さ
れ
た
石
仏
が
あ
る
が
、
近
く
に
あ
る
「
荒
川
橋
開
通
記
念
」
碑

そ
ば
に
移
動
設
置
す
る
と
よ
い
。
中
川
の
改
修
に
よ
る
新
土
手
設
置
の
た

め
に
元
の
場
所
か
ら
別
の
所
に
移
動
し
た
石
仏
（
中
島
９
番
の
庚
申
塔
）

も
あ
っ
た
。
中
島
地
区
の
各
地
に
「
榛
名
神
社
祈
祷
御
札
」
と
書
か
れ
た

札
が
見
ら
れ
た
。

Ｄ
班

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
日
実
施
（
花
田
）

表
面
右
下
部
に
ひ
び
割
れ
が
あ
っ
て
薄
く
剥
が
れ
る
恐
れ
の
石
塔
や
ひ
び

割
れ
で
浮
き
上
が
っ
て
脱
落
の
恐
れ
の
石
塔
や
阿
弥
陀
印
を
結
ん
だ
仏
像

の
親
指
の
ふ
く
ら
は
ぎ
部
位
に
欠
損
が
あ
る
石
仏
が
あ
っ
た
。
文
字
の
一

部
の
「
五
」
が
削
れ
て
今
で
は
判
読
で
き
な
い
石
仏
も
あ
る
。
屋
根
が
設

置
さ
れ
て
い
て
保
護
さ
れ
た
石
仏
も
見
ら
れ
た
。

Ｅ
班

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
二
日
実
施
（
小
林
）

東
福
寺
の
東
側
墓
地
に
あ
る
小
林
７
番
・
８
番
・
９
番
・
１０
番
・
１１
番

の
五
基
の
石
仏
は
、
元
は
台
石
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
そ
の
台
石
は
み
あ

た
ら
な
い
。
石
仏
そ
の
も
の
に
は
損
傷
は
な
い
。
旧
小
林
村
地
域
の
他
の

石
仏
は
、
周
辺
の
環
境
の
問
題
や
移
動
の
恐
れ
も
な
く
、
一
部
風
化
が
見

ら
れ
る
に
し
て
も
石
仏
自
身
に
特
に
め
だ
っ
た
損
傷
も
な
く
、
お
お
む
ね

良
好
で
あ
っ
た
。



Ｈ２６年度文化財

パトロール案内図

Ｈ２７年度文化財パトロール案内図

パトロール要員

Ｈ２６年度

Ａ班 坂本誠・安西・坂本和・芳賀

藤田・森田伝

Ｂ班 渡辺 ・安西・坂本和・芳賀

藤田・森田伝

Ｃ班 篠原・岩本・中村・山口・森田三

Ｄ班 原田・大谷・川端・宮原・服部

Ｅ班 田部井明・香取

Ｆ班 田端・新井・小野・田部井久

Ｈ２７年度

Ａ班 田端・秦野・神林

Ｂ班 山口・岩本・田中

Ｃ班 西島・新井・小林

Ｄ班 篠原・森田伝

Ｅ班 川端・和田・森田喜



【会員名簿】 越谷市郷土研究会 会員名簿
（2015年6月現在）

1 会田 清 51 大内 登 101 北村 奈於美 151 首藤 久枝

2 会田 克之 52 大川 昌三 102 貴田 陽一 152 庄司 勝美

3 青山 雄司 53 大澤 義雄 103 木原 徹也 153 篠原 英弥

4 秋葉 雅勇 54 大関 元子 104 木村 恵仲 154 篠原 陸郎

5 浅井 明 55 大滝 ヒロ子 105 工藤 迪子 155 柴崎 巳代子

6 畔上 順平 56 太田 紀代子 106 倉持 唯枝子 156 渋谷 正芳

7 阿部 緑 57 大谷 たつを 107 黒田 恵子 157 島田 俊二

8 阿部 文治 58 大谷 松江 108 桑野 昌 158 島津 八千代

9 天野 武 59 太田 秀男 109 小井川 秋江 159 島根 岱助

10 天野 早苗 60 大館 浄 110 小泉 平八郎 160 白鳥 勝子

11 新井 薫 61 大塚 国治 111 甲田 美恵子 161 菅 清子

12 新井 敏浩 62 大西 チエ 112 越村 英雄 162 菅波 昌夫

13 新井 美代子 63 大野 浩 113 小島 徹 163 須賀 由紀子

14 荒金 照登 64 大野 悦治 114 小島 千代 164 菅原 貞良

15 安西 孝子 65 大野 保司 115 小島 久枝 165 杉浦 健之

16 飯泉 信夫 66 大橋 政子 116 小嶋 睦生 166 杉渕 真喜子

17 飯田 尚子 67 大保 喜世子 117 小沼 登茂子 167 鈴木 進志

18 飯塚 多摩子 68 大港 信作 118 小林 了 168 鈴木 竹美津

19 伊沢 伸彦 69 大山 有子 119 小林 かつよ 169 鈴木 恒雄

20 石井 健治 70 小川 康治 120 小林 清子 170 鈴木 照子

21 石川 詔一 71 小川 正雄 121 小林 静夫 171 鈴木 康央

22 石垣 李枝子 72 尾川 芳男 122 小林 澄子 172 鈴木 陽江

23 石黒 茂 73 小河原 政子 123 小林 威朗 173 関 隆三

24 井下 千枝子 74 萩野 功夫 124 小林 登 174 関根 百里

25 石塚 しず江 75 小曽川 弘美 125 小林 憲子 175 高崎 力

26 石山 博 76 小野 肇 126 小林 光男 176 高橋 國夫

27 石渡 ミチ 77 小野 博康 127 小林 都子 177 高橋 志津子

28 泉 雅彦 78 小野 了子 128 小堀 和子 178 高橋 信子

29 和泉 守 79 加地 勝 129 小松崎 登美子 179 高橋 美佐子

30 井関 義勝 80 加藤 明子 130 小山 淳子 180 高橋 康浩

31 磯谷 知子 81 加藤 幸一 131 郷間 要一 181 高山 はつ

32 市川 巳隆 82 加藤 雅子 132 後藤 美香 182 瀧田 雅之

33 伊藤 貴美 83 香取 世志男 133 斉藤 英夫 183 田口 一枝

34 井上 瑳久江 84 金子 俊 134 斎野 千枝子 184 田口 正信

35 井上 敏雄 85 金子 寛 135 酒井 正 185 竹内 和子

36 井橋 義夫 86 金子 昭子 134 酒井 達男 186 竹内 喜昭

37 岩下 恵子 87 金子 とき子 137 坂巻 絹江 187 竹村 克男

38 岩瀬 静江 88 金子 峯子 138 坂巻 しげ子 188 竹谷 フミ子

39 岩根 富子 89 神林 光子 139 坂本 梅香 189 田中 かよ子

40 岩本 勝義 90 唐子 実 140 坂本 和子 190 田中 直子

41 上原 尚章 91 川合 俊一 141 坂本 誠一郎 191 田中 ひで美

42 牛込 はる子 92 川上 金蔵 142 桜田 洋子 192 田中 利昌

43 臼倉 洋子 93 河内 出 143 佐々木 一磨 193 田沼 隆司

44 内田 文江 94 川原 文子 144 佐々木 君枝 194 田端 功政

45 梅澤 鳳舞 95 川端 孝夫 145 笹本 昌子 195 田畑 嘉雄

46 榎本 紀美子 96 黄川田 仁志 146 佐竹 春江 196 田部井 久能

47 江森 峰子 97 菊池 恵子 147 佐藤 弘二 197 多羅尾 義之

48 遠藤 洋 98 菊池 孝枝 148 佐藤 修實 198 大丸 正次郎

49 遠藤 欣次 99 岸 サク 149 佐藤 光夫 199 智田 美智子

50 遠藤 七郎 100 北川 善三 150 沢田 清子 200 千原 真理



【会員名簿】

201 塚田 照男 251 早川 秀郎 301 森崎 征男

202 塚田 みな子 252 林 慎一 302 森田 喜八郎

203 塚本 昭 253 林 康男 303 森田 傅一

204 土川 博子 254 原澤 幸男 304 森田 三男

205 堤竹 宏吉 255 原田 民自 305 守屋 不二夫

206 津山 正幹 256 百塚 常輝 306 矢口 博孝

207 寺田 一代 257 平田 道昭 307 矢野 一生

208 照井 正子 258 平野 久子 308 矢野 美保子

209 常磐 安英 259 平野 美智子 309 山口 正夫

210 殿木 美枝子 260 福井 恵子 310 山崎 瑞子

211 殿山 悦三 261 福田 ふく 311 山崎 孝二

212 富澤 康雄 262 藤井 佐登子 312 山崎 弘治

213 豊島外二郎 263 藤川 吉洋 313 山崎 定治

214 豊田 重 264 藤田 浩行 314 山崎 ミツ

215 豊田 益子 265 藤田 日出男 315 山本 昇

216 豊田 勇毅 266 藤田 佑子 316 山本 一夫

217 豊原 錠茲 267 藤本 輝男 317 山本 希八

218 鳥井 久美子 268 藤原 治郎 318 山本 房子

219 内藤 英三 269 藤原 征司 319 山本 正乃

220 内藤 録次 270 古田 美雄 320 山本 泰秀

221 中井 丈夫 271 古谷 京子 321 柚原 一友

222 仲井 美智子 272 北江 千代 322 吉川 輝男

223 中沢 正夫 273 堀井 静枝 323 吉田 恵美

224 中妻 祐子 274 堀井 博之 324 吉田 和子

225 中野 正一 275 堀内 操 325 吉田 賢司

226 中野 鉄雄 276 堀越 正夫 326 蓬田 敏晶

227 中村 敞 277 本多シゲ子 327 楽の蔵 安田恵三

228 中村 幹子 278 本多 康邦 328 六本木 健志

229 中山 正則 279 本銚 文子 329 若原 治夫

230 永井 勇雄 280 坊野 清之 330 鷲津 よし子

231 永作 公道 281 前田 和子 331 渡辺 和照

232 長瀬 由木夫 282 増岡 武司 332 渡辺 景子

233 名倉 三津枝 283 増田 僖子 333 渡辺 千晶

234 新野 トモ子 284 増田 好子 334 渡辺 弘子

235 新納 桂 285 松浦 節也 335 和田 尚之

236 西 昌代 286 松岡 敏彦

237 西川 信徹 287 松田 由貴子

238 西川 峰雄 288 三浦 孝勇

239 西沢 恒衛 289 水上 清

240 西島 孝 290 水谷 光子

241 西中 駿一 291 南川 哲夫

242 根岸 広 292 峰 孝久

243 野尻 敬子 293 宮内 和代

244 服部 正一 294 宮川 進

245 芳賀 登美子 295 宮下 孝雄

246 長谷川 義夫 296 宮原 泰介

247 秦野 秀明 297 宮原 千恵子

248 浜 富雄 298 向井 真理子

249 浜野 肇 299 村上 瀏治

250 早川 操 300 望月 よし江



【役員名簿】

ＮＰＯ法人 越谷市郷土研究会 役員

常 任 顧 問 高崎 力

顧 問 増岡 武司 加藤 幸一

会 長 宮川 進

副 会 長 渡辺 和照

幹 事 長 田部井久能

幹 事 服部 正一 西島 孝

常 任 理 事 新井 敏浩 篠原 陸郎 田端 功政

秦野 秀明 森田 三男

理 事 岩本 勝義 臼倉 洋子 小河原政子

川端 孝夫 坂本誠一郎 渋谷 正芳

豊田 益子 中村 幹子 芳賀登美子

藤川 吉洋 藤田 祐子 古谷 京子

水谷 光子 森田 伝一 和田 尚之

監 事 島根 岱助 峰 孝久

参 事 小泉平八郎 小林 光男 藤田 裕行

山本 希八

ＮＰＯ法人 越谷市郷土研究会 実行委員

石井 健治 内田 文江 大内 登 大野 悦治

尾川 芳男 小林 憲子 坂本 和子 鈴木竹美津

早川 秀郎 宮原 泰介 森田喜八郎 矢野美保子

ＮＰＯ法人 越谷市郷土研究会 会友

木原 徹也 佐藤 光夫 菅波 昌夫 高山 はつ

堤竹 宏吉 水上 清



【
編
集
後
記
】

会
報
「
古
志
賀
谷
」
掲
載
基
準

会
報
掲
載
の
混
乱
・
異
同
を
さ
け
る
た
め
、
基
準
を
設
け
る
。

一
、
会
員
・
会
員
外
の
原
稿
を
受
け
つ
け
る
。

原
稿
は
、
越
谷
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
原
則
と
し
て
独
自
性
の
あ
る
も

と
す
る
。

二
、
原
稿
の
字
数
は
次
の
各
号
と
す
る
。

（
ア
）
調
査
・
研
究
の
記
録
は
、
字
数
制
限
は
し
な
い
。

（
イ
）
紀
行
・
随
筆
は
、
二
千
字
程
度
と
す
る
。

三
、
次
に
各
号
に
該
当
す
る
原
稿
は
編
集
委
員
会
で
掲
載
の
可
否
を
審

議
す
る
。

（
ア
）
特
定
の
政
治
的
主
張
、
ま
た
は
政
党
勢
力
拡
大
を
内
容
と
す

る
原
稿
。

（
イ
）
特
定
の
宗
教
を
流
布
し
、
ま
た
は
勧
誘
す
る
内
容
を
含
む
原

稿
。

（
ウ
）
営
利
を
目
的
と
す
る
内
容
を
含
む
原
稿
。

（
エ
）
差
別
の
内
容
を
含
む
原
稿
。

（
オ
）
戦
争
賛
美
を
内
容
と
す
る
原
稿
。

（
カ
）
他
人
へ
の
中
傷
を
内
容
と
す
る
原
稿
。

（
キ
）
そ
の
他
、
特
定
の
意
図
を
含
む
原
稿
、
ま
た
は
穏
当
を
欠
く
原
稿
。

三
、
第
三
者
の
調
査
・
研
究
・
報
告
・
書
籍
を
引
用
す
る
と
き
は
原
則

と
し
て
著
者
名
・
書
名
・
出
版
社
名
・
出
版
年
度
を
明
記
す
る
。

五
、
会
員
名
簿
は
、
氏
名
の
み
を
掲
載
す
る
。
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
住

所
・
電
話
番
号
は
掲
載
し
な
い
。

六
、
本
基
準
の
変
更
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
る
も
の
と
す
る
。

付
則
、
本
基
準
の
施
行
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
と
す
る
。

編

集

後

記

隔
年
発
行
の
会
報
「
古
志
賀
谷
」
は
今
年
で
郷
土
研
究
会
発
足
五

十
周
年
に
あ
た
り
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
三
十
一
日

創
刊
以
来
十
八
号
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

郷
土
研
究
会
の
内
容
の
充
実
と
共
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
会
報
の

発
行
は
、
越
谷
の
郷
土
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
、
史
跡
め
ぐ
り
の

悲
喜
交
々
な
思
い
出
の
場
と
し
て
、
社
会
貢
献
と
し
て
の
様
々
な
行

事
の
紹
介
な
ど
、
会
員
・
非
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
号
の
十
八
号
は
五
十
周
年
記
念
号
と
し
て
、
従
来
の
会
報
内
容

と
は
趣
を
変
え
、
郷
土
研
究
会
五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
共
に
、

会
員
の
皆
様
の
様
々
な
ご
意
見
・
ご
感
想
・
思
い
出
な
ど
、
又
五
十

年
の
様
々
な
行
事
の
記
録
な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。
投
稿
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

編
集
委
員
長

篠
原
陸
郎

編
集
委
員

岩
本
勝
義

加
藤
幸
一

川
端
孝
夫

田
部
井
久
能

秦
野
秀
明

山
口
正
夫

森
田
伝
一

森
田
三
男

会
報
「
古
志
賀
谷
」
第
十
八
号

発
効
日

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
一
〇
月

発
行
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会

埼
玉
県
越
谷
市
千
間
台
西
二
ー
十
七
ー
十
六

代
表
者

宮
川

進

印
刷
所

カ
ワ
カ
ミ
印
刷

埼
玉
県
越
谷
市
南
荻
島
四
三
五
七


